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本市の人口と世帯数（令和 6 年 3 月 31 日現在）
世帯数 51,772　人口 107,800 人（男性 51,205 人、女性 56,595 人）

音声版「声の広報」、点字広報は市ウェブサイトよりダウンロード
できます。
QR コードはデンソーウェーブの登録商標です。
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広報 はびきの
Habikino city newsletter

横断者注意喚起灯設置拡大中

羽曳野市では信号機のない

横断歩道で、ライトの点滅に

よってドライバーに歩行者の

存在を知らせる「注意喚起灯」

の設置を進めております。
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道路整備事業　 ［6 億 7,323 万円］
　老朽化が進む道路について、順次改修等を進めます。また、令
和６年度にあっては、都市計画道路八尾富田林線（羽曳野工区）
の関連道路の整備や国道１７０号（大阪外環状線）西浦交差点
部の改良に向けた工事を行うほか、引き続き恵我ノ荘駅前南側広
場の整備に向け関係機関との協議を積極的に進めます。 ドッグラン整備事業　  ［１,100 万円］

　人と動物の調和のとれた共生とともに、愛犬家の憩いや
交流の場となるよう、峰塚公園内にドッグランの整備を進め、
利用者サービスの向上や公園の活性化を図ります。

重要給水施設へ至る配水管路耐震化更新事業［3 億 8,500 万円］
　地震発生時に病院や公共施設等へ安全で安定した水道水の供給
を行うため、各施設に至る配水管路の耐震化更新工事を実施します。

第３認定こども園整備事業　［２億２,979 万円］           
　既存の３つの幼稚園と１つの保育園を統合し、令和８年度の開
園をめざす第３の認定こども園の整備工事を進めます。

主なハード事業

第1回定例市議会で可決承認された令和 6 年度当初予算

子育てにかかる経済的負担の軽減　 ［１億２,279 万円］
�・物価高騰に伴う保育園・こども園・学校給食費支援
　保育園・認定こども園・市立学校における給食費について、食
材費高騰分の公費支援を行います。
・保育料第２子以降無償化
　０～２歳児の保育料について、第２子の半額を無償に拡充し、
第２子以降を無償とします。

犯罪被害者等見舞金　［110 万円］
　犯罪の被害にあわれた方やその遺族が受けた被害の軽減や回
復を図るため、条例を制定し、犯罪被害者等見舞金を支給します。

世界遺産登録５周年記念事業開催・大型木製はにわの
保存処理　［502 万円］
　世界遺産登録５周年にあたりその価値や魅力を広く発信する
ため講演会等を開催します。また、「百舌鳥・古市古墳群」の
構成資産である峯ヶ塚古墳から出土した大型木製はにわの保
存処理を実施します。

健診機会の拡充     ［2,198 万円］
・成人歯科健診の対象年齢を拡充
　成人歯科健診の対象年齢に２０歳、３０歳を加えるとともに、
歯周疾患が増加しやすい４０歳代については、毎年受診できるよ
う、健診機会の拡充を図ります。
・プレ特定健診の実施
　生活習慣病の予防を目的とし、２０歳から３９歳までの国民健
康保険加入者を対象としたプレ特定健診を実施します。
・５歳児健康診査（乳幼児フォロー健診に従事する小児神経専門
医の参画）
　乳幼児健診の対象に５歳児を加え、府内初の取り組みとして、
小児神経専門医による健康診査を行い、子どもの成長や発達に対
する適切な支援を図ります。

対話支援機（コミューン）の導入　［74 万円］
　窓口応対や介護予防教室等において、市職員等の声を聞き手
にクリアな状態で届けることができる対話支援機器を導入します。

主なソフト事業

令和6 年度 羽曳野市の予算

会 計 名 令和 6 年度 令和 5 年度 伸び率  
一　般　会　計 446 億 8,347 万円 448 億 1,714 万円 -0.3％ 

国民健康保険特別会計 128 億 1,146 万円 131 億 5,416 万円 -2.6％ 
と畜場特別会計 1 億 5,861 万円 1 億 5,421 万円 2.9％ 
財産区特別会計 14 億 3,774 万円 14 億 7,023 万円 -2.2％ 

介護保険特別会計 120 億 2,806 万円 116 億 1,274 万円 3.6％ 
土地取得特別会計 6 億 1,348 万円 5 億 9,977 万円 2.3％ 

後期高齢者医療特別会計 22 億 9,801 万円 20 億 8,619 万円 10.2％ 
水 道 事 業 会 計 35 億 5,684 万円 45 億 5,440 万円 -21.9％ 

下 水 道 事 業 会 計 67 億　647 万円 67 億 7,492 万円 -1.0％ 
総　　額 842 億 9,416 万円 852 億 2,375 万円 -1.1％ 

＜一般会計＞
　�福祉、教育、ごみ処理、道路などの一般的な事業を実施
するための予算で、羽曳野市の事業の大部分を占めていま
す。

＜特別会計＞
　�一般会計とは区別して特定の事業ごとに経理する予算で、羽
曳野市には6つの特別会計があります。

※端数調整のため、各会計の合計値と総額の値は一致しないことがあります。
※下水道事業会計については、平成30年度より公営企業会計を適用しています。

総　　額　842 億 9,416 万円
一般会計　446 億 8,347 万円

限られた財源とのバランスに配慮しながら、施策の選択と集中を図り、災害への備え、少子化・人口
減少の克服に向けた子ども・子育て施策の充実や、地域の魅力発信など、未来につながる施策に重点を
置いた予算編成となっています。 羽曳野市長　山入端　創

－羽曳野市の予算－

本庁舎建替整備事業　  ［２億６,304 万円］
　耐震性能や老朽化等の課題がある市役所本館について、
防災拠点機能の充実、市民サービスの向上と歴史資産との
調和をめざした新庁舎整備にかかる基本設計の策定等を実
施します。

学校給食にかかる整備　［５億 4,104 万円］
・学校給食センター等複合施設整備事業
　青少年児童センターと一体的な整備を行う学校給食センター
の新築移転に向けて、整備工事に着手します。
・中学校給食の全員喫食に向けた配膳室整備事業
　中学校給食の全員喫食に向けて、各中学校・義務教育学
校において配膳室の整備を順次進めます。

コミュニティソーシャルワーカーの拡充　〔2,391 万円〕
　重層的支援体制整備事業の実施に向けた移行準備事業に向
け、地域で困っている人を支援するために、地域の人材や制度、
サービス、住民の援助などを組み合わせ、新しい仕組みづくり
のための調整やコーディネートを行うコミュニティソーシャルワー
カーを増員します。

支援教育介助員の拡充　〔1,763 万円〕
　支援の必要な児童・生徒に対して、個々の状況に応じた適切
な支援教育を実施するため、特別支援学級での担任の補助、日
常生活上の介助等を行う支援教育介助員を増員します。
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歳出：一般会計の内訳（目的別）歳入：一般会計の内訳

歳入・歳出　一般会計の内訳 －羽曳野市の予算－

【問合せ】財政課　☎ 072-958-1111（内線 3562）

※令和 6 年度予算書は、ウェブサイトまたは情報公開コーナー（市役所本館 1階）にてご覧になれます。
※ウェブサイトでは、市の財政状況を分かりやすく解説しています。　詳しくはこちらをご覧ください⇒

歳 出
（目的別）
446 億
8,347万円

【民生費】 【民生費】 
  236 億223 万円（52.8％）  236 億223 万円（52.8％）

【教育費】 51 億7,349 万円（11.6％）【教育費】 51 億7,349 万円（11.6％）
※構成比および金額は、端数処理の関係で合計が100％にならない場合や総額と一致しない場合があります。

【土木費】 【土木費】 
  23 億3,964 万円（5.2％）  23 億3,964 万円（5.2％）

【総務費】 【総務費】 
  47 億6,003 万円（10.7％）  47 億6,003 万円（10.7％）

【公債費】【公債費】
  33 億8,550 万円（7.6％）  33 億8,550 万円（7.6％）

【衛生費】 
  30 億8,133 万円（6.9％）

【消防費】 13 億9,097 万円（3.1％）

【その他】 9 億5,028 万円（2.1％）

歳 入
446 億
8,347万円

【市税】 【市税】 
  125 億9,110 万円（28.2％）  125 億9,110 万円（28.2％）

【国庫支出金】 【国庫支出金】 
  96 億9,150 万円（21.7％）  96 億9,150 万円（21.7％）【地方交付税】 【地方交付税】 

  90 億円（20.1％）  90 億円（20.1％）

【府支出金】 【府支出金】 
  37 億8,256 万円（8.5％）  37 億8,256 万円（8.5％）

【市債】 【市債】 
  18 億1,730 万円（4.1％）  18 億1,730 万円（4.1％）

【地方消費税交付金】 【地方消費税交付金】 
  26 億8,000 万円（6.0％）  26 億8,000 万円（6.0％）

【諸収入】 
  8 億4,536 万円（1.9％）

【使用料および手数料】 
  4 億7,990 万円（1.1％）

【その他】 37 億9,576 万円（8.5％）

市勢要覧・暮らしの便利帳が市勢要覧・暮らしの便利帳が
　　　　　　　順次配布されます　　　　　　　順次配布されます

　令和 6 年 1 月に市制施行 65 周年を迎えたことを記念し「市制施行 65
周年記念市勢要覧」と市民サービスの向上と地域の活性化を目的とした「暮
らしの便利帳」を合冊（総ページ数 144 ページ）のうえ発行し、市内の全
世帯に個別配布します。

　この冊子では、羽曳野市 65 年の歩みなどの市勢に関することや市の業
務及び各種手続きなどの情報を掲載しています。

　令和 6 年 5 月中に、各ご家庭にお届けしますので保存版として、ご家庭
に常備していただきご活用ください。

　発行は、公民連携事業の取り組みで、株式会社サイネックスに市が行政
情報を提供し、印刷から配布までを同社が行います。
　発行費用については、同社が広告販売を行うことにより、各団体及び事
業者のみなさまからご協力をいただいています。
　ご協力いただきました事業者のみなさま、ありがとうございました。

【問合せ】秘書課広報担当
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ご挨拶
今年で第４７回目を迎えることとなりました「はびきの市民フェスティバル」皆様の
ご支援・ご協力をいただき開催できることに心より感謝申し上げます。
　本年も５月５日のこどもの日に峰塚公園並びに LIC はびきのにおいて、「心に残る市
民フェスティバル」をスローガンに開催します。子どもたちには、こどもランドをは
じめとする企画で楽しんでもらい、大人になってからも「はびきの市民フェスティバル」
に参加したいと思えるように全力で取り組みます。
ご家族・お友達をお誘いあわせの上、ぜひ、多くの市民の皆様のご来場を実行委員会
一同、心よりお待ち申し上げます。

第４7 回はびきの市民フェスティバル
実行委員長　唐原　健太郎

●はびきの市民フェスティバルは、各種団体・学生によるボランティアで運営しています。
●峰塚公園内に駐輪場はありません。LIC はびきの北側の駐輪場をご利用ください。また、公園内は歩行者の安全のため自転車の進入を禁止しています。
●峰塚公園内に駐車場はありません。市役所・古市駅西駐車場・はびきのコロセアム・陵南の森に駐車場を設けていますので、お車でご来場の方はそちらでシャトル
バスに乗り換えて、ご来場ください。

（古市駅西駐車場は有料、はびきのコロセアム駐車場は２時間を超えると有料）駐車はできませんが、車イス専用の乗降場を設置しています。
●パビリオンブースでのアルコールの販売・提供ありません。また、会場内は飲酒禁止となりますので、ご理解・ご協力のほどよろしくお願いいたします。
●会場内では、市広報紙や市民フェスティバルのポスターへの掲載、また、インターネット配信等をするために、市職員や実行委員が写真や動画の撮影を行います。
それらの写真や動画に来場の皆様が映り込む場合がありますので、あらかじめご了承ください。

実行委員

注意事項

大会会長
山入端創
羽曳野市長

実行委員長
唐原健太郎
(一社 )羽曳野藤井寺
青年会議所

はびきの市民フェスティバルは皆様のご協賛により成り立っています。
多くの企業・団体様よりご協賛いただき、実行委員会一同、心より感謝を申し上げます。

問合せ：市民協働ふれあい課

第47回　はびきの市民フェスティバル第47回　はびきの市民フェスティバル
メインステージ
メインステージ

警察・消防・自衛隊
警察・消防・自衛隊ブースも！ブースも！

こども屋台！
こども屋台！こどもランド！
こどもランド！

メインステージ
プログラム

9：00 ～

オープニングセレモニー

9：40 ～

ヒーローステージショー 

10：15 ～

環境ステージ

10：25 ～

チアリーディング

10：40 ～

吹奏楽演奏

11：05 ～

太鼓演奏

11：20 ～

来場者参加型イベント・○×クイズ大会

12：00 ～

ダンス！ダンス！ＤＡＮＣＥ！！

12：50 ～

太鼓演奏＆獅子舞い

13：20 ～

少年少女合唱

13：45 ～

ヒーローステージショー

14：20 ～

よさこいソーラン

14：45 ～

お掃除タイム

14：50 ～

大抽選会

15：30　　終了予定 ※大抽選会の抽選券の配布（12：30 ～）はなくなり次第終了。
※プログラム、内容、および時間は変更となる場合がございます。
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【問合せ】
羽曳野市価格高騰重点支援給付金コールセンター
☎ 072-947-4140（平日 9:00 ～ 17:00）【A】電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金

【給付額】　1世帯あたり7 万円
【対象者】　世帯全員の令和5 年度分の住民税均等割が非課税である世帯
【受付終了】　令和6 年4 月30 日㈫をもって受付終了

【B】重点支援給付金（住民税均等割のみ課税世帯）

【給付額】　1世帯あたり10 万円
【対象者】　令和5 年度分の住民税均等割のみが課されている者のみから構成される世帯　又は
住民税均等割のみが課されている者と住民税均等割が課されていない者のみで構成される世帯
※住民税均等割が課税されている者の扶養親族等のみで構成される世帯等は対象外です。
※住民税均等割のみ課されている者とは、住民税のうち均等割（羽曳野市の場合、年額5,300 円）のみ課税されている方です。

【申請方法】　送付された確認書を返送あるいは確認書に同封の二次元コードからオンライン申請（マイナンバーカード必須）
【申請期限】　令和6 年６月10 日㈪必着

低所得者への支援対策について（給付金）

【C】重点支援給付金（こども加算）

【給付額】　こども1 人あたり5 万円
【対象者】　【A】または【B】の給付金を受給した世帯で18 歳以下の児童を扶養している世帯　
※平成17 年4 月2 日以降に生まれた児童・令和6 年５月31日までに出生した児童も対象となります。

【申請方法】 　【A】または【B】の給付金の支給後、支給翌月末を目途に通知を送付（プッシュ方式・原則申請不要※）
【申請期限】　 【A】の給付金（7 万円）受給世帯…令和6 年６月28 日㈮必着
　　　　　 　【B】の給付金（10 万円）受給世帯…令和6 年7 月31 日㈬必着
※別世帯の18 歳以下である児童を扶養している、又は基準日以降、羽曳野市から転出し令和6 年5 月31日までに児童を出生され
た世帯の方は申請が必要になります。

ABC いずれの給付金も、
基準日（令和５年１２月１日）時点で
羽曳野市に住民登録がある世帯が対象です。
※ABC の給付金は、所得税などの課税および
差押の対象となりません。

 本市の認可保育園・認定こども園・市立学校園の給食では、食材の購入にかかる経費を、給食費として保護者の
皆様に負担していただいております。
 昨今の物価高騰により、給食で使用する食材の価格にも影響がみられます。
 令和６年度においては、保護者の負担を増やすことなく、質や量を保った給食を提供するため、市独自施策とし
て食材費高騰分に対する公費支援を行うことといたしましたので、お知らせします。
　引き続き、安全安心で栄養バランスのとれたおいしい給食の提供に取り組んでまいりますので、保護者の皆様の
ご理解ご協力をよろしくお願いします。

〇期間：令和６年４月分から令和７年３月分まで

給食費（保護者負担）
認可保育園・認定こども園

２５０円
小学校・義務教育学校前期

低学年２５０円
高学年２６０円

中学校・義務教育学校後期
３００円（選択制）

給食費（保護者負担）
認可保育園・認定こども園

２５０円
小学校・義務教育学校前期

低学年２５０円
高学年２６０円

中学校・義務教育学校後期
３００円（選択制）

↓給食に関するお問い合わせ↓
認可保育園・認定こども園：こども保育課

市立小学校・義務教育学校（前期）：給食センター / 市立中学校・義務教育学校（後期）：食育・給食課

公費負担
食材費高騰分令和 5 年度（1 食あたり）

令和 6 年度（1 食あたり）

保
護
者
負
担

公費負担

令和６年度認可保育園・認定こども園・市立学校園における令和６年度認可保育園・認定こども園・市立学校園における
市独自の給食費支援について市独自の給食費支援について

〇公費負担（1 食あたり）のイメージ
※保護者負担額（給食費）は変わり
　ません。

申請期限にご注意ください
①郵送申請の場合、配送に日数を要するため、申請期限内
　に届かない場合があります。
②オンライン申請の場合、事前に公金受取口座の登録が必
　要です。登録手続きに時間を要する可能性があります。
①②ともに、余裕をもってお手続きください。
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　昨年度大盛況だった「英語のシャワーをあびる日」にあなたも参加しませんか？　羽曳野市のネイティブの先
生６人が、楽しいゲームやアクティビティ、英語を使いながらの埴輪づくりなど楽しい３時間を用意しています。
英語がにがてな人も、使ってみる、しゃべってみるチャンスです。市立学校の 5・6年生は誰でも無料で参加で
きますので、どちらかの日を選んで申込書でお申し込みください。なお、今年度の会場は埴生南小学校です。昨
年度同様、バスでの送迎もいたします（詳しくは申込書をご覧ください）。

【開催日】
7月 23日㈫ ,24 日㈬
【受付場所】
後日公開の申込書の２次元コードを読み取っていただき、申し込みフォームよりお申込みください。
※希望者多数の場合は抽選になることがあります。　　　　　　　　　　＜問合せ＞学校教育課　☎947-3908

【受付期間】
5月 13日㈪～ 6月 7日㈮（土日は除く）

羽曳野市長選挙・羽曳野市議会議員補欠選挙の立候補予定者説明会羽曳野市長選挙・羽曳野市議会議員補欠選挙の立候補予定者説明会
　7月7 日（日）執行の羽曳野市長選挙及び羽曳野市議会議員補欠選挙の立候補予定者を対象とした説明会を開催します。当日は、立候補の

届出に関する説明や書類の配布を行いますので、立候補予定者または代理の人は必ずご参加ください。

【日時】5/23 ㈭13:30 ～　【場所】市役所別館 2 階研修室

※説明会は、市長選挙及び市議会議員補欠選挙について合同で開催します。

　なお、出席は立候補予定者１人につき２人以内に限ります。

問合せ：選挙管理委員会事務局 ( 内線 4610・4620)

英語ドリーム・フェスティバル参加者募集英語ドリーム・フェスティバル参加者募集

 エネルギー価格の高騰により影響を受ける市内の中
小企業等に、影響の緩和を図り、事業の継続を支援す
ることを目的として、羽曳野市中小企業等エネルギー
価格高騰支援金事業を実施します。

【申請期間】
令和 6年 5月 1日から令和 6年 6月 30日まで

【支援金の区分】
2万円から 12万円までの 5区分
事業の概要や申請方法等の詳細については、市ウェブ
サイトをご確認ください。

羽曳野市中小企業等 エネルギー価格高騰支援金事業
コールセンター　☎ 0120-319-005

羽曳野市中小企業等羽曳野市中小企業等
エネルギー価格高騰支援エネルギー価格高騰支援金金事業事業

【募集人数】２人（任期：令和６年６月１日から２年間）
【職務内容】本市の男女共同参画推進等に関する事項
についての調査、審議（年１回程度、１回２時間）に
出席し、市民の立場から意見・提言を行う。

【応募期限】令和６年５月 10日（金）17：30まで（郵
送の場合は当日消印有効）

【選考方法】申込書、課題論文の審査により総合的に
判断し、決定します。
課題論文は、「意欲度・理解度・具体性・論理性」の４
点について審査します。
詳細は羽曳野市ウェブサイトに掲載します。

羽曳野市人権推進課　☎ 947-3606（直通）

羽曳野市男女共同参画羽曳野市男女共同参画
推進審議会委員を募集推進審議会委員を募集
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百歳花束の贈呈
3月 19日、26日、27日に、山入端市長が市内在住の百歳を迎えられた方を訪問し、ご長寿をお祝いして花束を贈
呈しました。これからもお元気で健康な日々をお過ごしになりますようお祈りいたします。
※訪問に際しては、手指消毒や感染防止対策を徹底しています。

武田 貞子様 長谷川 安枝様 朝田　花榮様

・・・TOPICS街かどから・・・

近藤 スミ子様 福井 ミツヱ様 坂上 俊子様

◆ミニバスケット　近畿大阪　リーグ優勝
　ミニバスケットチーム T-SMILE に所属する小学校 6 年生の杉本 樹咲
さんが、昨年 12 月の「だいしんスマイルカップ第 53 回大阪ミニバス
ケットボール中央大会」3 位に引き続き、「第 48 回近畿ミニバスケット
ボール交歓大会」においてリーグ優勝を果たされ、その報告に訪問して
くださいました。今年度
は、キャプテンとしてチー
ムを引っ張り、中心とし
て活躍されました。今後
の益々のご活躍を期待し
ております。

◆令和５年度羽曳野市小学校・中学校学校給食献立コンテスト結果
　３月 27 日、学校給食献立コンテスト受賞者の小学生、中学生のみなさんが
市役所を訪問してくださいまし
た。市教育委員会では、市立
小・中・義務教育学校に通
う児童生徒を対象に各校を通
じて募集を行い、小 443 点、
中 551 点の応募がありまし
た。受賞者 6 名の献立は今秋
の学校給食に採用されます。

氏名（敬称略） 学校名

市長賞
松田 莉愛 高鷲北小学校

湧田 姫來稟 高鷲南中学校

教育長賞
坂田 歩乃花 白鳥小学校

竿尾 優成 峰塚中学校

審査員特別
賞

鶴野 はるひ 高鷲北小学校

保田谷 さくら 峰塚中学校

◆羽曳野警察署と犯罪被害者等支援の連携協力に関する
　協定を締結
　４月１日㈪、犯罪被害者やその家族または遺族（犯罪被害者等）へ
の支援を推進するため、羽曳野警察署と「犯罪被害者等支援の連携協
力に関する協定」を締結しました。
　このたびの協定締結に
より、犯罪被害者等の支
援に関して、相互に連携
協力しながら被害の軽減
と早期回復に向けた支援
に取り組みます。
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四天王寺大学×羽曳野市コラボYouTube四天王寺大学×羽曳野市コラボYouTube

　四天王寺大学と羽曳野市がタッグを組み、羽曳野市の魅
力紹介動画を作成し配信することになりました。
　四天王寺大学学生広報スタッフが羽曳野市の食材や施設、
イベントなどに取材に行き、動画を作成し、羽曳野市の魅力
を YouTube で配信を行っていきます。
　今回、初コラボとして魅力づくり推進課が作成した「はび
きのコロッケＭａｐ」を使い、学生たちがシェアサイクルでお
店を訪問し、羽曳野コロッケの一部店舗を紹介させていただ
いています。
　今後も羽曳野市のさまざまな魅力を学生スタッフと配信
してまいりますので、ぜひご覧ください。

羽曳野市 YouTube四天王寺大学 YouTube

備えよう!!
～明日くるかもしれない災害に～

　ハザードマップとは、自分の住んでいる地域や勤務先周辺で
台風、大雨などによる水害等が起こったときに、どこにどのよ
うな危険があるか、また、災害が起こった場合はどこに避難し
たら良いのかという情報を地図上にまとめたものです。
 例年近畿地方では、６月上旬ごろ梅雨入りし、７月中旬ごろ
梅雨明けが発表されます。梅雨のイメージといえば、「しとしと
と長く降り続く雨」なのですが、近年は、災害が発生するレベ
ルの激しい雨が長い時間降ることも珍しくありません。大雨の
回数は全国的に増加傾向にあります。また、長雨や大雨により
地盤が緩みがけ崩れや土石流、地すべりといった土砂災害を引
き起こす可能性もあります。このような大雨などによる水害や
土砂災害から身を守るために、今一度『羽曳野市防災ハザード
マップ』をご確認されて、災害に対する備えを行っていただき
ますようお願いします。

★地域の皆様による防災活動に対し補助する『羽曳野市自主
防災組織活動補助金』制度を行っております。地域における
防災活動の充実やこれからの地域防災を考えるきっかけづくり
にお役立てください。

※補助金制度の詳細は市ウェブサイトに掲載しています。

【ハザードマップの確認を】

Vol.20

問合せ：危機管理課（内線 2720）

軽里
BOSAI
フェス

主催：軽里町会　　協力：羽曳野市 /阪急コンストラクション・マネジメント株式会社 /関西大学環境都市工学部都市設計研究室

問合せ：関西大学都市設計研究室
［mail］ urban.design.lab.104@gmail.com

【とき】2024 年 5 月 19 日（日）
　　　  11:30 ～ 16:00

【会場】旧浅野家住宅（羽曳野市軽里 3-6-5）

《ご注意ください》

●ご来場の際は、徒歩または公共交通機関をご利用ください。
●雨天延期

●会場に、車・バイク・自転車の駐車・駐輪スペースはありません。
　付近の有料パーキング等をご利用ください。

①防災体験イベント
消防服を着て消防車と写真撮影や煙霧体験ができる！

ほかほかの豚汁とたませんの屋台！

ステージで披露されるパフォーマンスを楽しもう！

広場にみんな集まって、チキンにビールをグイっと！

石ころアートを体験しよう！（各回10人程度）

旧浅野家住宅に関するワークショップも開催。
パネル紹介などを行います。皆様のご意見をお聞かせください。

②炊き出しイベント

③ステージイベント

④出店イベント

⑤お絵描きイベント

5 19
日曜日
/
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◆介護予防できらきらシニア　～熟年元気教室参加者募集～
  テーマは「災害時の食事」です。災害時に備える方法を学びましょう。
また、不足しやすい栄養素についてお伝えします。 
とき 6 月13 日㈭13:30 ～14:30 頃
場所 羽曳野市役所　別館 2 階 研修室1～3
対象 65 歳以上の市民の方 費用 無料
申込 窓口または電話（5月 31日㈮まで）

持物 筆記用具・飲み物・眼鏡 ( 必要な方のみ )

定員 15人程度（応募多数の場合は抽選）
※状況により、中止になる可能性あり。

 ※体温 37.5 度以上の方、風邪症状のある方は参加できません。

地域包括支援課からのお知らせ ☎072-947-3822（直通）

◆羽曳野市介護予防リーダー養成講座　
　 いつまでも健康に暮らしていくための運動技術や介護予防知識を学び、

自主グループの教室をサポートしてみませんか。介護予防に興味がある方、
人と関わることが好きな方、ぜひ受講してみてください。

場所 とき 定員 講師 申込・問合せ・申込締切
高年生きがいサロン３号館

( 古市1541-1)
6 月 3 日～7月 8 日毎週㈪
　全６回　13:30 ～15:00 5人程度 ミズノスポーツサービス㈱

健康運動指導士　平田　律子氏

☎ 072-959-0220
令和 6 年 5月 29 日

高年生きがいサロン６号館
( 羽曳が丘 3-1-13)

6 月 4 日～7月 9 日毎週㈫
　全６回　13:30 ～15:00 5人程度 ☎ 072-959-0580

令和 6 年 5月 30 日

【対象】・40 歳以上 75 歳以下の市民の方　
　　　・医師の運動制限を受けていない方
　　　・講座を全日程受講可能な方
　　　・介護予防教室に理解があり、リーダーとして
　　　　意欲があって実践できる方

◆認知症フレンドリー講座
 　認知症のご本人へのインタビューや、認知症 VR（バーチャルリアリテ
ィー）のテクノロジーなどを使って、その思いや考えを知り、本人が見え
ている世界を疑似体験できる講座です。認知症にくわしくない人でも、「自
分事」として実感できるプログラムですので、この機会に認知症の人とと
もに生きる「共生社会」とは何かを一緒に考えてみませんか。

とき 5月 24 日㈮13:30 ～15:30 頃
場所 羽曳野市役所　別館 3 階　会議室
費用 無料 定員 先着10 人
申込 窓口または電話　(5月17 日㈮まで )

持物 筆記用具

講師 朝日新聞メディア事業本部プロデューサー 坂田 一裕氏

【費用：無料】

※受講者数の状況により、希望場所から変更いただく可能性があります。

◆高齢者向けスマホ教室　　　【対象】市内在住の 65 歳以上　【参加費】無料　※申込は電話のみ　
　   お持ちのスマホで、カメラやインターネット等の基本操作を学べる講座です。スマホの楽しさや「思ったより簡単」を実感いただけます。

場所 とき 定員 講師 持ち物 受付開始 申込先
高年生きがいサロン5 号館

( 野 640-1)
5月14 日㈫　
13:30 ～15:00 先着15人 docomoショップ

羽曳野店より派遣
筆記用具

本人確認書類 5月1日㈬ 9:00 ～ ☎ 072-931-6010

高年生きがいサロン3 号館
( 古市1541-1)

6 月 3 日㈪
13:00 ～15:00 先着12 人 au ショップ

羽曳野伊賀店より派遣 筆記用具 5月13 日㈪ 9:00 ～ ☎ 072-959-0220

※会場の駐車場には限りがありますので、徒歩、自転車、バイク等でお越しください。※教室の中では、スマホの営業や販売は行いません。
※ 5 月実施の教室は、docomo の会員登録が必要となります。ご登録いただいた個人情報は、適切な管理の上、目的以外の使用は一切いたしません。

　

スケボーパークはびきのスケボーパークはびきの

詳細はこちら

初心者向け！

４月１日からオープンしています！
広々とした空間で思う存分滑れます。
初心者用の手すりなども設けていますので
初めての方でも安心です。

この施設の建設には宝くじ
の収益金の一部が使われて
います。

※駐車場はスケボーパーク南側にある駐車場をご利用ください。
　近隣施設への迷惑駐車は絶対にしないでください。
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受講生募集
2024 年 7月‐9月

7月期

【対　象】　65 歳以上の羽曳野市民（令和 6 年7月1日時点）
　　　　　　※ただし、医師から運動制限を受けている方、ご自身で来所できない方を除く。※新規利用者を優先します。

【申　込】　5月7日㈫～17日㈮（平日 9:15 ～ 17:00 休館日 : 土日祝）　1 人 1 講座（ 第 3 希望まで記入可）
　　　　　文化プログラムは①～⑱と併用可　LIC ウェルネスゾーンに来館申込　代理申請可（ 三親等の親族まで）

【当選発表】　6月3日㈪～6月7日㈮　LIC ウェルネスゾーン入口横・市ウェブサイトに掲載。

■定員：各15人（参加無料）

LICウェルネスゾーン

月 火 水 木 金

午前

⑨ ② ⑱ ⑪ ⑧

① ⑭ ④ ⑥ ⑩

午後

⑰ ㉑ ⑤ ⑦ ⑲
⑳

⑮ ③ ⑫ ⑬ ⑯

LICウェルネスゾーンまちの保健室　トレーナーへの運動相談、看護師への健康相談、管理栄養士への栄養相談ができます。講座も開催しています。
　【対象】市内在住の65歳以上の方【参加費】無料【時間】13:30～15:00【場所】 LICウェルネスゾーン（ 軽里1-1-1LICはびきの内）　

【予約・申込】　LIC ウェルネスゾーン　☎ 072-958-0711 ／  【事業に関する問合せ】地域包括支援課　☎ 072-947-3825

健康づくり・介護予防のため、ミズノが開発したプログラムが体験できます
－ LIC Wellness Zone －

LIC ウェルネスゾーン

①ラララサーキット　　筋力トレーニングと有酸素運動を交互に行います。
【３カ月通常コース】　　①㈪ 11:00 ～ 12:30
②～⑧ラララサーキット【６カ月コース】
運動内容は①と同じですが、こちらは教室参加前後に採血を伴う検査を行い、認知症の前段階である
MCI( 軽度認知障害 ) のリスクを評価します。MCI の段階で適切な予防や治療を行えば、認知症の発
症を防いだり遅らせたりできます。
この機会に身体の状態を把握し、生活習慣の見直しや改善に活用してみませんか。
② ㈫ 9:15 ～ 10:45　< 対象 ( 以下のすべてを満たす方 ) >
③ ㈫ 15:15 ～ 16:45　● 6ヶ月間 (7 月～ 12 月 ) の教室に継続して参加できる方
④ ㈬ 11:00 ～ 12:30　●記憶力や注意力の低下等がみられる方
⑤ ㈬ 13:30 ～ 15:00　●下記の市役所等で行う検査等にすべて参加できる方
⑥ ㈭ 11:00 ～ 12:30　［1］ 令和 6 年 6 月 1 2 日⑴ 1 0 : 0 0 ～ または⑵ 1 3 : 3 0 ～
⑦ ㈭ 13:30 ～ 15:00［2］ 令和 7 年 1 月 3 0 日⑴ 10:30 ～ または⑵ 13 :30 ～
⑧ ㈮ 9:15 ～ 10:45　　［3］令和 7 年 2 月 21 日　時間未定

⑨⑩ラララフィット（ロコモ予防 )
 日常動作に必要な筋肉を鍛え、いつまで も自
 分の足で歩き続けられる体づくりを 目指します。
 ⑨㈪　  9:15 ～ 10:45
 ⑩㈮　11:00 ～ 12:30

⑪膝痛・腰痛改善クラス
 膝痛や腰痛の予防・改善に必要な筋力ト レーニ
 ングを行います。  ［月 1 回 : 理学療法士による
 痛みや可動 域の評価］
 ⑪㈭　  9:15 ～ 10:45

⑪膝痛・腰痛改善クラス
 膝痛や腰痛の予防・改善に必要な筋力ト レーニ
 ングを行います。  ［月 1 回 : 理学療法士による
 痛みや可動 域の評価］
 ⑪㈭　  9:15 ～ 10:45

⑫リズム運動［NEW］
 リズムにのって有酸素運動を行い、筋力 トレー
 ニングも行います。皆で楽しく体を動かしませんか？
 ⑫㈬　15:15 ～ 16:45

⑬骨盤底筋トレーニングクラス
 ミズノオリジナルツールを使用し、年齢と共に低下
 しやすい骨盤底筋にアプローチします。
 ⑬㈭　15:15 ～ 16:45

⑭転倒予防クラス
 足底のバランス向上や筋力トレーニングを行い
 転ばない体力づくりを目指します。［月 1 回 : 理
 学療法士による下肢筋力の測定］
 ⑭㈫　 11:00 ～ 12:30

⑮ノビ伸体操
 骨格体操とヨガのポーズを組み合わせることで、
 関節の動きをスムーズにし、ストレッチ効果を
 引き出します。
 ⑮㈪　15:30 ～ 16:30

⑯ Let's 筋力トレーニング
 チューブを利用し、体幹や脚力などを強化する
 筋力トレーニングを行います。
 ⑯㈮　15:15 ～ 16:15

⑰ (1)(2) サーキットトレーニング
 DVD によるマシンと有酸素運動を組み合わせ
 たトレーニング。【1コマ 45 分　サーキット2 セット】
 ⑰㈪⑴ 13:30 ～ 14:15　
　　 ⑵ 14:30 ～ 15:15

⑱脳活性プログラム
 椅子に座って行うリズム体操プログラム。体も
 脳も活性化させ認知機能向上を目指します。
 【1 クール 1 回：歯科衛生士による講話】
 ⑱㈬　　9:15 ～ 10:45

⑲やさしいクラフト教室【文化プログラム】
 折り紙・紙テープ・廃材などを利用して、製作します。
 【とき】 7 月 5 日・19 日、８月 2 日・16 日、
 　　　 9 月 6 日・20 日　13:30 ～ 15:00
 【持物】 はさみ・のり　【講師】 瀧田幸子

⑳おもしろ算数教室【文化プログラム】
 算数マジックや謎解きに挑戦し、楽しみながら　認知症予防
や脳の活性化をはかります。

【とき】 7 月 12 日・26 日、8 月 9 日・23 日、 9 月 13 日・
27 日　13:30 ～ 15:00

【講師】 SA ネット大阪おもしろ算数教室事業部長 二葉登代子

㉑ LIC まちの保健室
 詳しくは二次元コード
 ㉑㈫　13:30 ～ 15:00

内容 講師 日程 定員 申込方法

個別相談

トレーナー 6月4日、7月2日・30日、9月3日
毎週
6人

来館または電話
☎ 072-958-0711

直接来館も可(予約者優先)
看護師 5月28日、6月11日・25日、7月9日・23日、8月27日、9月10日・24日

管理栄養士 6月18日、7月16日、9月17日

講座

トレーナー 8月6日 テ
ー
マ
・
内
容

「チューブを使って楽しく筋トレ」
チューブを使用して上肢・下肢の筋力向上を行う

各15人
来館のみ
7月16日㈫
9:00から受付

看護師 8月13日 「あなたには救える命があります」
AEDの使用方法

管理栄養士 8月20日 「体内リズムを整えて、代謝をよくする食事のコツ」
元気を保つための朝と夜の食材選びと食べ方について
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●特定健康診査 ( 特定健診 )：メタボリックシンドローム ( 内臓脂肪型肥満 ) に着目した内容の健診
●後期高齢者医療健康診査 ( 健康診査 )：生活習慣病に加え、加齢に伴う心身の衰え ( フレイル ) などをチェックする健診
〇羽曳野市民健診：特定健診などに追加して血液検査項目などを充実させた健診。特定健診 ( 健康診査 ) などと同時実施となります。
　羽曳野市民健診のみの受診はできません。

＜受診方法＞
被保険者証 ( またはマイナ保険証等 )
と特定健診等受診券をご持参のうえ、
実施医療機関にて受診ください。 
　※社会保険の方は、ご加入の保険
者にお問合せ下さい。

( ※ 1) 社会保険の方の自己負担は「特定健診受診券」またはご加入の保険者にご確認ください。
( ※ 2) 社会保険の特定健診は血清クレアチニン・e-GFR・尿酸が基本項目に含まれていませんが、羽曳野市民健診で受診可能です。

特定健診・羽曳野市民健診実施医療機関一覧は右のページをご覧ください。( 事前に医療機関へご連絡のうえ、受診してください）

♦♦その他検査♦♦
大腸がん個別検診・肝炎ウイルス検査は特定健診等と同時に無料で受けることができます。（羽曳野市内の指定医療機関のみ同時実施可能）
※肝炎ウイルス検査は 40 歳以上で今までに受けたことのない方が対象です。

＜問合せ＞　特定健診：保険年金課 ( ☎ 947-3605)　市民健診・その他検査：健康増進課 ( ☎ 947-3660)

　プレ特定健診のご案内
　４月下旬から以下の方にプレ特定健診受診券ハガキを順次発送しています。生活習慣病の予防のため、年度に１回無料で受診できます。

【対象者】今年度中に 20 歳から 39 歳になられる羽曳野市国民健康保険加入者
【受診開始日】５月７日㈫
【受診時の持ち物】被保険者証（またはマイナ保険証等）とプレ特定健診受診券ハガキ
【実施医療機関】受診券ハガキの裏面をご確認ください。
※ 30 歳から 39 歳の方は、プレ特定健診か人間ドックのどちらか１つの受診となります。

　40 歳から 74 歳で羽曳野市国民健康保険にご加入の方へ
特定健康診査受診券 ( レモン色 ) を順次発送しています。

【自己負担金】なし　【受診開始日】5 月 7 日㈫
※受診の際は、被保険者証（またはマイナ保険証等）と受診券の両方を必ずご持参ください。
　　【問合せ】 保険年金課 保健事業担当　☎ 072-947-3605

まちの保健室 « 高年生きがいサロンで毎月実施 »
【対象】おおむね 65 歳以上の市民の方　【費用】無料　【申込】前日までに各サロンへ申込。受付は前月 1 日より開始しています。
※のある日は講話終了後に希望があれば地域包括支援センターの職員が介護相談をお受けします。
●保健師・管理栄養士による個別相談　先着 5 人 (1 枠 30 分程度 )

場所 日時
2 号館 5 月 9 日㈭ 13:00 ～ 15:30 6 月 3 日㈪ 13:00 ～ 15:30
3 号館 5 月 14 日㈫ 13:00 ～ 15:30 6 月 6 日㈭ 13:00 ～ 15:30
5 号館 5 月 20 日㈪ 13:00 ～ 15:30 6 月 18 日㈫ 13:00 ～ 15:30
6 号館 5 月 23 日㈭ 13:００～ 15:30 6 月 24 日㈪ 13:00 ～ 15:30

●理学療法士による個別相談　(1 枠 30 分程度 )  ※
場所 日時 人数

3 号館 5 月 30 日㈭ 14:00 ～ 16:00 先着 8 人
5 号館 6 月 25 日㈫ 10:00 ～ 12:00 先着 4 人

内容
病院受診のタイミング、痛みと運動の関係、介護の方法など個別相談を
お受けします。

●認知症の講義と個別相談 ※
場所 日時 人数

6 号館 5 月 24 日㈮ 10:00 ～ 12:00( 同時開催 ) ①先着 15 人
②先着 2 人

2 号館 6 月 28 日㈮ 13:30 ～ 15:30( 同時開催 ) ①先着 15 人
②先着 2 人

内容
①講義内容：認知症の方とのコミュニケーションについて
②認知症地域支援推進員による個別相談会。

　5 月 7 日㈫から健診が始まります！

場所 住所 TEL
高年生きがいサロン 2 号館 恵我之荘 5-1-3 931-2255
高年生きがいサロン 3 号館 古市 1541-1 959-0220
高年生きがいサロン 5 号館 野 640-1 931-6010
高年生きがいサロン 6 号館 羽曳が丘 3-1-13 959-0580

＜問合せ＞　保険年金課 保健事業担当
　　　　　　☎ 947-3605
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人間ドックのご案内
生活習慣病の予防・早期発見・治療のため、羽曳野市国民健康保険被保険者の満 30 歳以上の方に年度内 1 回人間ド
ックの費用助成を行っています。

【対象者】次の①～④の条件をすべて満たしている方
①羽曳野市国民健康保険被保険者証の交付を受けて 3 カ月以上経過し、
　かつ受診日に６カ月以上経過し、受診当日も資格を有する方。
②受診時、満 30 歳以上 75 歳未満で内臓疾患の治療を受けていない方。
　（内臓疾患で定期通院している方は、主治医に一度ご相談ください。）
③国民健康保険料の滞納がない方。
④年度内に特定健診（プレ特定健診）を受診されていない方。

＜人間ドック申請から予約までの流れ＞
①助成の申請 ( ※受診後の申請はできません )
以下のいずれかの方法で申請してください。
●オンライン申請
●羽曳野市保険年金課窓口 ( 支所では受付不可 )
※窓口での申請の際は、羽曳野市国民健康保険被保険者証 ( または本人確認がで
きるもの ) が必要。
●郵送 ( 申請書は本市ウェブサイトに掲載 )
②人間ドック助成決定通知書の発行
　申請から約 2 週間でお手元に届きます。

③ご自身で人間ドックを予約
　決定通知書がお手元に届きましたら、右記の実施医療機関にてご予約。

④人間ドック受診
　当日は、以下をご持参のうえ受診してください。不足の書類などがあると受診
　できません。
　・羽曳野市国民健康保険被保険者証 ( またはマイナ保険証など )
　・特定健診受診券 ( 年度末年齢 40 歳以上の方のみ )
　・人間ドック助成決定通知書
　・医療機関から指定された書類など ( 問診票、検査キットなど )

＜実施医療機関一覧＞
【羽曳野市】城山病院、天仁病院、藤本病院
【藤井寺市】青山病院
【富田林市】PL 病院、大阪府済生会富田林病院
【松原市】松原徳洲会病院、阪南中央病院、オ
ノクリニック

【柏原市】市立柏原病院
【堺市】ベルクリニック、鳳総合健診センター
【吹田市】みどり健康管理センター
【大阪市】多根クリニック、聖授会総合健診セ
ンター、聖授会 OCAT 予防医療センター、大
野クリニック、大阪公立大学医学部附属病院
MedCity21

【八尾市】医真会八尾総合病院

＜問合せ＞　保険年金課　保健事業担当（内線 1761）

医  療  機  関  名 電 話 番 号 大腸がん
個別検診

江口クリニック 950-5580 ○
江藤クリニック 956-8881 ○

おとのクリニック 931-2001 ○
加藤医院 953-5901 ○
亀山医院 957-5330

かわばた医院 950-3700 ○
貴志クリニック 958-9062 ○

北川内科クリニック 938-6528
きのうクリニック 958-3388 ○
きのした整形外科 950-0787

倉岡医院 954-3294 ○
コープ診療所 938-6226 ○

坂本医院 956-0207 ○
坂本クリニック 958-7270 ○

しまだクリニック 954-3301 ○
しもと医院 955-1661 ○
城山病院 958-1000
高村病院 939-0099 ○

たてやまクリニック 955-3005 ○

医  療  機  関  名 電 話 番 号 大腸がん
個別検診

調子医院 952-3150 〇
土屋医院 957-1001 ○
天仁病院 939-8561

なわクリニック 958-2014 ○
ぬかた内科クリニック 958-2222 ○

埴生診療所 953-0885 ○
はやま内科クリニック 958-1192 ○

ひきまクリニック 950-4880 ○
ひらたクリニック 950-0801 ○

福岡医院 956-3027 ○
ふじもと医院 931-5611 ○

藤本病院 958-5566 ○
ぶどうの家診療所 950-0155 ○

ふるやまクリニック 955-0188 ○
ますだ整形外科クリニック 957-6815 ○

森クリニック 930-2755 ○
ヤスダクリニック 931-7777 ○
山田クリニック 953-0121 〇

山本内科クリニック 958-1567 ○

医  療  機  関  名 電 話 番 号

青山病院 953-1211
青山藤ヶ丘病院 931-1100

池田医院 955-0720
うえた内科医院 936-0088

内本外科内科診療所 955-2111
おおかわ整形外科クリニック ( ※ ) 945-2345

数尾診療所 955-4768
可児医院 955-1847

きしだ内科 955-8220
北村外科内科クリニック 938-1700

久保医院 955-1220
黒川クリニック 931-0800

くろだ内科クリニック 936-8810
佐井胃腸科肛門科 937-2029
しかたクリニック 937-2759

白江医院 955-0545
白川医院 955-0703

そごうクリニック 931-0005
竹口クリニック 930-5600

辰巳医院 939-8081

医  療  機  関  名 電 話 番 号

ときよしクリニック 952-8607
鳥居医院 955-0268

永井医院（※） 955-4993
長崎医院 955-7070

中本内科クリニック 952-5181
ナワタクリニック 953-0666

なんぽう腎・泌尿器科クリニック 936-3311
西村クリニック 952-8460

はまぐち内科クリニック 931-2727
平松産婦人科クリニック 955-8881
ふくはら整形外科内科医院 952-8834

藤田内科医院 954-7707
船内クリニック 955-0678

松田医院 939-4307
松田クリニック 931-5551
みつおか医院 955-1206

元村医院 955-0240
森川医院 939-5888

やまどり医院 954-8168

特定健診・羽曳野市民健診実施医療機関 ・○がある医療機関は大腸がん個別検診を同時実施できます。（羽曳野市内医療機関のみ）
・（※）は羽曳野市民健診を実施していません。（特定健診のみ受診可能）

＜羽曳野市の医療機関＞市外局番 072 ＜藤井寺市の医療機関＞市外局番 072

♦♦対象となる 40 歳以上の方へ♦♦
・同一年度内に受診できるのは、特定健診か
人間ドックのどちらか一方です。
・人間ドックは特定健診の検査項目を含むた
め、すでに特定健診を受診された方は人間ド
ックを受けられません。

【検査項目】
●基本検査　人間ドック

（身体測定・診察・肺活量・尿検査・便検査・
血液検査・心電図・腹部超音波検査・レント
ゲン検査・聴力検査・眼科検査等）
●オプション検査　※オプション検査のみの
実施はできません。
・脳ドック (MRI・MRA)
・レディースドック ( 乳がん・子宮がん )

↑オンライン申請
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市役所保険年金課　☎ 072-958-1111  内線1720  
天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531  ＦＡＸ 06-6772-3338

笑うことの勧め笑うことの勧め

皆様　最近心の底から大笑いをしたことがありま
すか？笑うことはとても体に良いことです。笑うことで
人間の体の中に良い効果が出てきます。幸せホルモン
と呼ばれるセロトニンなどの脳内ホルモンが分泌
され、免疫の大敵であるストレスも軽減して免疫力
アップにもつながります。体に悪影響を及ぼす物質を
攻撃してくれるリンパ球の一種のナチュラルキラー
細胞（NK 細胞）の働きが活発になります。NK 細胞
は全身を巡回し、ウイルスなどの病原菌を見つける
と攻撃を行う免疫細胞です。また、笑うことによって
リラックス状態が作られ、脳の血流がよくなって
記憶力アップや認知症への予防が期待できます。気
持ちが前向きになり、新しいことに挑戦する気力が
湧いてきます。何より怒った顔をしているより、笑って
いる顔のほうが人に好かれます。笑うことによって
自分も幸せな気分になり、周りの人も幸せな雰囲気に
なります。日々、笑いの絶えない生活をしてみては
どうでしょうか？

ますだ整形外科クリニック　増田 博

老齢基礎年金は受給資格期間が
10年以上あれば受給できます！

◆老齢基礎年金の受給資格期間について
老齢基礎年金を受け取るためには、保険料納付済
期間（厚生年金保険や共済組合等の加入期間を
含む）と保険料免除期間などを合算した資格期間
が10年以上必要です。
国民年金保険料を納付した期間や免除を受けた
期間のほか、サラリーマンや公務員として厚生
年金保険料や共済組合等に加入した期間や、専業
主婦（主夫）として国民年金に加入していた期間
についても、老齢基礎年金の計算に含まれます。

◆老齢基礎年金の受給には請求手続きが必要です！
老齢基礎年金を受け取るためには、年金の請求
手続きが必要です。受給権が発生する年の誕生
月の約 3 か月前に、日本年金機構または共済
組合等から「年金請求書」が届きます。
□加入期間が国民年金（第１号被保険者）のみの方：

市役所 保険年金課 年金担当 または 年金事務所
□上記以外の加入期間がある方：年金事務所

予約専用ダイヤル：☎ 0570-05-4890
ねんきんダイヤル（電話相談）：☎ 0570-05-1165

国民年金基金のご案内

疳虫症状が昂じると、「すぐ不機嫌になる」、「かみつく」、
「引っかく」、「奇声を発する」、「夜驚症」、「不眠」、「夜泣き」、
「食欲不振」、「手足をバタツカセてよく泣く」、「チック」
などを引き起こしますが、これは小児が神経過敏に
なっている状態で、一種の小児神経症といえます。これ
らは、自律神経系の不安定による過敏性反応と考えら
れるので、この過敏性を基盤として発症すると思われる

「咳」、「下痢や便秘」、「夜尿症」なども年令や現れる症状、
心身の発育状況により異なりますが、疳虫との相関性が
あるようです。

疳虫症状はストレスが溜まると発症しやすいですが、
「顔色が青白く」、「目つきが鋭くなり」、「目尻や眉間に
青筋が現れる」などの前兆が見られるので、その時点で
小児鍼を開始すると、発症を未然に防ぐことが可能である
といえます。

小児鍼・健康はり体験会
「刺さないハリ」で心地よく健康に
日時：5月23 日㈭ 13:30 ～15:00
場所：保健センター2 階予防接種ホール
対象：乳幼児・成人　　  申込：当日会場にて
問合せ：はびきの鍼灸マッサージ師協会

（はびきの鍼灸マッサージ師協会）　☎ 072-958-5764

国民年金基金は、自営業者やフリーランスなど国民年金の第１号被
保険者の方々が安心して老後を過ごせるように、老齢基礎年金（国民
年金）にゆとりをプラスする公的な年金制度です。

60 歳以上 65 歳未満の方や海外居住されている方で、国民年金に
任意加入されている方もご加入いただけます。
お問合せ先：全国国民年金基金　近畿支部　 ☎ 0120-65-4192

付加年金とは、国民年金の定額保険料に加えて付加保険料（月額400円）
を納めることにより、老齢基礎年金に付加年金が上乗せされる制度です。
※申出月からの加入となり、遡って加入はできません。

■納付できる方
・国民年金第1号被保険者（産前産後免除期間も納付可能）
・任意加入被保険者（65 歳以上の方を除く）
※個人型確定拠出年金は限度額があります。納付額によっては、付加

保険料と併用できない場合があります。
■納付できない方
　・国民年金保険料の納付を免除されている方
　・国民年金基金の加入員である方
■付加年金額　「200 円×付加保険料納付月数」

例）付加保険料を10 年（120 月：保険料 48,000 円）納めた場合、
120 月×200 円＝24,000 円（年間受給額）が老齢基礎年金額に
プラスされます。

２年以上受け取ると支払った付加保険料以上の年金を受給できます。
■届出先：市役所 保険年金課 年金担当 または 年金事務所

付加年金のご案内

 【問合せ】 ■天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531（代）
 [ 平　日 ] 8:30 ～17:15 ※週初めの開所日は19:00 まで　 [ 第２㈯ ] 9:30 ～16:00
 ※自動音声による案内。（⑤で所員が対応。） 

日本年金機構
ウェブサイト⇒
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●開館時間10:00～ 18:00（中央は平日10:00～ 20:00　土日祝10:00～ 18:00）

〇中央　　　☎072-950-5501㈪休館　　〇丹比　　　☎072-937-2355㈮休館
〇陵南の森　☎072-952-2750㈮休館　　〇羽曳が丘　☎072-957-5553㈮休館
〇東部　　　☎072-950-2002㈮休館
〇古市　　　☎072-958-0050㈪㈫休館　開館時間10:00 ～ 17:30
〇ブックステーションはびきのコロセアム　
　　　　　　☎072-937-7210　　㈫㈭㈯の13:30 ～ 16:30 開館
全館休館　毎月最終水曜（12月を除く・祝日の場合は翌日）
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おはなし会（5 月） 今月の特集テーマ

中央図書館
 4 日㈯　18 日㈯  11:00 ～ 一般 お仕事紹介
 12 日㈰  14:00 ～

児童 みどりっていいな 18 日㈯  15:00 ～

陵南の森図書館

 5 日㈰　12 日㈰　25 日㈯  11:00 ～ 一般 黄金（ゴールド）の本
 18 日㈯  15:00 ～
 19 日㈰小さい子向き  11:00 ～ 児童 いろんな “おかお” のほん
 19 日㈰ 少し長いお話を聞ける子向き  11:30 ～

東部図書館  8 日㈬  10:30 ～ 色・いろいろ
丹比図書館  25 日㈯  10:30 ～ 冒険（ぼうけん）しよう！

古市図書館  5 月のおはなし会はありません 
一般 セカンドライフ
児童 “こわ～い” よ？

羽曳が丘図書館  11 日㈯　25 日㈯  11:00 ～ ゆるく生きる

市立図書館では、蔵書点検および資料の整理等を行うため、下記のとおり休館させていただきます。休館中の本の返却はブックポストにお願いします（CD・DVD等は入れないでください）
①陵南の森、羽曳が丘、丹比、東部図書館、の休館　5月20日㈪～24日㈮、5月30日㈭～31日㈮
②中央、古市図書館の休館　5月25日㈯～31日㈮　　　③ブックステーションはびきのコロセアムの休館　5月30日㈭

※返却期限日が蔵書点検期間中にあたる場合は３週間の貸出となります。　※はびきの電子図書館は休館期間中も平常どおりご利用いただけます。

【蔵書点検にともなう休館のお知らせ】

～図書館で映画を楽しもう～『わくわくドキドキ★ムービーシアター』の開催について

◇大人のおはなし会
大人から子どもまで、みんなでいっしょに
楽しめるおはなし会です。
日時　6 月 8 日㈯ 14:00
場所　陵南の森公民館　2 階視聴覚室
内容　「100 万回生きたねこ」
　　　「たかにさらわれた子」
　　　「てんしき」ほか
出演　おはなしボランティアグループ
　　　「はびきの」
事前申し込み不要、入場無料

◇おはなしボランティア入門講座
日時　6月6日・20日・7月4日・18日㈭
　　　10：00～12：00
場所　中央図書館　会議室
講師　桑原 絵里子さん
協力　おはなしボランティアグループ「はびきの」
定員　１５人（先着順）
申込　中央図書館にて受付（電話可）
◇みんなでつくろう！としょかんこいのぼり
図書館の大きなこいのぼりをみんなで完成
させよう！中央図書館で配っているぬりえに好き
な色をぬって、持ってきてください。
できあがったぬりえは図書館のこいのぼりに
貼ります。
※なくなりしだい終了。ぬりえの返却はできま

せん。
展示期間　5 月 24 日㈮まで

中央図書館では、あらゆる世代が文化・芸術に触れ、楽しむことができるよう、映画DVD無料鑑賞会を開催します。

●上映場所：LICはびきの1階　映像セミナー室
●対象：図書館利用カード（緑色）をお持ちの方
●申込方法：①LOGOフォームによる申し込み（定員35人）
　　　　　　右のURLまたは2次元コードからお申し込みください。➡
　　　　　②電話による申し込み（若干名）
　　　　　　羽曳野市立中央図書館　☎072-950-5501　平日 9:00～20:00　土日祝 9:00～18:00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  毎週月曜日と最終水曜日は休館です

●入場料：無料　　　　●協力：株式会社みのりの里
●今後の上映予定作：ベイブ／都会へ行く、ジュマンジ、アイアンマン ほか

上映日時 タイトル 上映時間 申込受付期間
5月19日㈰14:00～（開場13:30）ハムナプトラ／失われた砂漠の都【吹替】（1999制作）125 分 5月1日㈬～5月18日㈯
6月16日㈰14:00～（開場13:30）チャーリーズ・エンジェル【吹替】（2000 制作） 98分 5月22日㈬～6月15日㈯

 〔URL〕
https://
logoform.jp/f/1Lqe7
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種類 日程 対象児

4 カ月児
健康診査

5 月 17 日㈮ 令和 6 年 1 月 1 日～ 13 日
5 月 31 日㈮ 令和 6 年 1 月 14 日～ 31 日
6 月 14 日㈮・28 日㈮ 令和 6 年 2 月生まれ

1 歳 6 カ月児
健康診査

5 月 27 日㈪・28 日㈫ 令和 4 年 10 月生まれ
6 月 24 日㈪・25 日㈫ 令和 4 年 11 月生まれ

2 歳 6 カ月児
歯科健康診査

5 月 21 日㈫・22 日㈬ 令和 3 年 11 月生まれ
6 月 18 日㈫・19 日㈬ 令和 3 年 12 月生まれ

3 歳 6 カ月児
健康診査

5 月 7 日㈫・10 日㈮ 令和 2 年 11 月生まれ
6 月 4 日㈫・7 日㈮ 令和 2 年 12 月生まれ

乳幼児健康診査（場所：保健センター）
健診日 2 週間前までに通知が届いていない方はご連絡ください。

« 広場 » ㈪～㈮ 10:00 ～11:30 ※㈷除く

子育て支援センター いちご
ぶどう
ばなな

0 歳児（令和 5 年 4 月 2 日生まれ～）
1歳児（令和 4 年 4 月 2 日～令和 5 年 4 月1日生まれ）
2・3 歳児（令和 2 年 4 月 2 日～令和 4 年 4 月1日生まれ）

子育て支援子育て支援すくすくすくすく

お母さんと乳幼児 こども家庭支援課 母子保健担当   

オンライン相談（妊娠・出産に関する相談・育児相談・栄養相談）
■■とと■■きき  象象平日 10:00 ～ 16:00
■■対対■■象象  象象妊娠中の方・妊娠を希望する方・乳幼児の保護者
■■申申■■込込   象象相談希望日の 1 週間前までに、市ウェブサイトの

「オンライン手続きサービス」または母子の健康・子
育ての「オンライン相談」から申請してください。
NPO法人 南河内こどもステーション 子どもも大人もどうぞ!! 市役所南側 ☎・FAX 072-957-1114　詳細は問い合わせください。
【農業体験】いちご狩り（予定）3 日 ( 祝・金 )10:00 ～ 13:00　■■場場■■所所  象象れんげ農園  ■■￥￥   象象大人 1,500 円 小学生 1,000 円 幼児 600 円
【おやおやくらぶ】3 日㈮こどもの日・いちご狩り　24 日㈮おしゃべりサロン
【みんなの食堂】毎週㈮ 17:30 ～ 19:30・毎週㈯ 11:00 ～ 13:00　■■対対■■象象   象象どなたでも参加できます
【みんなの居場所】㈪～㈯ 10:00 ～ 16:00　■■対対■■象象   象象どなたでも参加できます
【一時保育（要登録）】㈪～㈮ 10:00 ～ 16:00（前日までに要予約・㈯㈰㈷時間外応相談）　■■￥￥   象象乳幼児 1 時間 500 円～
【やってみようくらぶ】毎週㈯「思考力・図工・英語・パソコンくらぶ」（25 日㈯ 11:00 ～ 12:00 科学であそぼう）
【かわいい習字教室】毎週㈮ 16:30 ～ 17:30 文字や絵など習字を学ぼう ( 毛筆・こう筆 )

マタニティ交流会 ※予約制
妊婦さん同士での情報交換、妊娠中の体調や出産準備
などについて助産師・保健師といっしょに話してみませ
んか。
■■とと■■きき  象象6 月 11 日㈫ 14:00 ～ 16:00 ※要予約 ※上の子の保育なし
■■対対■■象象    象象妊娠 36 週未満の妊婦さん ( 妊娠 36 週以降の方はご相談ください )
■■場場■■所所  象象保健センター 4 階 大会議室

妊婦歯科健康診査（問診・歯科健康診査・歯科保健指導）
妊娠するとホルモンバランスの変化やつわりなどによ
ってむし歯や歯周病が発生・進行しやすくなります。
歯周病は早産や低体重児出産などと関係すると言わ
れています。口腔ケアは家族の健康を支えます。こ
の機会にお口の相談をしてみませんか。
■■対対■■象象    象象妊婦（妊娠週数 16 ～ 27 週に受けることが望ましい）

【実施医療機関】妊婦歯科健康診査受診券の裏側（ピンク色のハガキ）参照

はじめての育児交流会 ※予約制
体重計測、助産師や保健師による育児相談、保護者同
士での情報交換、絵本や遊びの紹介など。
■■とと■■きき  象象5 月 29 日㈬ 14:00 ～ 16:00 ※要予約
■■対対■■象象  象象生後２か月～４か月児健診までの赤ちゃんとそのご家族　
■■場場■■所所  象象保健センター 3 階

電話・対面相談（育児相談・栄養相談）
［電話］平日 9:00 ～ 17:00［対面］平日 10:00 ～ 16:00
■■対対■■象象    象象乳幼児の保護者 ※対面は要予約

就学前の子どもが集まる「みんなの広場」や「年齢別広場」、「双子、年子の広場」、　
一日開放の「フリーデー」などがあります。
詳しくはセンターニュース「てとてと」に掲載していますので、ウェブサイトをご覧ください。

子育て支援センターふるいち　古市 4-2-9（古市複合館）　☎ 072-958-3308　FAX 072-958-3350

子育て講座 「子どもの世話と遊び」5 月 24 日㈮ 10:00 ～ 11:30　申込 :1 日㈬～　13 組（保育は生後 5ヶ月～）電話か窓口
対象：就学前の子どもとその保護者、ファミリー・サポート・センター会員、一般参加希望の方

ピアノを楽しもう 21 日㈫１０:00 ～１１:30　申込 :1 日㈬～　電話か窓口

『子どもが大好きな方へ』子育て応援ボランティア募集中！　
空いている時間に、保育施設への送迎や短時間の預かりなど、子育てのお手伝いをしてくださる有償ボランティアさんを募集しています。
あなたの時間をほんの少しだけ子育てのお手伝いに貸していただけませんか？年齢・資格は問いません。　
報酬　700 円∼ /1 時間。■■問問 子育て支援センターふるいち内 ☎ 072-956-4943

子育て支援センターむかいの　向野 523（向野こども園旧園舎 1 階）　☎ 080-7536-7898　FAX 072-953-6361

子育て講座 「歯っぴーきっず」5 月 22 日㈬　10:00 ～ 11:30
申込：7 日㈫～ 10 日㈮ 15 組 ( 保育は生後 5 か月～ ) 電話か窓口  対象：就学前の子どもとその保護者

初回産科受診料支援事業
令和 6 年 4 月 1 日より、低所得世帯の妊婦の方の経済的負担軽減を図る
ため、妊娠の判定を受けるために産科医療機関を初回受診した際の費用の
一部を公費で助成します。
対象者：羽曳野市に住民登録をしている市民税非課税世帯または生活保護
世帯に属する方
助成額：1 回の妊娠につき上限 1 万円
※初回産科受診時に医療機関より発行された領収書が必要になります。

妊娠届出等母子保健担当事務所が保健センターへ変わります。連絡先は 072-956-1000 へ変更となります。
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児童虐待の疑いなど‟おかしい”と思ったら
■■とと■■きき ㈪～㈮ 9:00 ～ 17:30 ※㈷除く

子育て電話相談［子育てで気になること］
■■とと■■きき  象象平日・㈯ 13:00 ～ 17:00
■■場場■ ■ 所所 NPO 法人南河内こどもステーション
■■問問 羽曳野市こども家庭サポーターの会
☎ 072-957-1114

児童相談所虐待対応ダイヤル
☎ 189（いちはやく）
※ 365 日 24 時間対応、通話料無料

21 時まで子育て相談を受ける窓口
子育てに対する不安や困難さを
抱えているが、市役所の開いて
いる時間に相談の電話をするこ
とが難しく、「相談したいが、相談する場
所がない」という方を対象とした窓口です。
■■とと■■きき ㈪～㈮ 18:00 ～ 21:00 ※㈷除く
■■申申■■込込   市ウェブサイトの予約フォームから希望日時を予約

こども家庭支援課 家庭児童相談担当　

つどいの広場事業（5 月）
社会福祉法人 あすなろ
手をつなぐ子育て（くるみ共同保育園）
壺井 508-1　☎ 072-957-3282
FAX 072-958-4089

【園庭開放】㈫㈬㈭ 10:00 ～ 16:00
【園庭遊び】大きな滑り台と土山で遊ぼう
21 日㈫ 10:00 ～ 11:00
対象 :1 歳～ 5 歳　定員 :5 名
持物 : 着替え、水筒　申込 : 電話にて受付

NPO 法人 つどいの広場 カンナ
高鷲 5-422-22 ☎・FAX 072-939-1625

【開放時間】㈪㈬㈮ 10:00 ～ 16:00
【母の日制作】10 日㈮
【スライム作り】17 日㈮
【ポップコーンを作って食べよう】24 日㈮
【新聞紙で遊ぼう】31 日㈮
いずれも 10:00 ～ 12:00

民間教育・保育施設の子育て支援　～詳しくは、各園に問い合わせ～
施設名［☎市外局 072］ 園庭開放（健康相談は要予約）

高 鷲 保 育 園［953-3883］ 毎週㈪～㈮ 10:00 ～ 12:00 ※雨天中止
さかとがはらこども園［956-6246］ 第 2・4 ㈯ 10:00 ～ 11:00 ※雨天中止
明の守こども園［954-9630］ 第 1 ㈫ 10:00 ～ 11:00　　 ( 事前予約 )
誉 田 保 育 園［958-2525］ 18 日㈯ 10:00 ～ 11:00　  ※雨天中止
郡 戸 保 育 園［938-5280］ 第 2 ㈫ 10:00 ～ 11:00      ※雨天中止
高屋保育学園［957-1234］ 毎週㈫㈭ 14:30 ～ 15:45    ※雨天中止
四天王寺悲田院こども園［957-7517］㈫・㈮ 10:00 ～ 11:00
あおぞら保育園［950-1105］ 第 4 ㈬ 10:00 ～ 11:00　    ※雨天中止
ベビーハウス社協［930-0240］ 15 日㈬ 10:00 ～ 11:00
○車での来園はご遠慮ください。　○育児相談は開園中常時行っています。
病後児保育（0 歳～学童）

利用
時間

8:00（7:30）～ 18:00（19:00）    ※カッコ内は延長可能時間
［当日］9:00 ～ 17:30（延長不可） ［土曜］8:00 ～ 17:00（当日利用および延長不可）

■■申申■ ■ 込込 ㈪～㈮ 9:00 ～ 17:00（電話可、当日利用可）
■■￥￥ 1 人 1 日 1,000 円（延長 30 分 300 円）
※非課税世帯は半額、生活保護世帯は無料、2 人目以降の子ども半額。
■■問問  NPO 法人サポートネットワーク ぬくもりあいあい保育園（向野 2-8-2［埴生診療所敷地内］）
☎ 072-937-0016　FAX 072-937-5716

NPO 法人 サポートネットワークぬくもり
あいあい保育園
向野 2-8-2（埴生診療所敷地内）
☎ 072-937-0016 FAX 072-937-5716
あいあいルーム 5 月

【えほん・あらかると】
14 日㈫ 10:30 ～ 11:30

【ホップ・ステップ・リトミック】
28 日㈫ 10:30 ～ 11:30

【就労相談（子育て中の再就職）】
第 2 ㈫ 11:00 ～ 12:00

【子育て何でも相談】
平日 10:00 ～ 16:00（電話可）

四天王寺悲田院 地域子育て支援センタ
ーぼのぼ　学園前 6-1-1
☎ 072-957-7517 FAX 072-950-3457
◦前日までに電話にて要予約
【0 歳サロン】8 日㈬
【1 歳親子教室】15 日㈬
【2・3歳親子教室】22 日㈬
【すこやか広場】31 日㈮
いずれも 10:30 ～ 11:30

※予約不要、ご自由にご参加ください。
【あかちゃん広場】
13 日㈪・27 日㈪ 10:30 ～ 11:30

【お絵描きの日】24 日㈮ 10:00 ～ 11:00
汚れてもいい服でお越しください。

【リズムの日】10 日㈮ 10:00 ～ 11:00

㈪～㈮ 10:00 ～ 16:00
子育てに関する悩み・相談は随時受け付
けております。

子育て広場にお子さまと一緒に遊びに来ませんか？
絵本の読み聞かせ・おままごと・季節の工作・園庭遊びなどをしながら楽しい時間を過ごしましょう。
保育士、臨床心理士、社会福祉士に子育てに関するさまざまな相談もできます
■■とと■■きき 5 月 21 日㈫ 10:00 ～ 11:30　■■場場■■所所 羽曳野荘多目的ホール　■■￥￥ 無料
■■問問児童養護施設羽曳野荘中條・西岡　☎ 956-2102　FAX 956-2620

公立教育・保育施設の子育て支援　～育児相談など、詳しくは各園に問い合わせ～
施設名［☎ 市外局 072］ あそびにおいでよ！ようちえん《5 月》

古 市 幼 稚 園［958-3359］ ■ ■ 未未未未 13 日㈪ 13:30 ～ 14:30
古市南幼稚園［958-7616］ ■ ■ 未未未未 21 日㈫ 9:30 ～ 10:30
駒ヶ谷幼稚園［958-8776］ ■ ■ 未未未未 16 日㈭ 9:30 ～ 10:30
羽曳が丘幼稚園［958-7201］ ■■未未未未 20 日㈪ 13:30 ～ 14:30
埴生南幼稚園［957-0212］ ■■未未未未 17 日㈮ 13:30 ～ 14:30
埴 生 幼 稚 園［955-1062］ ■■未未未未  象象15 日㈬ 9:30 ～ 10:30
◎高鷲南幼稚園［955-1624］ ■ ■ 未未未未 13 日㈪ 13:00 ～ 14:00
こども未来館たかわし［955-0730］向野こども園［953-2071］

 ■ ■象園象園  象象毎週㈫㈭
 　 10:00 ～ 11:00下 開 保 育 園［958-3318］ 軽 里 保 育 園［958-3338］

はびきの保育園［958-3328］
■■園園＝園庭開放　■■未未未未＝未就園児教室　■■持持■■物物  象象着替え・タオル・水筒・（幼稚園のみ上靴）
■■対対■■象象  象象未就園児と保護者　◎印の園は令和 7 年度入園予定の方のみ
※中止になる場合がありますので、事前に各園へお問い合わせください。

たかわしこどもまつり
「あつまれ！未来にはばたくこどもたち～ぎゅっと手をとりつながる心～」をテーマに取り組みます。地域
の皆様と一緒に作り上げていきたいと思っています。■■とと■■きき 6 月 2 日㈰ 9:30 ～ 14:30　
■■場場■■所所高鷲学園・高鷲保育園　園庭 ( 羽曳野市南恵我之荘 2-6-20)
■■￥￥ 大人 200 円　こども 100 円　■■問問高鷲学園 ( 羽曳野市南恵我之荘 2-6-20) ☎ 072-953-3881
MY TREE ペアレント プログラム受講者募集！
子育てがつらい。子どもに暴言、暴力、無視を繰り返してしまう。体罰以外のしつけ
と方法が分からない。自分を変えて、安心な家庭を作りたい。そんなあなたを大切
にするプログラムです。参加者の秘密は厳守されますので、安心して参加してください。象象
■■とと■■きき  象象6 月 4 ㈫～ 9 月 24 日㈫の毎週㈫12 月17 日㈫、3 月18 日㈫10:00 ～12:00
■■場場■ ■ 所所 富田林市多文化共生・人権プラザ (TONPAL) ■■定定■■員員  10 人 ( 先着 ) ■■￥￥  象象無料   ■■申申■■込込    5月 6 日㈪～
■■問問 (一社 ) 富田林人権協議会☎ 0721-24-3700 FAX0721-25-4940メール wakaichi@luck.ocn.ne.jp
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令和 6 年 4 月より、健康増進課の電話番号と住所が変更となりました！
健康増進課の検診（健診）や教室の申込など ☎ 072-947-3660( 直通 ) 市役所1階⑥番窓口
●検診（健診）は年度内に各1回。定員になり次第締切。FAXでの申し込み不可。
●詳しくは「健康だより」、市ウェブサイトをご覧ください。
※個別検診（健診）については、受診前に医療機関へ電話でお問い合わせください。

がん集団検診（予約制）　
5 ～ 7 月分の申込受付中。その他の日程、検診についての詳細は

「令和 6 年度羽曳野市健康だより」または市ウェブサイトを参照。
ウェブ申込（期間限定）：6 月 10 日㈪ 16:00 まで
来所・電話申込：随時受付中
胃がん検診 / 肺がん検診（結核健診含む）/ 大腸がん検診 ( 集団検診 )
■■対対■ ■ 象象 1985 年 3 月 31 日以前生まれの市民　■■￥￥ 無料
※ 65 歳以上の人は、年 1 回結核健診を受けることが法律で義務付けられてい　　　　　　　 
ます。ただし、他に受診機会のある方は受ける必要はありません。

［ 保 健 セ ン ター ］5 月 9 日㈭・13 日㈪・24 日㈮・29 日㈬、6 月 5 日㈬・26 日㈬
［ 石 川 プ ラ ザ ］5 月 17 日㈮ ［ 陵 南 の 森 ］5 月 27 日㈪
［ コ ロ セ アム ］6 月 3 日㈪ ［ 市 役 所 別 館 ］ 6 月 23 日㈰
［ モ モ プ ラ ザ ］6 月 27 日㈭

乳がん検診 / 子宮がん検診（集団検診）象象
■■対対■■象象   象象【乳がん】1983 年以前の西暦奇数年生まれの女性 
    　 【子宮がん】2003 年以前の西暦奇数年生まれの女性
■■￥￥   象象【乳がん】1,000 円 (1983 年生まれと生活保護受給者 ( 当日受給証明書が必要 ) は無料 
    【子宮がん】無料
※受診券 (ピンク色もしくは黄色のハガキ ) は令和 6 年 3 月下旬に発送しています。お手元に
ない方は健康増進課までご連絡ください。※ 80 歳以上で乳がん・子宮がん検診を希望され
る方は健康増進課までご連絡ください。

［保健センター］5 月 16 日㈭、7 月 2 日㈫ ［ 陵 南 の 森 ］ 6 月 12 日㈬

定期健康相談・栄養相談 
※予約制　5 月 8 日㈬午前中

毎月19 日は食育の日
家族で食事を楽しみましょう

上記 QR コードから食育だよりをご覧いた
だけます。隔月で発行しています。

＜申込フォーム＞

＜申込フォーム＞

５月はギャンブル等依存症問題啓発
月間です

あなた自身やあなたの周
りの人で、ギャンブル等を
やめたくてもやめられな
いと悩んでいる人はいま
せんか。ご本人やご家族
だけで抱え込まず、まずはご相談くださ
い。
なお、依存症の相談先や情報等は、「お
おさか依存症ポータルサイト」をご覧く
ださい。

各種教室（予約制・随時受付中）

■■場場■ ■ 所所 保健センター　■■￥￥ 無料
■■対対■ ■ 象象 羽曳野市民
★学ぶで～歯周病予防（歯科講座）
■■とと■■きき  6 月 5 日㈬ 13:50 ～ 15:30
　　 （13:40 から受付） 
■■講講■■師師   象象歯科衛生士
★学ぶで～減塩（栄養講座）
■■とと■■きき  6 月 20 日㈭ 10:00 ～ 11:30
　　 （9:45 から受付）
■■講講■■師師   象象管理栄養士　※試食あり
★学ぶで～ヨガ（運動講座） 
■■とと■■きき  6 月 29 日㈯ 10:00 ～ 12:00
　 （9:30から受付）土曜開催です！
■■講講■■師師   象象健康運動指導士（医療法人はぁ
とふる Eudynamics ヴィゴラス）
※詳細は市ウェブサイト、チラシを
ご覧ください。

な くそう！望まない受動喫煙　～マナーからルールへ～

本人は喫煙しなくても身の回りのたばこの煙を吸わされてしま

うことを受動喫煙と言い、たばこは、喫煙者が吸っている煙だ

けでなく、たばこから立ちのぼる煙や喫煙者が吐き出す煙にも

有害物質が含まれているため、たばこを吸わない方も受動喫煙

により健康被害が出ることがわかっています。望まない受動喫煙をさせないこ

とは、令和 2 年の法改正によりマナーからルールになり、令和 7 年 4 月から

大阪府受動喫煙防止条例が全面施行されます。

5 月31日「世界禁煙デー」・5月31日～6月6日「禁煙週間」

　この機会にたばこについて考えてみましょう。羽曳野市の公共施
設などの敷地内禁煙の情報は市ウェブサイトをご覧ください。

受動喫煙防止

健
ふ みり-ぁ

康
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◆予防接種◆
医療機関によって予防接種のワクチンの在庫状況は異なります。接種を希望される方は事前に
医療機関へ確認してください。

HIV・梅毒即日検査（無料・匿名可）◦梅毒検査は HIV 検査と同時に行う場合無料　◦結果は 1 ～ 2 時間後　第 2・3 ㈬ 9:30 ～ 10:30
こころの健康相談（無料・予約制）こころの病気、 アルコール依存症などの相談に精神科医、 精神保健福祉相談員が応じます。
医療機関に関する相談（無料）　㈪～㈮ 9:15 ～ 12:15/13:00 ～ 16:00

生活衛生室　☎ 072-952-6165
水質検査（有料・一部予約制）　飲用水 ・ 井戸水 ・ 遊泳場水 ・ 浴場水
腸内細菌検査（有料）　赤痢菌・チフス菌・パラチフス A 菌・サルモネラ属菌・腸管出血性大腸菌 O157 ㈪～㈬ 9:30 ～ 12:00
ぎょう虫卵検査（有料・予約制）　㈪～㈭ 9:30 ～ 12:00
※祝日などの関係で受付のない日があります。詳しくお問い合わせください。

藤井寺保健所からのお知らせ ☎072-955-4181　藤井寺市藤井寺1-8-36

休日急病診療所（内科・小児科） 小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
［ 診 療 日 ］㈰㈷、年末年始（12 月 30 日～1月 3 日）
［診療時間］10:00 ～12:00 ／13:00 ～16:00

［ 診 療 日 ］㈯㈰㈷、年末年始（12 月 30 日～1月 3 日）
［診療時間］18:00 ～22:00（受付17:30 ～21:30）

※ 8 時（夜間診療は15 時）の時点で羽曳野市に「暴風警報」「大雨警報」「洪水警報」「特別警報」のいずれかが発表されている場合
は休診、8 時（夜間診療は15 時）以降に発表された場合は、その時点で休診。※来院時は、必ず事前にお電話ください。
※受診時はマスクを着用ください。 ※各種医療証（こども医療証など）は必ずご持参ください。

小児救急電話相談　☎＃ 8000（携帯電話・NTTプッシュ回線）　☎ 06-6765-3650（IP 電話・ダイヤル回線など）
救急安心センターおおさか☎＃7119（固定電話【プッシュ回線】・携帯電話） ☎ 06-6582-7119（固定電話【ダイヤル回線】・IP 電話）

市立休日急病診療所 誉田4-2-3　☎072-956-1000（保健センター2階）

高齢者用肺炎球菌ワクチンの定期予
防接種

■■対対■ ■ 象象 65 歳以上 66 歳未満（66 歳のお誕
生日前日まで）
■■持持■■物物  象象受診券ハガキ、住所・氏名・年齢の
確認できるもの（保険証など）
■■￥￥   象象2,000 円（生活保護受給者は無料：生
活保護受給証明書が接種当日必要）
実施医療機関は受診券ハガキ裏面、令和 6 年
度羽曳野市健康だより、市ウェブサイトを参照
ください。
※受診券ハガキについて
・令和 6 年 4 月1日以降に 65 歳のお誕生
日を迎えられた方に対して、お誕生日の翌
月に受診券ハガキ（白色）を送付します。
・令和 6 年 4 月1日以前に 65 歳のお誕生
日を迎えられた 65 歳の方で、高齢者肺炎
球菌ワクチンを過去に一度も受けられたこ
とのない方は、健康増進課までお問い合わ
せください。
・65 歳の方で、転入等によりハガキがお手
元にない方も健康増進課までお問い合わせ
ください。

※これまで休日急病診療所で実施していました「歯科診療」については、令和６年３月末をもって終了しました。
なお、休日などに緊急で歯科診療の医療機関をお探しの場合、医療情報ネット ( 大阪府ウェブサイト) や一般社団法人
大阪府歯科医師会ホームページ（休日・夜間緊急歯科診療案内）をご確認ください。

風しんの追加的対策
【昭和 37 年 4 月 2 日～昭和 54 年 4 月1
日生まれの男性対象】
これまでに送付した風しん予防接種無料ク
ーポン券の有効期限が令和７年３月末まで
延長されました。紛失や転入でお手元にク
ーポン券がない方は健康増進課までお問い
合わせください。

大阪はびきの医療センター 府民公開
講座「羽曳野からだ塾」

【テーマ】お口から！健康増進！
①お口のこと、もっと知ってもっと元気に！
 歯科口腔外科 主任部長 助臺 美帆氏

②今日からできる、お口のケアと
　　　　　　　お口の体操（講演 + 実演 )
 近畿大学病院 歯科衛生士 鳥畑 さやか氏

③すぐできる！よく噛んで食べるコツ
 栄養管理室 管理栄養士 池田 晴氏象象
■■とと■■きき  象象6 月1日㈯14:00 ～16:00象象
■■場場■ ■ 所所 大阪はびきの医療センター 3 階 講堂

（大阪府羽曳野市はびきの 3 丁目 7 番 1 号）象象
■■定定■■員員  象象150 人（先着順）
■■￥￥   象象無料
■■申申■■込込    5 月 31日㈮までに
電話または QR コードよ
り「参加申し込みフォーム」
にてお申込みください。
■■問問    大阪はびきの医療センター 事務局 総務グループ
☎ 072-957-2121( 平日 9:30 ～ 17:00）

＜申込フォーム＞
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※対象者は、羽曳野市在住で 60 歳以上の方です。※入会を希望される方は、 陵南の森老人福祉センター（☎ 072-952-2751）までお問い合わせください。
ク  ラ  ブ  名 活 動 内 容 活 動 日 時 等
詩吟クラブ 詩　　吟 第 2･4 ㈭ 10:00 ～ 12:00

抒情歌クラブ 抒情歌 第 3 ㈭ 14:00 ～ 15:00 ㈷休み
社交ダンス　ハーモニー 社交ダンス 第 1･2･3･4 ㈮ 13:00 ～ 15:30

和装クラブ 着付け 第 2･4 ㈪ 13:00 ～ 15:00
ヘルシー体操クラブ 健康体操 第 1･2･3･4 ㈬ 14:00 ～ 15:00

陵南の森カラオケクラブ カラオケ ㈪～㈯ 9:00 ～ 15:00　
英語で話そう 英会話 第 2･4 ㈰ 13:00 ～ 15:00

折り紙サークル　さざん花 折り紙 第 3 ㈯ 9:00 ～ 12:00
絵画クラブ「二水会」 水 彩 画 第 1･3 ㈬ 13:00 ～ 16:00

書道クラブ 書　　道 第 1 ㈬ 9:00 ～ 12:00

みささぎ俳句クラブ 俳　　句 第 2 ㈯ 13:00 ～ 17:00
陵南の森囲碁クラブ 囲　　碁 ㈪～㈯ 5 週目を除く 13:00 ～ 16:00
陵南の森将棋クラブ 将　　棋 ㈪～㈰ 5 週目を除く 13:00 ～ 17:00

バンパークラブ バンパープール ㈪～㈰ 5 週目を除く 13:00 ～ 17:00
陵南の森グラウンド・ゴルフ愛好会 グラウンドゴルフ ㈫9:00∼11:00 ㈮13:00∼15:00

ニューホープクラブ グラウンドゴルフ ㈫ 13:00 ～ 15:00　
なごみ会 グラウンドゴルフ ㈬㈮ 11:00 ～ 13:00

陵南ゲートボールクラブ ゲートボール ㈪㈬～㈰ 9:00 ～ 12:00
笑いヨガクラブ 笑いヨガ 第 1･3･4 ㈬ 14:00 ～ 15:00 ㈷休み
Ｓ Ｏ Ｖ　Ⅱ ボランティア 第 1･3 ㈮ 10:00 ～ 12:00

※会費が別途必要です。

学び・語ろう・楽しいクラブに参加してみませんか？
令和 6 年度 陵南の森老人福祉センター登録クラブ一覧表令和 6 年度 陵南の森老人福祉センター登録クラブ一覧表

活動内容 定期利用団体名 定期活動日・時間帯
絵画 アート・サークル 第 2・4 ㈰午後

水墨画 水墨画の会 第 2・4 ㈪午前
墨彩画 陵南墨彩会 第 2・4 ㈪午後

ペン習字 あじさいペン習字クラブ 第 2・4 ㈬午前
絵手紙 絵手紙クラブ　さざんか会 第 2 ㈫午後

木目込人形 若葉会 第 1・3 ㈬午後
七宝焼 あじさいクラブ 第 1 ㈭午前、第 3 ㈭午後 
川柳 はびきの市民川柳会 第 4 ㈰午後
陶芸 若草陶芸クラブ 第 1・3 ㈯午後 

ビーズ手芸 アート　ビーズ 第 2 ㈮午前
合唱 はびきの女声コーラス 第 1・2 ㈯午後、第 3 ㈯午前
合唱 カナリア 第 2・3・4 ㈮午後
合唱 コーラスたんぽぽ 第 2・3・4 ㈮午前
詩吟 あすなろ 毎㈪午後

ボランティア 朗読ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ 「はびきの」第 2・4 ㈭午後
ボランティア 歌声ボランティア抒情歌サロン・ロンド 第 1・4 ㈪午前、第 2 ㈮午後

合唱 羽曳野市少年少女合唱団 第 3 ㈯午後
ボランティア 音楽ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ「玉手箱」 第 3 ㈭午後

百人一首・競技かるた 羽曳野かるた会 第 1・3 ㈯午後 
教育 大阪友の会　古市方面 第 2 ㈰午前

クラフトバンド クラフトバンド同好会 第 1・2・3 ㈫ 午後
写真 ピンボケ写真クラブ 第 3 ㈰午後 

人形劇 ポップコーン 毎㈬午前
書道 洗心書友会 第 1・3 ㈮午前
書道 みずぐき会 第 2・4 ㈯午前
書道 陵南子ども習字 第 1・3 ㈯午前  

ペン習字 洗心ペン習字 第 2・4 ㈭午前
ペン習字 そよかぜペン習字クラブ 第 2・4 ㈯午前
エッセイ えんぴつクラブ 第 1 ㈮午前  
着付け 着付教室 第 1・3 ㈭午前 
着付け 着付クラブ 第 2・4 ㈭午前
手編み かすみ草 第 4 ㈬午前

パッチワーク ゆめのキルト同好会 第 2・4 ㈭午前
洋裁 ソーイングメイツ 第 2・3 ㈬午後 、第 4 ㈬午前

洋裁 ドレメチェリー 第 1・4 ㈬午後
洋裁 ポピーソーイング 第 1・3 ㈪ 午後 第 2 ㈮午後
刺繍 花の糸 第 1・3 ㈮午後 

国際料理 ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ ﾌﾚﾝﾄﾞｼｯﾌﾟｸﾗﾌﾞ ㈭ 3_4 ヶ月午前 or 午後 
華道 たちばなクラブ 第 1・3 ㈭午後
茶道 榮会 第 2・4 ㈬午前
茶道 寿雅会 第 1・3 ㈫午後 
茶道 なごみ会 第 2・4 ㈭午後
茶道 木犀会 第 1・3 ㈭午後
短歌 はびきの短歌会 第 3 ㈰午後 

健康体操 健康体操 毎㈭午後
太極拳 太極拳 剣 同好会 毎㈯午前
太極拳 楊家養心気功太極拳クラブ 毎㈪午前
太極拳 太極拳・拳友会 第 1・2・3 ㈮午後 
ヨガ ヨガ同好会 毎㈬午前

社交ダンス 社交ダンス 同好会 毎㈭午前
社交ダンス ＤＩクラブ 第 1 ㈰午後
社交ダンス 社交ダンス　マインド 毎㈬午後
フラダンス フラダンス・アロハ 第 2・4 ㈫午後
リズム体操 リズム教室 毎㈮午前

フォークダンス フォークダンス サークル 第 1・2・4 ㈪午後
ジャズダンス Ｍ－Ｓｈｉｎｉｎｇ 毎㈫午前
ジャズダンス ジャズダンス  インフェローズ 毎㈭夜間
ジャズダンス スタジオ 　Ｙ 2 第 1・3 ㈯、第 2･4 ㈫夜間

子供のｼﾞｬｽﾞﾀﾞﾝｽ ジャズダンスキッズ Ⅰ 毎㈯午後
子供のｼﾞｬｽﾞﾀﾞﾝｽ ジャズダンスキッズ Ⅱ 毎㈯午後
ヒップホップダンス 彩 第 1・3 ㈪、第 2･4 ㈯夜間

民舞 安来節愛好会 第 2 ㈰午前
民謡 若草民謡会 第 1・3 ㈰午後
篆刻 篆刻同好会 第 1 ㈭午後
琴 箏曲雅会 毎㈮午前

英会話 英会話サークル 毎㈪夜間
英会話 Kei's　English　Studio 第 1・3 ㈭午前
韓国語 羽曳野韓国語会話グループ 第 1・3 ㈬午前 
中国語 中国語サークル 毎㈭夜間

＊見学・入会をご希望の方は陵南の森公民館（072-952-2751）までご連絡ください。　

令和 6 年度・陵南の森公民館グループ一覧表令和 6 年度・陵南の森公民館グループ一覧表
＜会費は月 2,500 円以下　材料費等別途負担あり＞
＊午前（9:00 ～ 12:00）、午後 (13:00 ～ 17:00)、夜間 (18:00 ～ 21:00)

そろばんを使った脳トレ入門講座
■■とと■■きき  象象6 月10 日、6 月 24 日、7月 8 日、7月 22 日、9 月 2 日、9 月 9 日、
　　10 月7 日、10 月 21日、11月11日、11月 25 日㈪10:30 ～11:30
■■場場■ ■ 所所 陵南の森公民館　2 階　会議室・視聴覚室
■■定定■■員員  先着 28 人　■■講講■■座座■■運運■■営営■■費費  象象1,000 円　■■持持■■物物  筆記用具、そろばん
■■申申■■込込  象象5 月 1 日㈬ 10:00 から電話・窓口受付開始　代理申込可。

令和６年度陵南の森老人福祉センター　生きがい講座令和６年度陵南の森老人福祉センター　生きがい講座

英会話入門講座　「Let's talk in English !」
■■とと■■きき  象象5 月 24 日、6 月7 日・21日、7月 5 日・19 日10:30 ～12:00
■■場場■ ■ 所所 老人福祉センター　1 階　第一会議室象象
■■定定■■員員  先着 15 人　■■講講■■座座■■運運■■営営■■費費  象象500 円　
■■申申■■込込  象象5 月 1 日㈬ 10:00 から電話・窓口受付開始※初心者 ( 前回受講された
　　 人除く ) 代理申込可。

■■問問    陵南の森公民館
☎ 072-952-2751



市役所　☎072-958-1111（代表番号）
電話交換手が出ます。課名や内容等をお伝えください。
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－ 制度・お知らせ －  

柏羽藤環境事業組合からのお知らせ
柏羽藤環境事業組合のごみ焼却工場（柏羽
藤クリーンセンター）などから排出される
ダイオキシン類濃度（排ガス・ばいじん・
排水）の令和 5 年度測定結果を柏羽藤環
境事業組合ウェブサイトで公表しておりま
す。
■■問問    柏羽藤環境事業組合
☎ 072-976-3333

障害者等の方に対する軽自動車税
（種別割）の減免
身体、知的、精神障害により手帳を交付さ
れている方は、申請により軽自動車税（種別
割）の全額減免を受けることができます。

【 対象車両】手帳保持者・手帳保持者と生計
を一にする人・手帳保持者を常時介護する人
が所有する軽自動車等（手帳保持者1人に
つき1台）。また、車いす移動車等に構造変
更した軽自動車についても対象となります。

 ※ 自動車検査証または軽自動車届出済証
に事業用と記載されている車両は減免対象外です。
※減免できる車両は手帳保持者１人につき
普通自動車を含めて１台です。普通自動車
の自動車税で減免を受ける場合は、軽自動
車税 ( 種別割 ) の減免を受けることができ
ないのでご注意ください。

【 申請】必要書類を持参し、市役所税務課（本
館1階⑧番窓口）にて申請してください。（5
月 31日㈮まで）

【必要書類】◦手帳　◦車検証
 ◦ 納税義務者の方のマイナンバーカード（マ

イナンバー通知カードと顔写真付きの本
人確認書類でも可）

 ◦ 運転者の方の運転免許証（コピー可）
 ◦窓口に来られる方の本人確認書類
 ◦ 委任状
　(納税義務者以外の方が来庁する場合。ただし、
　羽曳野市内で納税義務者と同一世帯の親族の
　方が来庁する場合は省略可)
 ◦ 民生委員の発行する状況確認書
　 （納税義務者の方と手帳をお持ちの方が

別住所のとき）
◦ 車いす移動車等と確認できる写真（車い

す移動車等で申請する場合）
※ すでに申請いただいている方で減免適用

が 2 年目以降の方については、５月上旬
に発送予定の減免申請書（継続用）を提
出ください。（郵送可）

■■問問    税務課 課税総務担当

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ジチタイアド　☎ 092-716-1401】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】【株式会社ウィット　☎ 072-668-3275】

固定資産税・都市計画税の減免制度

【 減免額】申請日以後に到来する納期に納
付すべき税額の2 分の1の額

【申請期限】各納期限まで
■■対対■■象象    ①～④の要件すべてに該当する納税義務者
①納税義務者が令和 6 年1月1日現在で
65 歳以上、障害者、寡婦またはひとり親
のいずれかであること。
②納税義務者および当該納税義務者と生
計を一にする全員の前年中の合計所得金額
が、住民税非課税限度額以下であること。
※住民税非課税限度額（市税条例第14 条
第1項第 2 号または同条第 2 項）
③所有している固定資産が自己居住用だけ
であり、所有家屋の延床面積が70 ㎡以下
であること
④固定資産税および都市計画税の年税額

（土地・家屋）の合計が５万円以下であること。
※市税条例第14 条第 2 項の住民税非課
税限度額の例は以下のとおりです。

扶養の人数 前年の合計所得金額
0 人 ４20,000 円
1人 ９30,000 円
2 人 1,250,000 円
3人 1,５70,000 円

■■問問    税務課 固定資産税担当
　 （本館1階⑨⑩窓口）

市・府民税の証明書発行

証明書様式変更に伴い、令和６年度の市・
府民税の所得・課税（非課税）証明書は 6
月 3 日（月）9：00 からの交付となります。
証明書様式変更のため、この日以前の交付
はできませんのでご了承ください。（市役
所・支所での発行については免許証などの
本人確認ができる書類が必要です。同一世
帯の親族以外の方の証明書を取得される場
合は、別途委任状が必要です。手数料は 1
通 300 円です。）
※コンビニ交付サービスをご利用の場合、
セブン - イレブン、ローソン、ファミリー
マート、ミニストップで発行ができます。
※コンビニ交付サービスをご利用になるた
めには、サービス利用登録をした住民基本
台帳カードまたは利用者証明用電子証明書
を搭載したマイナンバーカードが必要です。
■■問問    税務課 市民税担当

自動車税（種別割）
納期限：5 月 31日㈮

府の指定金融機関、指定代理金融機関もし
くは収納代理金融機関、大阪府内の郵便局、
府税事務所、コンビニエンスストアなどで
納付できます。また、納付書の表面に印字
されている「地方税統一 QR コード」に対
応した金融機関、スマートフォン決済アプ
リ、「地方税お支払サイト」を利用したク
レジットカード納付、ペイジー納付なども
可能です。詳しくは、大阪府ウェブサイト
を確認してください。※府税を一時に納め
ることができない場合には、納付を猶予す
る制度があります。納付が困難な方は、お
早めに管轄の府税事務所・大阪自動車税事
務所にご相談ください。
■■問問    自動車税コールセンター（大阪府）
☎ 0570-020156

蜂の巣駆除費助成金制度について

蜂の巣を駆除し各要件に該当した場合、駆
除費の一部を助成します。

【助成対象】個人（世帯員全員が非課税かつ
年齢による制限等有）又は町会・自治会が
所有、管理する物件。

【対象の蜂の巣】スズメバチ、アシナガバチ
の巣のみ。

【助成金額】駆除に要した費用の 2 分の1、
上限10,000 円。
詳細については市ウェブサイトをご覧いただ
くか、環境保全課までお問い合わせください。
■■問問    環境保全課

【日曜窓口】マイナンバーカードの受
け取り・電子証明書の更新手続き
■■とと■■きき  象象5 月 26 日㈰ 9:00 ～ 12:00
■■場場■■所所  ①市民課　②支所
※受け取り場所については、交付通知書（ハ
ガキ）をご確認ください。

【必要書類】
受け取り
・交付通知書（ハガキ）
・通知カード
・ 本人確認書類（運転免許証などの顔写

真つきの書類なら 1 点、それ以外の書
類は 2 点以上）

・ 住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）

電子証明書更新手続き
・マイナンバーカード　・更新通知書
■■問問  象象市民課または支所

地域活動支援センターのご案内

地域で生活する障害のある方に創作的活動
や交流、仲間つくりの場、居場所を提供します。
ご興味のある方は、各施設までご連絡ください。
対象：18 歳以上の障害のある方
( お問合せ先 )
■四天王寺悲田院埴生苑 ( 学園前 6-1-1)
開所時間：㈪～㈮　10:30 ～17:30
　　　　   ㈯ 月 2 回　9:30 ～16:00
　☎ 072-957-7516( 内線 :568)
■フレンドハウス( 恵我之荘 4-4-18)
開所時間：㈪～㈮　10:00 ～17:00
　☎ 072-953-0519
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窓口受付システム、コンビニ交付サ
ービスの一時利用停止について
システムメンテナンスのため、下記のとおり
窓口受付システム、コンビニ交付サービス
の利用を一時停止します。

【停止内容】税証明書
【停止期間】5月 29 日㈬終日～
　　　　　　　　6 月 3 日㈪午前 9 時まで
■ ■ 問問 市民課

平和の取材「親子記者」参加者募集
長崎で、原爆の被害や平和の大切さを学び、
新聞を作ってみませんか
主催：日本非核宣言自治体協議会
日時：８月８日㈭～ 11 日（日・祝）
場所：長崎市内（原爆資料館等）
対象：小学４～６年生とその保護者
人数：全国で９組（応募者多数の場合は抽選）
申込：日本非核宣言自治体協議会ウェブサ
イトより、実施要領を参照のうえ、申込書
に必要事項を記入し、５月 15 日㈬必着で
メール（宛先：info@nucfreejapan.com）
または郵送（封書）によりお申込みくだ
さい。
■■問問    日本非核宣言自治体協議会事務局
☎ 095-844-9923

教えて消費生活 Q&A
～お試しのつもりが定期購入に！？～

Q. スマホの広告で、ダイエットに効果あり
というサプリメントを見つけて「お試し価格
　１回 500 円」にひかれて申し込んだ。し
ばらくしてから同じサプリメントが届き、確
認したら定期購入になっていた。１回限り
ではなかったのか？
A. 質問のように、宣伝文句にひかれて安価
なお試しだと思って申込みをしたのに、実
は定期購入の契約を行っていた、というト
ラブル事例は多くあります。
通信販売は便利ですがクーリングオフ制度
がありません。そのため、注文を確定する
前に情報をしっかり確認しましょう。
●本当に1回だけの購入ですか？定期・自
動更新・〇カ月コースと書かれていませんか？
●商品価格はいくらですか？定期購入の場
合は、総額が表示されていますか？
●返品ルールを確認しましたか？返品可能
か、返品の条件を確認しましたか？
●解約方法を確認しましたか？手数料なし
で解約できますか？　
トラブルを防止するためにも、注文の最終
確認画面は確認したうえで、スクリーンショ
ット等で残しておきましょう。
【消費生活相談】㈪～㈮
10:00 ～12:00/13:00 ～15:30
まずは電話で問い合わせください。

■ ■ 問問 消費生活センター（市役所本館２階）
☎ 072-947-3715（直通）

憲法週間【5 月1日～7 日】
５月３日の憲法記念日を含む５月１日から７
日は「憲法週間」です。一人ひとりが人間
として幸せに生きるために、生まれながら
に持っている固有の権利を人権といいます。

「職業選択の自由」「幸福を追求する権利」
「教育を受ける権利」などの基本的人権は、
憲法で保障されています。だれもが平等で
明るく幸せに暮らせる社会を築くためにお
互いの人権を尊重し、憲法の精神を守り育
てましょう。
＜法務省人権啓発キャッチコピー＞
～「誰か」のこと　じゃない～

「誰か」のことではなく、自分自身のことと
して捉え、一人ひとりが人権を尊重すること
の重要性を正しく認識し、自分以外の人の
人権にも配慮した行動をとりましょう。
平和展＆人権展
■■とと■■きき  象象5月1日㈬～17 日㈮ ( 開庁時のみ )
■■場場■■所所  市役所本館1階 (コミュニティスクエア )
特設人権相談
毎日の暮らしの中で起こるさまざまな人
権問題の解決を図るため、人権擁護委員
が相談に応じます。相談は無料で、秘密
は必ず守ります。
■■とと■■きき  象象5月17 日㈮14:00 ～16:00
■■場場■■所所  陵南の森総合センター 2 階視聴覚室
　　予約不要、直接会場へお越しください。

 ■ ■象問象問    人権推進課

犯罪被害者等支援条例を制定しました
羽曳野市では、犯罪被害者などが被害の軽
減及び回復を図るとともに、一日も早く平
穏な生活を取り戻すことができるよう、令
和６年４月１日に犯罪被害者等支援条例を
施行いたしました。犯罪被害者などの支援
のための施策を総合的に推進します。

【みなさまへのお願い】
・犯罪被害者などの置かれている状況及び
支援の必要性についての理解を深め、二次
被害が生じることのないよう十分配慮しましょう。
・犯罪被害者などの支援のための施策にご
協力をお願いします。
被害に遭われた本人だけでなく、ご家族か
らの相談もお受けします。ひとりで悩まず
にご相談ください。
■■問問    人権推進課

犯罪被害者等支援シンボルマーク「ギュっとちゃん」

耐震補助制度のご案内

■■対対■  ■  象象 昭和 56 年 5 月 31日以前に建てられ
た木造住宅

耐震診断　　　申請期限：1月末日
費用の約 9 割を補助

（最大 5万円を補助）
設計改修　　　申請期限：12 月上旬
費用の 8 割を補助

（最大 40 ～100 万円を補助）
※条件により補助金額が異なる
除却　　　　　申請期限：1月末日
費用の 5 割を補助

（最大 20 万円を補助）
◦ 申請前に着手 ( 契約 ) すると補助の対象

となりません。
◦ 申請者の所得制限などにより対象となら

ない場合があります。
◦ 空家でも対象となる可能性があります。
◦ 予算がなくなり次第受付終了となります。
※詳しくはお問い合わせください。
■ ■ 問問 建築住宅課 ( 内線：2270 ～2272・2274)

令和 7 年歌会始のお題及び詠進歌の
詠進要領について
令和 7 年歌会始のお題は「夢」と定められ
ました。
お題は、「夢 ( ゆめ )」ですが、歌に詠む場
合は「夢」の文字が詠み込まれていればよ
く、「夢幻」、「夢中」、「夢路」のような熟
語にしても、「夢見る」のように訓読して
も差し支えありません。
詠進歌の詠進要領など詳細については、宮
内庁ウェブサイトをご覧ください。
■■問問    宮内庁

広告掲載に関する問い合わせは象象合同会社 IM総合企画象象☎ 072-275-5449

広 

告
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大阪南消防局消防吏員募集

採用予定日
令和 6 年10 月1日
採用予定人員
消防吏員 A・B　合計 6 人程度

（内訳：女性 1 人程度、男性 5 人程度）
試験日・場所
◦一次試験　6 月16 日㈰
　教養試験・体力試験
◦ 二次試験　7月中旬から下旬予定
　論文、集団討論、面接、身体検査
　※一次試験合格者
場所：大阪南消防局
受験資格
◦消防吏員 A
　 平成 7 年 4 月 2 日以降に生まれ、令

和 6 年 9 月までに大学（短期大学除く）
を卒業（見込み）の方

◦消防吏員 B
　 ①平成11年 4 月 2 日以降に生まれ、

令和 6 年 9 月までに短期大学・高等専
門学校・救急救命士専門学校を卒業（見
込み）の方

　 ②平成13 年 4 月 2 日以降に生まれ、
高等学校を令和 6 年 3 月までに卒業し
た方

試験要綱配布期間・申込方法
期間：5月7 日㈫～28 日㈫
申込方法：ホームページから受付専用ペ
　　　　　ージにアクセスしてください。
問合せ：大阪南消防局
　　　　　総務部人事企画課人事係
☎ 072-958-9926

放課後児童支援員・補助員
( 週 5 日勤務 ) 募集

【勤務日時】㈪～㈮ + 月 2 回程度の土曜日
( 平日12:45 ～17:45 学校休業日等 8:30
～17:15)
■■任任■■期期   象象 勤務可能日～令和 7 年 3 月 31日ま
で ( 再度の採用あり)
■■対対■■象象   どなたでも
■■定定■■員員  3 人程度※資格の有無で報酬に違い
があります。社会保険有、期末手当有。
■■申申■■込込 Web 応募もしくは次世代育成課窓口
へ採用試験申請書を持参。
■■問問    次世代育成課

放課後児童支援員の補助員
( スポット勤務 ) 募集

【勤務日時】シフト制 ( 平日12:45 ～17:45 
学校休業日等 8:30 ～17:15)
■■任任■■期期   象象 勤務可能日～令和 7 年 3 月 31日ま
で(再度の採用あり)■■対対■■象象   どなたでも■■定定■■員員  
10 人程度 。社会保険なし、期末手当なし。
■■申申■■込込 Web 応募もしくは次世代育成課窓口
へ採用試験申込書を持参。
■■問問    次世代育成課

－ 催 し －

古代史・月例見学会

〇古代史見学会
「薫風の佐紀古墳群・平城宮跡を歩く」象象
■■とと■■きき  象象5月 26 日㈰10:30 集合
■■場場■■所所  近鉄京都線平城駅 改札前
■■￥￥  象象資料代など 200 円 ( 小雨決行 )
■■申申■■込込  象象事前申込不要・昼食持参
コース：平城駅 ∼ 五社神古墳 ( 神功皇后陵
古墳 )∼ 佐紀石塚山古墳 ( 成務天皇陵古
墳 )∼ 佐紀陵山古墳 ( 日葉酢媛陵古墳 )∼
平城宮跡 ( 昼食・休憩 )∼ 市庭古墳 ( 平城
天皇陵古墳 )∼ ヒシャゲ古墳 ( 磐之媛陵古
墳 )∼コナベ古墳 ∼ ウワナベ古墳 ∼ 近鉄・
新大宮駅（15:30 解散予定 約 7 ㎞）

〇月例見学会
「河内源氏のふるさとを巡る」象象
■■とと■■きき  象象6 月 23 日㈰10:00 集合
■■場場■■所所  近鉄南大阪線・喜志駅 バス乗り場前
■■￥￥  象象資料代など 200 円 ( 小雨決行 )
　※バス代160 円 ( 各自支払い )
■■申申■■込込  象象事前申込不要・昼食持参
コース：喜志駅 ∼ 四ツ辻停留所 ∼ 源氏三
代の墓 ∼ 通法寺跡 ∼ 壷井八幡宮 ∼ 飛鳥戸
神社 ∼ 観音塚古墳 ∼上ノ太子駅（15:30
解散予定 約 8 ㎞）

※参加される場合は、事前の体温確認・適
時の水分補給など十分な体調管理のうえ無
理がないよう参加ください。象象
■■問問    NPO 法人フィールドミュージアムトーク史遊会

（至田）携帯 090-3825-6412
メール shiday@maia.eonet.ne.jp

令和 6 年度 就学援助
経済的な理由により、市立小・中・義務教
育学校にお子様を就学させることが困難な
保護者に対して、学用品費などの一部を援
助します。

【一斉受付期間・受付時間】
5 月 1 日㈬～ 31 日㈮ ※㈯㈰㈷除く
9:15 ～ 17:00
※一斉受付期間終了後に申請した場合、援
助費は減額されて支給されることになります。

【受付場所】
児童生徒の在籍小 ･ 中・義務教育学校また
は学校教育課（市役所別館３階）
※オンライン申請も可能です。詳細は市ウ
ェブサイトをご覧ください。（ただし学校
諸経費の滞納がある方はできません。）
≪期間中に申請できなかった方》
令和 7 年 2 月 28 日㈮まで随時受付。ただ
し、支給額は申請月によって減額されます。

（注）毎年申請が必要です。過去に認定を
受けた方も、令和６年度に受給をご希望の
かたは申請してください。

（注）詳しい内容については、４月に学校
で配布された「令和６年度就学援助制度に
ついて【お知らせ】」をお読みください。
■■問問    学校教育課

願書受付方法・期間
原則郵送のみ
5月7 日㈫～28 日㈫消印有効
〒 583-0015
藤井寺市青山 3丁目 613 番地の 8
大阪南消防局 総務部 人事係

■ ■ 問問 大阪南消防局
　 総務課 人事企画課 人事係
☎ 072-958-9926

広告掲載に関する問い合わせは象象合同会社 IM総合企画象象☎ 072-275-5449
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はびきのおもちゃ病院

■■とと■■きき  象象5月12 日㈰ 9:00 ～12:00
■■場場■■所所  市役所別館 2 階
■■問問    羽曳野市社会福祉協議会
☎ 072-958-2315（平日のみ）
おもちゃを修理していただける人を募集しています。

羽曳野まち歩きガイドの会 月例見学会

古市古墳群の中央部を巡る象象
■■とと■ ■ きき 5月 25 日㈯13:00
■■場場■■所所  古市駅東広場集合

［コース：白鳥陵古墳 ∼ 古市大溝 ∼ 青山古
墳 ∼ 墓山古墳 ∼ 野中宮山古墳 ∼ はざみ山
古墳 ∼ 仲哀天皇陵古墳 ∼アイセルシュラ
ホール ∼ 葛井寺 ∼ 藤井寺駅（16:00 解散
予定）］
古市古墳群北部から中央の巨大古
墳を巡る象象
■■とと■ ■ きき 6 月 23 日㈰13:00
■■場場■■所所  道明寺駅集合

［コース：道明寺天満宮 ∼ 道明寺 ∼ 允恭天
皇陵古墳 ∼ 鍋塚古墳 ∼ 仲姫命陵古墳 ∼ 古
室山古墳 ∼ 大鳥塚古墳 ∼ 応神天皇陵古墳
∼ 東馬塚古墳 ∼ 誉田八幡宮 ∼ 古市駅解散
(16:00 解散予定 )］

■■￥￥  象象200 円（小雨決行 )象象
■■申申■■込込    電話・メール
■ ■ 問問 羽曳野まち歩きガイドの会
☎ 080-5328-1137（細見）
メール k.hosomi.11373@onyx.ocn.ne.jp

菊苗販売のお知らせ

大菊苗の販売 5月13 日㈪15:30 ～16:30
福助苗の販売 7月22日㈪13:30 ～14:30
■■場場■■所所  陵南の森公民館ゲートボール横
■■問問    大阪菊花会 ( 芝田 )090-1890-0955
　農とみどり推進課  ☎ 072-947-3707

年に一度の古市古墳群
イズミヤ屋上展望

年に一度屋上に上がれるこの機会に世界遺
産の古墳群を展望してみませんか。象象
■■とと■■きき  象象5月5 日 ( 日・祝 )10:00 ～16:30
■■場場■■所所  イズミヤ古市店屋上
■■対対■■象象   来店の皆様 ( 小学生以下は保護者同伴 )
参加者の皆様に見学記念缶バッチを進呈
■■問問    NPO 法人フィールドミュージアムトーク史遊会

（至田）携帯 090-3825-6412
メール shiday@maia.eonet.ne.jp

【高村病院提携講座】レッツエクサ
サイズ！ひざの痛みは運動で治そう

関節疾患の中で多くの人が悩んでいるひざ
痛。ひざの原因は何か？改善するためにど
のような運動をしたら良いの？ひざに関す
るさまざまな悩みについて解説していきな
がら、一緒に運動を行っていきます。象象
■■とと■■きき  象象6 月 25 日㈫14:30 ～16:00
■■場場■■所所  峰塚公園管理棟 ( 時とみどりの交流館 )
■■講講■■師師  象象辰巳 博俊氏、髙橋 一貴氏
■■定定■■員員  20 人※先着順
■■￥￥  象象500 円 ( 申込後返金不可)
■■申申■■込込  象象5/7 ㈫～ 6/18 ㈫　10:00 ～17:00
　　峰塚公園管理棟へ来館・電話（㈭休館 )
■■持持■■物物  タオル・上靴・飲み物・筆記用具
■■問問    峰塚公園管理棟 072-942-6647

あそびのたね
～峰塚公園でプレパーク～

■■とと■■きき  象象5月12 日㈰10:00 ～15:00
■■場場■■所所  峰塚公園　管理施設ゾーン
■■内内■ ■ 容容容容 自由に遊ぼう(しゃぼん玉や段ボール
など遊びの材料を用意しています )
■■問問  象象はびきのプレーパーク
メール habikino.playpark@gmail.com

　　　ブログ　　　　　メール

大阪府立近つ飛鳥博物館 5 月の催し

Ⅰ . 令和 6 年度春季企画展
 「四天王寺と古代王権」
聖徳太子創建の古刹として名高い四天王
寺。その出土瓦の最新研究からわかってき
た飛鳥から平安時代初めの四天王寺の歴
史を紐解きます。
■■とと■■きき  象象4 月 20 日㈯～ 6 月16 日㈰
　　 10:00 ～17:00( 入館は16:30 まで )象象
※ ㈪休館（月曜日が祝日の場合は開館し、

翌日に休館）
■■場場■■所所  近つ飛鳥博物館 地階特別展示室
■  ■  ￥￥ 一般 430 円、65 歳以上・高校生・

大学生 330 円
Ⅱ . 古墳時代まつり
古代衣装体験やワークショップ・古墳探検
ツアーなど様々なイベントを行います。象象
■■とと■■きき  象象5 月 3 日 ( 金・祝 )11:00 ～ 15:00
■■場場■■所所  近つ飛鳥博物館・風土記の丘
Ⅲ . こどもファーストデイ
家族のコミュニケーションづくりを応援し
ます。色々な工作を自分の手で作ってみ
よう。スタンプカードがいっぱいになると、
記念品をプレゼントします。
■■とと■■きき  象象5 月 18 日㈯ 13:30 ～ 15:00
　　 （随時受付）
■■場場■■所所  近つ飛鳥博物館 1 階 ロビー
■ ■ ￥￥ 100 円
■■問問     大阪府立近つ飛鳥博物館

（南河内郡河南町大字東山 299）
☎ 0721-93-8321
FAX 0721-93-8325

おとなの講座

自力整体教室 第 1・3 ㈫ 14:30 ～ 16:00
手編み教室 第 2 ㈭第 3 ㈪ 14:00 ～ 16:00
こどもの手編み 第 3 ㈪ 16:00 ～ 17:00
書道教室 毎週㈮ 14:30 ～ 16:00
ちぎり絵教室 第 2 ㈭ 14:30 ～ 16:00

■■申申■■込込・■ ■ 問問 NPO 法人南河内こどもステーシ
ョン　☎・FAX 072-957-1114

－ 講 座 －  
大人の居場所です。 
楽しくおしゃべりしながらやりましょう。

第 22 回 羽曳野写真連盟「写真展」
■■とと■■きき  象象5月9 日㈭～13 日㈪10:00 ～17:00
※初日は12 時から、最終日は16 時まで
■■場場■■所所  LIC はびきの アトリウム
■ ■ 問問 事務局担当 福本☎ 080-3803-3793

仲
間
募
集
中

写団みやび
前田　携帯 090-5055-0498
ピンボケ写真クラブ
福本　携帯 080-3803-3793

21フォト・フレンズ
高橋　携帯 080-1410-2390

広告掲載に関する問い合わせは象象合同会社 IM総合企画象象☎ 072-275-5449
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ボランティア・市民活動わくわく講座

5 月 折紙ボランティア養成講座
はびきの折紙ボランティア桃
■■とと■■きき  象象① 5月 22 日㈬13:30 ～15:00
　　② 5月 28 日㈫13:30 ～15:00
　　③ 6 月5 日㈬ 14:00 ～15:30
■■場場■■所所  ①エコプラザはにふ
　　　②市役所 A 棟西会議室
　　　③高年生きがいサロン 3 号館
■■持持■■物物  象象15ｃｍ角の折紙 ( 無地 )・筆記用具
　　　定規・ハサミ・のり

■■対対■ ■ 象象 市内でボランティア活動ができる方
■ ■ ￥￥ 無料
■■申申■■込込 事前に電話または窓口
■ ■ 問問 羽曳野市社会福祉協議会
☎ 072-958-2315

パソコン「インターネット＆メール入門講座」

■■とと■■きき  象象6 月 6 日・13 日・20 日㈭
計3 日間 、各日13:30 ～16:00
■■場場■■所所  市民会館 4 階 研修室（変更あり）
■■対対■ ■ 象象 20 歳以上で初心者の方
■■定定■■員員  象象12 人（多数の場合抽選）
■ ■ ￥￥ 1,300 円（3 回分 / テキスト代込）
■■申申■ ■ 込込 当会ウェブサイト→
5月10 日㈮必着
■■問問  象象羽曳野 ITサポート会

（小島）携帯 090-9700-6959
サポート会員募集中！

令和 6 年度 羽曳野市点字教室

6つの点から広がる世界。点字を、わかり
やすく楽しく学べる教室です。

「初めての点訳」を一緒に学んでみませんか。
■■とと■■きき  象象5月 20 日～令和 7 年 2 月17 日
毎月約 2,3 回、㈪13:30 ～15:30
■■場場■■所所  市役所別館 2 階 研修室
■■対対■ ■ 象象 市内在住・在勤・在学の方
■■定定■■員員  象象8 人　■■￥￥  770 円（教材費）
■■申申■■込込・■ ■ 問問 電話・FAX・窓口
5月1日㈬～17 日㈮
障害福祉課　☎ 072-947-3824
FAX 072-957-1238

菊花講習会のお知らせ

■■とと■■きき  象象5月13 日㈪　だるま作り・福助作りほか
　　  6 月10 日㈪　大菊 9 号鉢定植ほか
　　　各日とも13:30 から
■■場場■■所所  陵南の森公民館 2 階 第1・第 2・第 3 研修室
■■対対■ ■ 象象 どなたでも　■ ■ ￥￥ 無料
■■問問  象象大阪菊花会（芝田）携帯 090-1890-0955
農とみどり推進課☎ 072-947-3707（直通）

第1回家庭園芸セミナー
「図解でよくわかる！病害虫の見分け方と対策」

■■とと■■きき  象象5月 31日㈮ 10:30 ～11:15
　　( 受付：開始 30 分前 ) 終了後質問受付あり
■■場場■■所所  大阪府立環境農林水産総合研究所
■■定定■■員員  60 人 ( 先着順 )　■ ■ ￥￥ 無料
■■申申■ ■ 込込 Web、はがき、FAX のいずれか
　　締切は、5月 22 日㈬必着
詳細は、大阪府立環境農林水産総合研究
所ウェブサイトをご覧ください。
■■問問  象象大阪府立環境農林水産総合研究所 企画グループ
☎ 072-979-7070

市民後見人養成講座
オリエンテーション

判断能力が十分でない方 ( 認知症高齢者や
知的障害、精神障害のある方 ) の生活を身
近な立場で支援し、だれでも住み慣れた地
域で安心して暮らすことのできる社会の実
現をめざし、「市民後見人」が活動しています。
社会貢献に意欲と熱意のある市民の方を対
象に「市民後見人養成講座」を開催します。
6 月1日㈯午前10 時～午後12 時10 分
豊中市立地域共生センター　西館 3 階大会議室

6 月 8 日㈯午前10 時～午後12 時10 分
門真市役所　本館 2 階大会議室
6 月 8 日㈯午後 2 時～午後 4 時10 分
東大阪市布施駅前市民プラザ　多目的ホール
6 月15 日㈯午前 9 時 50 分～午後12 時
大阪府社会福祉会館　5 階 501
6 月19 日㈬午後1時 30 分～午後 3 時 40 分
大阪狭山市役所　3 階第1会議室
6 月 22 日㈯午前10 時～午後12 時10 分
高槻市役所総合センター　14 階 C1401会議室
6 月 22 日㈯午後1時 30 分～午後 3 時 40 分
岬町役場　2 階会議室
6 月 29 日㈯午前 9 時 50 分～午後12 時
岸和田市立福祉総合センター　3 階大会議室

■■対対■ ■ 象象 オリエンテーションはどなたでも
　　養成講座は市内在住・在勤の満 25 歳
　　以上 70 歳未満の方
■■申申■ ■ 込込 社会福祉法人大阪府社会福祉協議会 
　　　地域福祉部 権利擁護推進室
☎ 06-6764-7760
　　　( 上記の QR コードでも可能です。)象象
■■問問    保健福祉政策課

白鳥児童館だより（5 月）
翠鳥園 2-9-101※駐車場はありません
☎・FAX 072-957-4900

【利用時間】㈪～㈯ ※㈷除く　10:00 ～
12:00/13:00 ～17:00
■■対対■■象象  小学生・保護者同伴の乳幼児

（申込が必要な事業については羽曳野市民
に限ります。）
将棋であそぼう
■■とと■■きき  象象8 日㈬15:30 ～16:30
■■対対■■象象  小学生
絵本のへや（絵本・紙芝居など）
■■とと■■きき  象象15 日㈬10:30 ～11:00
ハンドメイド教室 ( おやつ作り)

「まんまるチーズハットグとベビーカステラ」
■■とと■■きき  象象18 日㈯①10:00 ～11:30
　　　②14:00 ～15:30
■■対対■■象象  1～ 6 年生　■■￥￥  100 円 ( 当日持参 )
■■定定■■員員  先着各10 人
■■持持■■物物  象象エプロン・三角巾・水とう・マスク
わくわく子育て広場

「しゃぼん玉であそぼう！」
■■とと■■きき  象象20 日㈪10:30 ～11:30
■■持持■■物物  象象着替え・タオル
みんなで遊ぼう水曜日

「バドミントンで遊ぼう」
■■とと■■きき  象象22 日㈬ ※雨天中止
①14:30 ～15:15（1～3 年生）
②15:30 ～16:15（4 ～ 6 年生）
■■持持■■物物  象象水とう・帽子

グラウンドゴルフであそぼう
■■とと■■きき  象象25 日㈯ 14:00 ～15:00 ※雨天中止
■■持持■■物物  象象水とう・帽子

絵本のへや ( 絵本・紙芝居など )

■■とと■■きき  象象27 日㈪ 10:30 ～11:00

広告掲載に関する問い合わせは象象合同会社 IM総合企画象象☎ 072-275-5449
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定期普通救命講習

AED（自動体外式除細動器）の使用方法を
含めた応急手当など。
■■とと■■きき  象象6 月 8 日㈯13:30 ～16:30
※応急手当 WEB 講習修了者は 14:30 から
■■場場■■所所  藤井寺市民総合体育館 会議室 4
　　 （藤井寺市大井1-2-20）駐車場なし。
■■対対■■象象  市内在住・在勤・在学の方
■■定定■■員員  先着 30 人 ( 定員になり次第終了)
■■申申■ ■ 込込 電話（5月 8 日㈬ 9:00 から）
■■問問 大阪南消防局 救急課 ( 平日 9:00 ～17:00)
☎ 072-958-9932

青少年児童センターだより（5 月）
向野 3-1-33　☎ 072-952-0032
FAX 072-937-8580

【一般開放】㈪～㈯13:00 ～17:00
※祝日を除く
子ども広場「将棋教室」
気軽にご参加ください。
■■とと■■きき  象象11日・18 日・25 日㈯
15:00 ～16:30（変更の場合あり）
■■対対■■象象  小学1～ 6 年生
おもしろ教室「ラケット＆ボール」
～牛乳パックと新聞紙を使ってラケットと
ボールを作って遊びましょう。～
■■とと■■きき  象象11日㈯10:00 ～11:30
■■対対■■象象  3 歳以上の幼児と小学生
　　 （小学1年生まで保護者同伴）
■■定定■■員員  先着15人
■■持持■■物物  象象はさみ
　　 牛乳パック1ℓ( 洗浄したもの )×3 個
■■申申■ ■ 込込 電話 (5月1日㈬ 9:00 から）
子育てセミナー「親子体操」
親子で楽しく体を動かそう。初めての方
は、電話にて事前登録が必要です。象象
■■とと■■きき  象象18 日㈯10:00 ～11:30
■■場場■ ■ 所所 同センター体育館
■■対対■■象象  3、4 歳向けですがどなたでも
■■定定■■員員  50 人程度
■■持持■■物物  象象体育館シューズ（親子とも）

令和 6 年度 青少年児童センター教室
☎ 072-952-0032
■■対対■■象象  市内在住の小学校・義務教育学校の
児童　■■申申■■込込  象象 窓口（5 月1日㈬～18 日㈯
9:00 ～17:00）※先着順 ( ㈰・㈷を除く)
書道教室 1部（硬筆）2 部（硬筆・毛筆）
■■とと■■きき  象象6 ～ 9 月、第1・3 ㈯
1部14:00 ～15:00・2 部15:00 ～16:00
■■場場■ ■ 所所 学習室　■ ■ ￥￥ 800 円
■■対対■■象象  1部1年生　■■定定■■員員  象象5人
2 部 2 ～3 年生　■■定定■■員員  象象10 人
■■持持■■物物  象象1部 ( 硬筆 )4B 鉛筆 2 本、消しゴム、
　　 ソフト下敷き
　　 2 部 ( 硬・毛筆 )4B 鉛筆 2 本、消し
　　 ゴム、ソフト下敷き、習字道具一式、雑巾
サッカー教室 1部・2 部
■■とと■■きき  象象6 月～翌年 3 月、毎月 2 回㈯
1部10:00 ～11:00・2 部11:00 ～12:00
■■場場■ ■ 所所 グラウンド (9 月より体育館 )
■ ■ ￥￥ 2,400 円（保険料込）
■■対対■■象象  1部1・2 年生、2 部 3 ～ 6 年生
■■定定■■員員  象象各20 人
■■持持■■物物  象象ボール ( ある人 )、動きやすい服装、
　　運動靴、水筒 ( お茶 )、タオル、着替
　　え ( 必要に応じて )、9 月からと雨天
　　時は体育館シューズ

教室生募集

申込みは窓口まで。詳細はウェブサ
イトでご覧いただくか、お問い合わせ
ください。
市民会館
☎ 072-958-2311
◦歌声くらぶ ［第 2 ㈫］
◦万葉集講座 ［㈬月 2 回］
◦風土記講座 ［㈬月 2 回］
◦簡単・健康ヨガ教室［㈪月 3 回］
◦フラワーアレンジメント教室 5/11㈯
◦認知症予防講座 5/28 ㈫
◦消しゴムはんこ教室 ( 大人対象 )6/8 ㈯
丹治はやプラザ
☎ 072-937-2355
◦整体ヨガ＆リズム体操 ㈫
◦リフレッシュヨガ教室 ㈬
◦太極拳教室 ㈬
◦手作りパン教室 5/9 ㈭
◦深呼吸深めるヨガ＆リズム体操㈮
◦はじめてのフラダンス教室㈮
◦ストレッチポール＆リズム体操㈮
石川プラザ
☎ 072-950-2002
◦歌声くらぶ 5/21㈫
◦健康美人大学 ㈪
◦楽しい『ZUMBA』ダンス ㈫
◦フラダンス教室 ㈫
◦やさしいヨガ教室㈭
◦健康いきいきクラブ ㈭
◦ゆぅ～遊太極拳 教室㈮
◦背骨コンディショニング ㈮
◦土曜ベーシックヨガ ㈯
ＭＯＭＯプラザ
☎ 072-957-5553
◦ベビーダンス ㈬
◦キッズ☆ベビーダンス ㈬
◦リフレッシュヨガ ㈪・㈬
◦イブニングヨガ・ナイトヨガ ㈭
◦ストレッチヨガ ㈯  ◦背すじ美人 ㈫
◦ぱ～ん・pa！パン教室 ㈯
◦簡単♡大人のパン教室㈬
◦書を楽しむ教室 ㈮
◦やさしいフラダンス教室 ㈫
◦まるごと韓国語文化教室 ㈮
◦きのくり健康教室 ㈪
◦茶道教室 ㈭㈯
◦踊る健康・楽しい ZUMBA ㈰
◦整うカラダ ピラティス㈰
◦ココロもカラダも喜ぶ健康づくり教室 5/7 ㈫
◦全脳活性メイクレスン 5/7 ㈫
◦ベビーマッサージ＆育児相談 5/21㈫
◦フラワーアレンジメント グリーン
　　ウォール＆フライングリース 6/10 ㈪
◦ブース利用者募集中

はびきの市民大学
軽里1-1-1 LIC はびきの
☎ 072-950-5503
FAX 072-950-5650
第1部　学位記授与式
第 2 部　特別講義「スプリングコンサート」
■■とと■■きき  象象5月11日㈯13:45から（13:15 開場）
■■場場■■所所  LIC はびきの1階 ホール M
■■￥￥  無料・自由席
特別講義　大阪芸術大学演奏学科ポピュ
ラー音楽コース有志による演奏
大阪芸術大学 特任准教授 嶋本 高之氏
単位認定講座聴講生募集
①『源氏物語』桐壺巻を深読みする　　
　　源氏物語絵巻と尾張徳川家
■■とと■■きき  象象5月 21日㈫10:30 ～12:00
■■講講■■師師  象象あべのハルカス美術館 学芸員 新谷 式子氏
④大阪音楽大学提携講座
　 社会が音楽を生み、音楽が社会をつくる
■■とと■■きき  象象5月15 日・22 日・29 日
　　　　　　　　㈬14:30 ～16:00
15 日 ロシア宮廷の音楽家たちと国民楽派
22 日 チェコ、民族主義の作曲家たち
29日 国民音楽協会とその後のフランス音楽
■■講講■■師師  象象大阪音楽大学 講師 芝池 昌美氏
⑦学長企画講座 現代にひきつがれる、
　ユダヤ・イスラエルの思想・文化
■■とと■■きき  象象5月18 日・25 日㈯10:30 ～12:00
18 日 反ユダヤ主義とホロコースト
25 日 ユダヤ系アメリカ文学の伝統と笑い
■■講講■■師師  象象関西大学客員教授 文学博士
　　ユダヤ系アメリカ文学専門家 広瀬 佳司氏
⑧多様な背景をもつ外国人を宗教、食、
　歴史の観点から学ぶ
■■とと■■きき  象象5月18 日・25 日㈯14:30 ～16:00
18 日 イスラム教の基礎とハラルの基本
25 日 宗教 ( ユダヤ教、キリスト教、ヒンズー教等 ) を学ぶ
■■講講■■師師  象象( 一社）ハラル・ジャパン協会
　　コンサルタント　佐久川 優衣氏ほか
■■場場■■所所  LIC はびきの 3 階 視聴覚室
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■■対対■■象象  どなたでも　■■￥￥  各 800 円
■■定定■■員員  受付に問合せてください
■■支支■■払払   当日現金のみ
■■申申■ ■ 込込 講義1週間前～前日
　　　　　※定員に達し次第締切

－ スポーツ － 第 45 回 市民総合体育大会結果

バスケットボール一般男子
優勝 STORM

準優勝 WILL
3 位 超平和 RAID

バスケットボール一般女子
優勝 Free Style

準優勝 ALL　FREE
3 位 REMEMBER・COLORADO

ソフトテニス中学生男子
優勝 松本 飛翼・藤田 奏

準優勝 藤本 悠人・小枝 楽太

3 位
生田 颯汰・松井 隼人
上原 都和・久井 友稀

ソフトテニス中学生女子
優勝 松尾 聖菜・小林 莉緒

準優勝 佐伯 菜々香・杉原 佑奈

3 位
弓立 茉央・井上 夏帆
佐藤 日和・葉山 心愛

第 55 回 市民体育祭

広報 6 月号にプログラム等を掲載します。
詳細は市ウェブサイトでご確認ください。
■■とと■■きき  象象6 月 9 日㈰ 小雨決行
■■場場■■所所  市立中央スポーツ公園
■■問問  象象市民体育祭実行委員会
事務局 スポーツ振興課

第 42 回 羽曳野市長杯
ゲートボール大会

■■とと■■きき  象象5 月 15 日㈬ 8:30 から
（予備日 5 月 16 日㈭）
■■場場■■所所  陵南の森運動広場　■ ■ ￥￥ 無料
■■対対■■象象  市内在住・在勤・在学
　　 経験の有無は問いません
■■定定■■員員  象象 チーム編成および指導の関係で制限

する場合有。
■■申申■■込込・■■問問  象象５月 1 日㈬～ 10 日㈮
スポーツ振興課
☎ 072-947-3901（直通）

第 41回 ソフトテニス連盟
団体戦大会の参加者募集

■■とと■■きき  象象［女子1・2 部］5月 26 日㈰
［男子2 部、3 部］6 月 30 日㈰
［男子1部］7月 28 日㈰
全部門予備日なし
7:00 からコート使用可
■■場場■■所所  市民体育館（西浦）テニスコート
■■対対■■象象    市内在住・在勤・在クラブの高校生以

上または連盟が認めた方
■■部部■■門門    ［男子・女子１部］高校生以上

［男子・女子２部］45 歳以上
［３部］男子 65 歳以上・女子 60 歳以上の男
子ペア・女子ペア・ミックスあり
■ ■ ￥￥ 1チーム 6,000 円（高校生 4,500 円）
■■申申■■込込・■■問問  象象  象象［女子1・2 部］
4 月 22 日㈪～ 5月11日㈯

［男子２部・３部］
5月 27 日㈪～ 6 月15 日㈯

［男子1部］
6 月 24 日㈪～7月13 日㈯
※申込チーム数によっては期限までに締め
切る場合があります。

（猪
いのさこ

砂）☎ 072-956-4788 FAX 072-926-
6996 携帯 090-3821-7547

（渡辺）☎ FAX 072-911-4940 携帯 080-
5779-3089

テニススクール入会キャンペーン
【5 月1日㈬～31日㈮】

◦体験レッスン無料
◦入会金無料（通常：2,200 円）
■■場場■■所所  駒ヶ谷テニスコート
« 一般クラス »
◦初心者・初級者クラス
◦経験者・中級者クラス
« キッズ・ジュニアクラス »
◦キッズクラス（小学生未経験者）
◦ジュニアクラス（小中学生経験者）
◦選手コース
詳細はウェブサイトをご覧いただくか、問
い合わせください。
■■問問  象象SSK テニススクール

（駒ヶ谷テニスコート）
☎ 072-957-5963

【公開講座】タネから育てる草花
　　　　　　　～たねダンゴ R づくり～
■■とと■■きき  象象6 月 8 日㈯14:30 ～16:00
■■場場■■所所  LIC はびきの 3 階視聴覚室
■■￥￥  1,000 円 ( 材料費含む )
■■定定■■員員  60 人 ( 先着順 )
■■対対■■象象  3 歳～大人※未就学児は保護者同伴
■■講講■■師師  象象公益社団法人日本家庭園芸普及協会
　グリーンアドバイザーたねダンゴ指導員
　坪井 由美氏

【公開講座】蚕がつくる繭の話
　　　　　　－繭を使ったものつくりー
■■とと■■きき  象象7月13 日㈯14:30 ～16:00
■■場場■■所所  LIC はびきの 3 階視聴覚室
■■￥￥  1,500 円 ( 材料費含む )
■■定定■■員員  30 人 ( 先着順 )
■■対対■■象象  小学生～大人※保護者同伴1人可
■■申申■ ■ 込込 5月18 日㈯～7月 6 日㈯
■■講講■■師師  象象畿央大学人間環境デザイン学科
　　　教授　村田 浩子氏

【公開講座】からだの音を聴いてみよう
■■とと■■きき  象象7月 20 日㈯14:30 ～15:30
■■場場■■所所  LIC はびきの 3 階視聴覚室
■■￥￥  500 円　■■定定■■員員  60 人 ( 先着順 )
■■対対■■象象  小学生～大人※保護者同伴1人可
■■申申■ ■ 込込 5月18 日㈯～7月13 日㈯
■■講講■■師師  象象畿央大学健康科学部看護医療学科
　　　准教授　須藤 聖子氏

広報はびきの４月号（先月号）訂正とお詫び
【P3 施政方針（ともに支え合い健やかに
暮らせるまち）内にて以下の誤りがござい
ました。訂正しお詫び申し上げます。】

誤）〇補聴器の購入費用に加え、修理費
用についても一部助成を実施。

正）〇軽度の難聴児に対して、補聴器の購
入費用に加え、修理費用についても一部
助成を実施。

広告掲載に関する問い合わせは象象株式会社ウィット象象☎ 072-668-3275

広 

告
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◆赤十字の活動資金にご協力お願いします　
　5月1日から 6月30 日までを「赤十字運動期間」と定め、赤十字思想の普及と活動資金（会
費・寄付金）の募集を、連合区長会・赤十字奉仕団のご協力のもと行います。

◆地域福祉活動協力金にご協力おねがいします　
　地域福祉活動協力金はご協力頂いた半分を校区福祉委員会の活動費としてカフェ活動や子育てサロン事業等、各校区の活動費としてお使いい
ただき、半分は当会の行う市内全域の地域福祉事業の財源として活用させていただいています。ご協力いただくことが地域の福祉活動への参加
となり、福祉のまちづくりにつながります。

◆「ベビっこひろば」　園庭遊びを予定しています。
■■とと■■きき  象象5月15 日㈬10:00 ～11:00　■■場場■■所所  ベビーハウス社協園庭
■■対対■■象象  象象地域の親子※予約不要　■ ■ 問問 ベビーハウス社協　☎ 072-930-0240

誉田 4-2-1　☎ 072-952-1234こちら羽曳野けいさつ署

泥棒は、「侵入のしやすさ」や「防犯カメラの有無」などを確認して侵入する家を選ぶの
で、外回りの防犯対策を整え、防犯意識の高さをアピールして、窓や出入り口には防犯
ガラスや防犯性のの高いドアを使用しましょう。

泥棒が避けたくなる 家づくり

総合福祉センター（市役所別館）2 階　☎ 072-958-2315　FAX 072-958-3853
http://www.hasyakyo.net/　E メール：hasyakyo@alpha.ocn.ne.jp羽曳野市社会福祉協議会

社会福祉法人

愛の献血にご協力を♥
　400m ℓ献血、複数回献血へのご協力をお願いします。特に若年層の献血者が激減しています。
５月５日㈰ 市民フェスティバル（峰塚公園にて）共催：羽曳野ライオンズクラブ

【受付時間】10：00：～ 16：00  
血液センターからの申し出により 400ml 献血限定での受付になります。献血カードお持ち
の方は、【献血方法別の次回献血可能日】をご確認ください。※受付時に本人確認をお願い
する場合があります。

動画でもっと詳しく

善意のご寄付ありがとうございます
四ツ葉のクローバー 涌元 順子　　　　　￥2,000
浅田　照次　　　　　　　　　　　　　￥20,000
浅田　悦弘　　　　　　　　　　　　　￥10,000
ビオラの集い　　　　　　　　　　　　  ￥5,000
松倉　正美                                     ￥100,000
浄土真宗本願寺派 
石川北組仏教婦人連盟                      ￥100,000
 所属寺院 羽曳野地区（元勝寺、西念寺、覚永寺、
圓光寺、浄念寺、勝光寺、真蓮寺、願行寺、西向
寺、光宗寺、西光寺）           　　　　　　                                                  
匿名　　　　　　　　　　　　　　　　￥2,000
ふるなんフェスティバル実行委員会    
　　　　　　 お米・レトルト食品・家電小物・日用品
松浦　尚美　　　　　　　紙おむつ・紙おむつパッド

公益社団法人

羽曳野市シルバー人材センター
野々上 4-5-12　☎ 072-936-1500　FAX 072-936-1511
http://habikinosc.ec-net.jp　E メール：habislv@silver.ocn.ne.jp

～こんな仕事もお引き受けしています！～
・電球の交換・水道パッキン交換・植木の水やり・お墓の代理参り・清掃　

・犬の散歩・生活ゴミ出し　など
１作業あたり、1,470 円 ( 消費税込み、材料費別 )

※すべての作業は 1時間以内です。
※その他いろいろなお仕事承っています。

　お気軽にお問い合わせください。

敷地内からの屋内確認サービス(1回当り)　　
①建物の外観、破損等の確認　　　　　　　　
②庭 ( 植栽、草の繁茂状況等) の確認　　　　 
③不法投棄の確認　　　　　　　　　　　　　 
④郵送物の確認、チラシの回収廃棄　　　　　
⑤状況報告書(写真添付)の送付※上記5項目セットで、
2,999 円 ( 手数料 / 消費税込 )

こちらの商品は、羽曳野市ふるさと納税返礼品として出品中

敷地外からの目視による確認サービス(1回当り)
①ポストの中のチラシ回収・廃棄
②敷地外から植栽や草、建物の外観、破損等の確認
③状況報告書 ( 写真添付 ) の送付
④不当投棄の確認
※上記 4 項目セットで、2,000 円 ( 手数料、消費税込）

～空き家の管理お任せください！！～



30 −はびきの　令和6年（2024年）5月−

相　談 日　時 会　場 予約 ・ その他

法律相談

7 日㈫・14 日㈫・21日㈫・28 日㈫
6 月 4 日㈫13:00 ～17:00 市役所1階 市民相談室 要予約 ☎ 072-957-4000 　定員 8 人（1日）

相談時間 30 分　●市内在住・在勤・在学の方対象
●相談回数は1人1回（年度内）　●相談中はマスク着用
●陵南の森総合センターでは靴下着用（素足厳禁）

2 日㈭・16 日㈭
6 月 6 日㈭13:00 ～17:00 陵南の森総合センター

行政相談 8 日㈬13:00 ～15:00 陵南の森総合センター
国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。予約不要。
●相談中はマスク着用　●靴下着用 ( 素足厳禁 )
☎ 072-958-1111内線1070

行政書士による無料相
談会 ( 予約制 ) 16 日㈭13:30 ～15:30 LIC はびきの 2 階中会議室 B

相続、遺言、成年後見制度、法人設立および建設業などの営業許
可など申請手続きについて大阪府行政書士会が相談。要予約。
大阪府行政書士会南大阪支部 中山 ☎ 072-950-4545 相談時間 30 分

人権相談 17 日㈮14:00 ～16:00 陵南の森総合センター 2 階視聴覚室 人権について困ったことがあれば相談ください。
予約不要。直接お越しください。☎ 072-958-1111内線1054

「人権擁護委員の日」
特設人権相談

5 月 31 日㈮
10:00 ～ 12:00　13:00 ～ 15:00 市役所別館 2 階 研修室 予約不要。直接お越しください。☎ 072-958-1111 内線 1054

女性相談
1日㈬ ・10 日㈮・22 日㈬・6 月 5 日㈬
13:30 ～16:30

（6 月 5 日㈬のみ10:00 ～12:50 も）
市役所 4 階人権推進課（電話・面接）

人間関係、暴力（DV・虐待など）、からだのことなど、女性が抱え
る悩みを専門の相談員がお受けします。要予約。
☎ 072-958-1111内線1055

消費生活相談
㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］
10:00 ～12:00　13:00 ～16:00
※受付15:30 まで

市役所 2 階 消費生活相談室
契約上のトラブル、悪質商法による被害、クーリング・オフなどに関
するご相談。☎ 072-947-3715

（まずはお電話ください※予約優先）

障害者生活相談

㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
9:00 ～17:30 支援センターはる 身体・知的障害者の方のご相談、障害者の就業に関するご相談。

☎ 072-959-3261／ＦＡＸ 072-957-1604

㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
8:45 ～17:00 地域支援センターばんびーの 18 歳未満の障害児の方のご相談。

☎ 072-950-1530 ／ＦＡＸ 072-950-1531

㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
10:00 ～17:00 相談支援事業所フレンドハウス 精神障害者の方のご相談。

☎ 072-937-7898 ／ＦＡＸ 072-937-7898

㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
9:00 ～16:00 支援センターホープ 精神障害者の方のご相談。

☎ 072-931-0333 ／ ＦＡＸ 072-952-1342

障害者雇用相談 第 3 ㈭13:00 ～17:00 市役所 A 棟 2 階 西会議室
市役所別館1階 相談室 2

障害福祉課に予約。
☎ 072-958-1111内線1150 ／ＦＡＸ 072-957-1238

育児相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～17:00 市役所1階 こども家庭支援課 こども家庭支援課 母子保健担当 ☎ 072-947-3888

教育相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］10:00 ～16:00 教育研究所（LIC はびきの内） ☎ 072-958-7867

家庭児童相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～17:00 市役所 1階 こども家庭支援課 こども家庭支援課に予約。☎ 072-947-3837 （直通）

ひとり親家庭相談 毎週㈫㈮ 9:15 ～17:00 市役所 1階 こども政策課 こども政策課に予約。☎ 072-947-3836（直通）

保育士による育児相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～17:00 子育て支援センターふるいち 
子育て支援センターむかいの

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可。
［ふるいち］ ☎ 072-958-3308   ［むかいの］ 携帯 080-7536-7898

総合相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～17:00 人権文化センター 人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要、電話または直接お
越しください。　地域人権協議会　☎ 072-937-0860

就労をめざす若者の
ための無料相談会

第1 ㈮13:00 ～17:00 市役所別館1階 相談室
南河内若者サポートステーション　☎ 0721-26-9441

第 3 ㈮13:00 ～17:00 市民会館 3 階 第 6 会議室

ボランティア相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～17:00 市役所別館 2 階 （社会福祉協議会） 社会福祉協議会　予約不要、直接お越しください。電話相談可。 
☎ 072-958-2315

介護相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～17:00 市役所 A 棟1階 社会福祉協議会　予約不要、直接お越しください。電話相談可。 
☎ 072-950-0950

総合福祉相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～17:00 ①市役所別館 2 階（社会福祉協議会）
②社会福祉協議会　西部事務所

社会福祉協議会　予約不要、直接お越しください。電話相談可。 
①☎ 072-958-2315　②☎ 072-953-8067

生活自立相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～17:00 市役所別館 2 階（社会福祉協議会）
生活困窮のさまざまな原因に支援員が相談に応じて支援計画を策定
し、その方にあった自立に向けて支援を行います。
予約不要、直接お越しください。電話相談可。☎ 072-958-2315

学習相談 毎日［㈷は除く］9:00 ～17:00 LIC はびきの1階 市民大学 ☎ 072-950-5503･ ＦＡＸ 072-950-5650 市民大学ウェブサイトでも受付。

地域就労相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～17:00 地域就労支援センター（人権文化セン
ター内および 経済労働課内）

電話または直接お越しください。☎ 072-937-0860
（就職斡旋は行っておりません。） 

青少年相談コーナー
（16～おおむね 25歳）㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～17:45 大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもりなど）を

専門の担当者がお受けします。☎ 0721-25-1553

5 月の相談日程（無料）お気軽にご相談ください



● 

本
会
議
の
ラ
イ
ブ
中
継
に
つ
い
て

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
市
議
会
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
く
た
め
、本
会
議
の
様
子
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
ご
視
聴
い
た
だ
け
る
ラ
イ
ブ
中
継

（
生
中
継
）
を
令
和
3
年
第
１
回
定
例
会
の

最
終
日
よ
り
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
の
録
画
中
継
も
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
よ
り
引
き
続
き
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

 

◆ 

編
集
委
員
会
よ
り 

◆

令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
が
、
３
月
28
日
に 

閉
会
し
ま
し
た
。
本
定
例
会
で
は
、市
長
の
施
政

方
針
に
対
す
る
各
会
派
か
ら
の
代
表
質
疑
を

行
い
、次
に
上
程
さ
れ
た
市
民
の
暮
ら
し
に
大
き
く

関
わ
る
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
と
す
る
新
年
度

各
種
予
算
案
な
ど
が
、
本
議
会
や
各
常
任
委
員

会
に
お
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
円
安
や
国
際

紛
争
を
背
景
と
し
た
諸
物
価
の
値
上
が
り
や
、

日
本
銀
行
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
解
除
に
よ
る

デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
と
今
後
の
各
種
金
利
の
上
昇

が
市
民
の
暮
ら
し
に
与
え
る
影
響
な
ど
、
社
会

環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
身
近
な
場
所
で

市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
立
場
に
あ
る
羽
曳
野

市
の
様
な
基
礎
自
治
体
の
役
割
は
よ
り
重
要
度

を
増
す
も
の
と
し
て
、
皆
さ
ま
か
ら
選
ん
で
い
た

だ
い
た
私
た
ち
市
議
会
議
員
は
、
市
民
の
声
の

代
弁
者
と
し
て
市
政
に
向
け
て
議
会
を
通
じ
、

そ
の
重
要
な
役
割
を
遂
行
す
べ
く
努
力
致
し
て

お
り
ま
す
。
本
市
議
会
だ
よ
り
で
は
紙
面
の
都
合

上
、
定
例
会
に
お
け
る
議
事
内
容
の
ご
く
一
部

し
か
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
羽
曳
野
市

議
会
で
は
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
指
向
し
て

お
り
、
議
場
の
傍
聴
以
外
に
も
よ
り
多
く
の
情
報

を
お
知
り
に
な
り
た
い
場
合
は
、市
ウェ
ブ
サ
イ
ト

上
の
市
議
会
の
リ
ン
ク
先
で
本
会
議
の
ラ
イ
ブ

中
継
、
録
画
映
像
や
会
議
録
の
閲
覧
等
の
方
法

で
、本
会
議
、各
種
常
任
委
員
会
で
の
各
議
員
の

発
言
を
ご
確
認
い
た
だ
け
る
体
制
を
整
え
て
お
り

ま
す
の
で
、ご
視
聴
、ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
本
議
会
だ
よ
り
に
お
き
ま
し
て
も
こ
れ

か
ら
も
わ
か
り
や
す
く
、
議
会
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
て

参
り
ま
す
。
ご
意
見
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
各
議
員

や
議
会
事
務
局
に
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

令和令和 66 年第年第 11 回定例会報告回定例会報告
　　「市長の施政方針に対する各会派代表質疑」「市長の施政方針に対する各会派代表質疑」

令
和
6
年
第
1
回
定
例
会
は
2
月
26
日
か
ら
3
月

28
日
ま
で
の
32
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
令
和
6
年
度
施
政
方
針
に
対

す
る
会
派
に
よ
る
代
表
質
疑
、
8
名
の
議
員
に
よ
る

一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
専
決
処
分
の
報
告
1
件
と
、
条
例
の
一
部

改
正
、
令
和
5
年
度
一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
・

水
道
事
業
会
計
・
下
水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算

及
び
令
和
6
年
度
当
初
予
算
、
議
員
提
出
議
案

な
ど
47
件
の
議
案
、
そ
の
他
、
意
見
書
案
1
件

「
若
者
の
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
（
薬
物
の
過
剰
摂
取
）

防
止
対
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」
が
上
程
さ
れ

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
代
表
質
疑
の

内
容
を
中
心
に
報
告
し
、
一
般
質
問
、
各
常
任

委
員
会
の
審
査
報
告
、
審
議
さ
れ
た
案
件
の
議
決

結
果
等
は
６
月
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

第
1
回
定
例
会

《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

　
田
仲　
基
一　
　
　
竹
本　
真
琴

　
外
園　
康
裕　
　
　
百
谷　
孝
浩

　
南　
　
　
玲　
　
　
黒
川　
　
実

　
金
銅　
宏
親
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第 1 回定例会

ライブ中継について

編集委員会より

各会派代表質疑
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市議会だより市議会だより



市議会だより市議会だより

−市議会だより　令和6年（2024年）5月− 2

笹
井
喜
世
子
（
日
本
共
産
党
）

《「
は
じ
め
に
」
よ
り
》

●
質
疑　

様
々
な
施
策
や
事
業
の
取
組
の

中
で
、
ど
の
よ
う
に
丁
寧
に
市
民
の
声
を

聞
き
反
映
さ
れ
て
き
た
の
か
。

●
市
長
　
広
く
市
民
の
要
望
を
直
接
伺
い
、

様
々
な
手
法
で
施
策
や
事
業
の
企
画
立
案
に

反
映
さ
せ
て
い
る
。

●
要
望　

施
策
づ
く
り
は
、
市
民
や
職
員
、

有
識
者
の
意
見
を
十
分
反
映
さ
せ
議
論
し
て

丁
寧
に
進
め
る
仕
組
み
作
り
を
要
望
。

《「
安
全
・
安
心
で
い
き
い
き
と
し
た

生
活
の
実
現
」
よ
り
》

●
質
疑　

防
災
・
減
災
の
取
組
で
の
官
民

連
携
の
現
状
と
今
後
の
危
機
管
理
体
制
の

構
築
の
あ
り
方
は
。

●
市
長
　
地
域
の
自
主
防
災
組
織
へ
の
補
助
、

物
資
や
人
員
の
災
害
時
応
援
協
定
を
自
治
体

や
関
係
機
関
、
民
間
事
業
者
と
締
結
し
、

職
員
の
災
害
対
応
力
を
向
上
に
努
め
て
き
た
。

●
要
望　
能
登
地
震
の
教
訓
を
生
か
し
、
市

の
防
災
担
当
者
の
専
門
性
を
磨
き
、
地
域
と

の
信
頼
や
連
携
が
と
れ
る
連
続
し
た
体
制

づ
く
り
と
職
員
の
確
保
を
要
望
。

●
質
疑　
住
民
の
足
の
確
保
に
つ
い
て
当
市

で
は
公
共
交
通
施
策
を
担
当
す
る
部
署
が

な
い
。
公
共
交
通
を
担
当
す
る
部
署
と
市
と

市
民
が
話
し
合
え
る
地
域
公
共
交
通
会
議
の

設
置
を
早
急
に
つ
く
る
べ
き
だ
が
考
え
は
。

●
市
長
　
交
通
施
策
に
特
化
し
た
専
属
の

部
署
の
設
置
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や

多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
対
応
が

必
要
。
今
後
適
切
な
時
期
に
検
討
を
行
う
。

●
要
望　
住
民
の
人
権
保
障
と
し
て
の
交
通

権
の
視
点
か
ら
も
、
早
急
に
専
属
の
部
署
と

地
域
公
共
交
通
会
議
の
設
置
を
要
望
。

●
質
疑　

国
民
健
康
保
険
は
令
和
６
年
度

か
ら
府
内
統
一
化
に
よ
り
、
ま
た
介
護
保
険

は
第
９
期
で
基
金
を
全
額
取
り
崩
さ
な
い

こ
と
に
よ
り
、
ど
ち
ら
も
保
険
料
が
値
上
げ

と
な
り
生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
が
、
制
度
の

課
題
や
今
後
の
見
通
し
へ
の
考
え
は
。

●
市
長
　
安
定
し
た
運
営
を
行
っ
て
い
く

た
め
、
引
き
続
き
国
・
府
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
市
民
を
守
る
施
策
を
実
施
し
て
い
く
。

●
要
望　
国
・
府
の
制
度
が
さ
ら
に
市
民
を

苦
し
め
る
制
度
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
の

認
識
を
持
ち
、
自
治
体
の
長
と
し
て
市
民
の

命
と
健
康
を
守
る
立
場
に
立
つ
こ
と
を
要
望
。

《「
子
ど
も
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る

次
世
代
育
成
」
よ
り
》

●
質
疑　

教
師
の
多
忙
化
や
長
時
間
労
働

は
大
き
な
課
題
の
中
、
教
員
不
足
へ
の
認
識

と
取
組
、
働
き
方
改
革
へ
の
取
組
は
。

●
市
長
　
教
員
不
足
は
大
き
な
問
題
と
認
識

し
て
い
る
が
、
定
数
は
国
の
制
度
で
定
数
増

に
向
け
国
に
要
望
し
て
い
く
。
保
護
者
と
の

連
絡
ツ
ー
ル
「
テ
ト
ル
」
の
導
入
な
ど
教
育

委
員
会
に
お
い
て
改
革
施
策
を
進
め
て
い
る
。

●
要
望　

国
に
向
け
必
要
な
財
政
措
置
を

求
め
る
と
と
も
に
、
市
独
自
の
教
員
増
を

目
指
し
子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ
権
利
を
保
障

す
る
立
場
で
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
要
望
。

●
質
疑　

全
国
の
自
治
体
で
学
校
給
食
費

の
無
償
化
が
広
が
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
給
食
が
健
や
か
な
成
長
を
保
障
す
る

こ
と
を
認
識
し
た
上
で
の
、
給
食
費
無
償
化

の
見
解
は
。

●
市
長
　
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
を

支
援
す
る
た
め
、給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
事
業

を
は
じ
め
、市
が
重
点
的
な
配
分
を
必
要
と
す

る
事
業
を
推
進
し
、引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

●
要
望　
無
償
化
に
財
源
は
必
要
だ
が
小
・

中
学
校
の
給
食
費
の
無
償
化
は
市
予
算
全
体

の
約
1
%
で
で
き
る
。
憲
法
に
義
務
教
育
は

無
償
と
定
め
ら
れ
て
い
る
中
、
ま
ず
こ
れ

ま
で
の
値
上
げ
分
を
公
費
負
担
し
、
給
食

費
の
無
償
化
の
実
現
に
踏
み
出
す
よ
う
強
く

要
望
。

●
質
疑　

当
市
で
は
こ
ど
も
園
は
第
３
園

ま
で
公
立
で
の
こ
ど
も
園
整
備
を
進
め
て

き
た
が
、
第
４
園
は
民
間
園
へ
の
方
向
転
換

を
打
ち
出
し
た
が
、
そ
の
理
由
と
公
立
園
の

役
割
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

●
市
長
　
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
公
立
園
で
培
わ
れ
て
き
た
保
育

に
、民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
手
法
を
取
り
入
れ
る

こ
と
で
よ
り
柔
軟
で
質
の
高
い
保
育
サ
ー

ビ
ス
や
保
育
環
境
の
整
備
を
目
指
し
て
い
く
。

●
要
望　

公
立
園
で
培
わ
れ
て
い
る
保
育

は
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
手
法
を
取
り
入
れ

ず
と
も
新
た
な
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
し

提
供
で
き
る
。
こ
ど
も
園
は
こ
れ
ま
で
通
り

公
立
園
と
し
て
運
営
す
る
こ
と
や
子
育
て

支
援
に
公
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
強
く

要
望
。

●
質
疑　
令
和
５
年
度
か
ら
教
育
改
革
審
議

会
で
学
校
規
模
の
適
正
化
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
て
い
る
が
、
審
議
委
員
の
構
成
と
ど
の

よ
う
な
議
論
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

●
市
長
　
審
議
委
員
構
成
は
学
識
経
験
者

5
名
、学
校
長
２
名
、保
護
者
２
名
の
計
９
名
。

児
童
・
生
徒
数
の
減
少
の
課
題
に
対
し
、
ま
ち

づ
く
り
の
視
点
も
入
れ
、
規
模
や
配
置
の

適
正
化
に
関
し
て
審
議
、
議
論
さ
れ
て
い
る
。

●
要
望　
小
・
中
学
校
の
統
廃
合
に
向
い
て

い
る
が
、
子
ど
も
が
少
な
く
な
れ
ば
少
人
数

学
級
が
実
現
し
て
一
人
ひ
と
り
に
丁
寧
な

学
び
が
保
障
さ
れ
る
。
地
域
の
活
性
化
や
ま
ち

づ
く
り
の
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
保
護
者
、

地
域
住
民
の
多
く
の
意
見
を
聞
き
議
論
す
る

場
を
設
け
て
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

《「
未
来
に
つ
な
ぐ
選
ば
れ
る

羽
曳
野
の
未
来
創
生
」
よ
り
》

●
質
疑　
万
博
は
世
論
調
査
で
も
万
博
不
要

が
７
割
近
い
中
①
万
博
へ
の
市
長
の
考
え

は
。
②
市
の
無
料
招
待
の
取
り
組
み
内
容
は
。

●
市
長
　
①
大
阪
は
び
き
の
観
光
局
と
連
携

し
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
を
し
て
い
く
。

②
令
和
７
年
４
月
１
日
時
点
で
４
歳
以
上

17
歳
以
下
の
子
ど
も
を
対
象
に
各
家
庭
か
ら

の
申
請
に
基
づ
き
無
料
の
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付

す
る
。

●
要
望　
万
博
や
関
連
事
業
に
巨
額
な
税
金

が
使
わ
れ
る
こ
と
に
大
き
な
批
判
が
上
が
っ
て

い
る
中
、
自
治
体
の
長
と
し
て
市
民
の
声
に

応
え
万
博
中
止
の
声
を
上
げ
る
よ
う
強
く

求
め
る
。
子
ど
も
た
ち
へ
は
チ
ケ
ッ
ト
交
付

で
な
く
、す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
行
き
渡
る

教
育
予
算
を
つ
け
る
こ
と
を
強
く
要
望
。

●
質
疑　
新
庁
舎
整
備
は
12
月
で
は

1
3
6
億
円
の
総
事
業
費
が
、
１
月
に
は

1
0
0
億
円
に
変
更
さ
れ
た
。
短
期
間
で
の

変
更
は
ま
だ
構
想
の
検
討
が
不
十
分
と

い
う
事
で
は
な
い
か
。
十
分
な
検
討
や
議
論

の
場
と
市
民
に
財
政
見
通
し
や
事
業
内
容

を
し
っ
か
り
示
し
て
理
解
を
求
め
て
す
す

め
る
べ
き
だ
が
考
え
は
。

●
市
長
　
新
庁
舎
整
備
は
来
年
度
よ
り
具
体

的
な
要
求
を
取
り
ま
と
め
た
基
本
設
計
を

進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
今
後
は
基
本

設
計
が
ま
と
ま
っ
た
段
階
で
市
民
に
事
業

の
概
要
や
事
業
内
容
を
説
明
す
る
場
を
設
け
、

理
解
と
協
力
を
求
め
て
い
く
。

●
要
望　

新
庁
舎
づ
く
り
は
市
民
の
声
を

聞
き
オ
ー
プ
ン
な
議
論
を
進
め
る
と
い
う

こ
と
を
求
め
て
き
た
が
工
事
費
も
い
ま
だ

不
透
明
で
財
源
内
訳
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。

基
本
計
画
は
市
民
が
意
見
を
言
え
る
場
を

設
け
財
源
も
示
し
て
理
解
を
得
て
進
め
る

こ
と
を
要
望
。
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田
仲
基
一

（
自
由
民
主
党
・
も
っ
と
羽
曳
野
議
員
団
）

《「
は
じ
め
に
」
よ
り
》

●
質
疑　
広
域
自
治
体
と
基
礎
自
治
体
の

役
割
の
違
い
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

●
市
長
　
広
域
自
治
体
は
基
礎
自
治
体
で
は

非
効
率
と
な
る
広
域
的
・
専
門
的
ニ
ー
ズ
を

担
い
、
基
礎
自
治
体
で
あ
る
市
町
村
は
、
住
民

生
活
に
密
接
に
関
わ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

総
合
的
に
担
う
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

●
要
望　
基
礎
自
治
体
の
長
所
と
考
え
る

住
民
協
働
、
相
互
理
解
に
よ
る
行
政
運
営
と

い
う
点
で
以
前
よ
り
後
退
し
、
結
果
、
市
民

と
行
政
の
間
に
不
信
を
生
ん
で
い
る
の
で
は

な
い
か
。
大
阪
府
職
員
の
退
職
者
を
複
数

高
額
の
給
与
で
採
用
、
大
阪
府
の
地
方
債
を

購
入
、
万
博
の
チ
ケ
ッ
ト
購
入
費
用
と
し
て

早
々
に
市
税
3,
2
7
6
万
円
の
債
務
負
担
を

計
上
す
る
な
ど
現
市
長
就
任
以
来
、
市
民
よ

り
も
大
阪
府
の
評
価
を
期
待
す
る
予
算
執
行
、

市
政
運
営
に
傾
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

●
質
疑　
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
行
政
の
継

続
性
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

●
市
長
　
各
地
域
の
特
性
も
踏
ま
え
な
が

ら
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
羽
曳
野
の

未
来
創
生
を
進
め
た
い
と
考
え
る
。

●
要
望　
西
浦
幼
稚
園
廃
園
問
題
に
お
い
て
、

地
元
自
治
会
に
相
談
な
く
、
一
方
的
に
市
が

廃
園
決
定
を
下
し
た
こ
と
の
怒
り
の
背
景
に

は
、
教
育
環
境
の
た
め
に
土
地
を
提
供
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
的
に
閉
鎖
を
決
定

し
た
こ
と
に
対
す
る
憤
り
が
あ
っ
た
と
聞
く
。

議
会
に
も
相
談
は
な
か
っ
た
。
市
長
が
い
う

ス
ピ
ー
ド
感
が
丁
寧
な
プ
ロ
セ
ス
を
省
い
た

結
論
を
市
民
に
押
し
つ
け
る
も
の
だ
と
す

れ
ば
ス
ピ
ー
ド
感
で
は
な
く
、
市
民
軽
視
の

行
政
運
営
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ク
リ
ー
ン

ピ
ア
21
の
閉
鎖
に
つ
い
て
も
、
長
年
健
康

維
持
の
た
め
に
施
設
を
利
用
さ
れ
、
突
然
の

閉
鎖
発
表
に
存
続
を
希
望
す
る
会
を
立
ち

上
げ
ら
れ
短
期
間
で
5,
0
0
0
筆
を
超
え

る
署
名
活
動
ま
で
行
わ
れ
た
市
民
は
、
説
明

に
い
ま
だ
に
誠
意
を
全
く
感
じ
て
い
な
い
。

市
長
に
は
市
民
の
声
を
聞
く
力
、
考
え
る
力
、

伝
え
る
力
を
養
い
、
高
め
る
こ
と
を
要
望

す
る
。

《「
安
全
・
安
心
で
い
き
い
き
と
し
た

生
活
の
実
現
」
よ
り
》

●
質
疑　
自
治
会
の
担
い
と
現
状
の
課
題
に

つ
い
て
の
認
識
は
。

●
市
長
　
他
の
自
治
体
の
取
組
な
ど
を
参
考

に
し
て
い
き
な
が
ら
、
町
会
運
営
を
支
え
て

い
く
施
策
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

住
民
自
治
と
交
流
を
醸
成
し
、

自
治
会
内
で
の
互
い
の
顔
と
名
前
が
分
か
る

関
係
を
目
標
に
、
自
治
会
の
活
性
化
に
よ
る

豊
か
な
市
民
生
活
の
実
現
を
要
望
す
る
。

《「
子
ど
も
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る

次
世
代
育
成
」
よ
り
》

●
質
疑　
新
設
す
る
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

は
中
身
が
大
切
。
明
石
市
で
は
離
婚
後
取
り

決
め
た
養
育
費
が
受
け
取
れ
な
い
家
庭
に

市
が
立
替
払
い
を
行
い
、
相
手
側
に
回
収
を

行
っ
て
い
る
。
見
習
っ
て
も
ら
い
た
い
が
。

●
市
長
　
養
育
費
に
関
す
る
公
正
証
書
等

の
作
成
促
進
補
助
金
事
業
、
養
育
費
の
保
証

促
進
補
助
金
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

●
要
望　
明
石
市
の
先
進
事
例
の
様
に
本
当

に
困
っ
て
い
る
親
子
を
救
う
施
策
を
採
用

す
る
よ
う
要
望
。

●
質
疑　

施
政
方
針
に
学
校
規
模
の
適
正

化
と
あ
る
が
小
中
学
校
の
統
廃
合
を
指
す

の
か
。

●
市
長
　
先
日
開
催
さ
れ
た
第
３
回
教
育

改
革
審
議
会
に
お
い
て
も
、
意
見
の
中
で
統

廃
合
に
言
及
さ
れ
た
委
員
も
い
た
と
聞
く
。

●
要
望　

初
め
て
公
式
に
学
校
統
廃
合
と

い
う
言
葉
が
で
た
。
教
育
改
革
審
議
会
の

設
立
目
的
は
幼
・
保
園
の
次
の
統
廃
合
先

と
し
て
小
・
中
学
校
を
見
据
え
た
も
の
で

あ
る
こ
と
は
容
易
に
推
察
で
き
る
。
統
廃
合

自
体
を
全
否
定
し
な
い
が
、
ほ
か
に
方
法
は

な
い
の
か
、
ま
た
ど
う
し
て
も
廃
校
を
検
討

せ
ね
ば
な
ら
な
い
場
合
、
速
や
か
に
校
区

自
治
会
、
各
種
団
体
に
議
論
の
中
に
入
っ
て

も
ら
い
、
住
民
周
知
と
理
解
を
前
提
に
計
画

を
進
め
る
べ
き
。
小
学
校
の
存
在
の
有
無
は

地
域
の
未
来
に
大
き
く
関
わ
る
こ
と
な
の

で
強
く
要
望
す
る
。

《「
未
来
に
つ
な
ぐ
選
ば
れ
る

羽
曳
野
の
未
来
創
生
」
よ
り
》

●
質
疑　

住
み
た
い
住
み
続
け
た
い
ま
ち

の
条
件
は
何
と
考
え
る
か
。
率
直
に
。

●
市
長
　
本
市
の
特
性
を
生
か
し
、
さ
ら
に

魅
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
、
日
常
生
活
に

お
け
る
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

●
要
望　

も
う
少
し
市
長
と
し
て
の
思
い

を
聞
き
た
か
っ
た
。
私
は
今
生
き
る
市
民
の

幸
福
を
追
求
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
ま
ち
の

未
来
を
つ
く
る
こ
と
に
直
結
す
る
と
考
え
る
。

羽
曳
野
市
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
心
か
ら

思
い
、
我
が
ま
ち
の
自
慢
を
熱
く
語
る
市
民

の
姿
こ
そ
が
地
域
の
魅
力
。
市
民
満
足
度
、

幸
福
度
を
磨
き
上
げ
る
作
業
に
徹
底
す
れ
ば
、

ま
ち
は
光
り
輝
き
、
光
を
求
め
て
そ
こ
に
人

は
や
っ
て
く
る
と
考
え
る
。

●
質
疑　
東
地
区
の
人
口
減
少
率
が
西
地
区

と
比
較
し
高
い
が
、
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

●
市
長
　
顕
著
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
差
は

生
じ
て
い
な
い
。
現
時
点
は
市
全
体
の
課
題
。

●
要
望　
顕
著
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
は
な
い

と
い
う
が
、東
地
区
の
人
口
は
西
地
区
と
比
較

し
約
１
万
2,
0
0
0
人
少
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
減
少
人
口
数
は
西
地
区
よ
り
多
い
。

こ
の
兆
し
を
敏
感
に
感
じ
て
ほ
し
い
。
大
し

た
こ
と
は
な
い
と
考
え
ず
、
変
化
の
兆
し
を

と
ら
え
、取
り
返
し
が
つ
か
な
く
な
る
ま
で
に

手
当
て
を
す
る
気
づ
き
の
姿
勢
を
求
め
る
。

●
質
疑　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
改
定

に
お
い
て
、
7
地
区
の
生
活
環
境
エ
コ
シ
ス

テ
ム（
持
続
的
共
存
）を
意
識
し
て
い
る
か
。

●
市
長
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

位
置
づ
け
る
べ
き
も
の
に
は
含
ま
れ
な
い
。

●
要
望　
本
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
る
も
の
で

は
な
い
と
の
答
弁
だ
が
、
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
は
地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

と
い
う
項
が
あ
り
、
７
地
区
に
お
け
る
課
題

や
地
域
の
将
来
像
に
大
き
く
ウ
エ
ー
ト
が

置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
市
長
は
認
識
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

●
質
疑　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
市
外
か
ら

の
寄
附
総
額
と
、羽
曳
野
市
に
納
税
さ
れ
る

は
ず
が
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
っ
て
市
民

が
他
市
町
村
へ
納
税
し
た
金
額
の
差
引
き
は
。

●
市
長
　
昨
年
度
寄
附
金
額
は
約
１
億

2,
7
0
0
万
円
、
当
市
の
市
民
税
控
除
額

は
約
２
億
6,
0
0
0
万
円
あ
り
、
さ
ら
な
る

寄
附
額
獲
得
の
努
力
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

●
要
望　

市
外
に
流
出
し
た
市
民
税
と
、

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
額
の
差
引
き
は
２
対
１

で
あ
り
、ま
た
返
礼
品
や
中
間
業
者
へ
の
マ
ー

ジ
ン
な
ど
経
費
（
約
6,
0
0
0
万
円
）
を

差
し
引
け
ば
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
下

に
あ
る
。
収
支
改
善
に
向
け
た
取
組
み
を

要
望
す
る
。

《「
主
要
な
施
策
」
よ
り
》

●
質
疑　

全
国
自
治
体
間
で
罹
災
者
の

受
入
れ
合
い
が
で
き
る
機
能
を
備
え
る

「
庁
舎
機
能
を
有
す
る
防
災
施
設
」
の
思
想

で
新
庁
舎
計
画
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
考
え

は
な
い
か
。

●
市
長
　
庁
舎
は
防
災
対
策
本
部
を
有
す
る

こ
と
か
ら
罹
災
者
受
入
れ
は
し
な
い
が
、

自
治
体
間
連
携
は
可
能
な
限
り
行
い
た
い
。

●
要
望　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
列
島

で
は
大
地
震
が
頻
発
し
て
い
る
。
い
つ
、ど
こ

で
大
震
災
が
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い

現
在
に
お
い
て
、新
庁
舎
に
は
よ
り
高
い
防
災

機
能
が
求
め
ら
れ
る
。
ど
こ
よ
り
も
先
進
的

な
防
災
思
想
を
持
つ
計
画
を
期
待
す
る
。

3
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金
銅
宏
親
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《「
快
適
で
う
る
お
い
の
あ
る

住
み
よ
い
ま
ち
」
よ
り
》

●
質
疑　
市
長
が
考
え
る
生
活
基
盤
で
あ
る

道
路
の
計
画
的
舗
装
工
事
と
は
。

●
市
長
　
道
路
の
交
通
量
、公
共
施
設
の
配
置

状
況
、
防
災
性
の
指
標
等
、
道
路
の
重
要
性

と
道
路
の
ひ
び
割
れ
の
損
傷
状
況
を
総
合
的

に
勘
案
し
そ
の
優
先
順
位
を
定
め
、
舗
装

維
持
管
理
計
画
の
作
成
の
上
、
そ
の
計
画
に

基
づ
き
舗
装
工
事
を
行
っ
て
い
く
。　

●
要
望　

ま
だ
ま
だ
傷
ん
だ
道
路
が
多
く

存
在
し
て
い
る
。
生
活
基
盤
で
あ
る
道
路

環
境
を
適
切
に
維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
、

今
後
も
継
続
的
に
予
算
計
上
を
行
い
、
市
民

の
皆
様
が
安
全
に
ま
た
快
適
に
道
路
を
使
用

出
来
る
様
要
望
す
る
。

《「
地
域
が
つ
な
が
り

安
全
で
心
安
ら
ぐ
ま
ち
」
よ
り
》

●
質
疑　
高
齢
者
や
障
害
者
等
の
避
難
行
動

要
支
援
者
が
災
害
発
生
時
に
円
滑
な
避
難

支
援
が
で
き
る
よ
う
、
一
人
一
人
に
応
じ
た

個
別
避
難
計
画
と
は
。

●
市
長 

個
別
避
難
計
画
と
は
、
要
支
援
者

お
一
人
お
一
人
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、
災
害
が

発
生
し
た
と
き
に
誰
が
支
援
を
し
て
、
ど
こ

に
避
難
を
す
る
の
か
、
避
難
す
る
と
き
に

ど
の
よ
う
な
配
慮
が
必
要
に
な
る
の
か
な
ど

を
記
載
し
た
避
難
行
動
計
画
の
こ
と
。

●
要
望　
高
齢
者
や
障
害
者
等
の
避
難
行
動

要
支
援
者
が
災
害
発
生
時
に
円
滑
な
避
難
が

で
き
る
よ
う
、
一
人
一
人
に
応
じ
た
個
別

避
難
計
画
は
大
変
重
要
だ
。
災
害
発
生
時
に

一
人
で
も
多
く
の
避
難
行
動
要
支
援
者
を

守
れ
る
よ
う
に
強
く
要
望
す
る
。

《「
と
も
に
支
え
合
い

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
よ
り
》

●
質
疑　
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ｃ
事
業
（
短
期

集
中
予
防
サ
ー
ビ
ス
）
が
今
ま
で
は
、
市
内

に
１
か
所
だ
っ
た
の
を
今
回
の
東
圏
域
で

増
や
す
こ
と
と
な
っ
た
理
由
と
将
来
の

予
定
は
。

●
市
長
　
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
る

施
策
と
し
て
、
市
内
１
か
所
で
実
施
し
て

き
た
が
、
自
立
支
援
型
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
重
点

的
に
進
め
た
こ
と
で
介
護
予
防
の
効
果
が

見
ら
れ
、
利
用
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
令
和
６
年
度
に
、
東
圏
域
に
２
か
所

目
の
事
業
所
を
開
設
す
る
。
将
来
的
に
は
、

中
圏
域
に
も
開
設
を
し
、
全
て
の
日
常
生
活

圏
域
に
お
い
て
事
業
展
開
を
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

こ
の
事
業
を
多
く
の
高
齢
者
に

知
っ
て
も
ら
い
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ

ま
で
も
お
元
気
で
生
活
を
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
も
こ
の
事
業
の
充
実
を
要
望
す
る
。

《「
未
来
に
羽
ば
た
く

子
ど
も
・
若
者
を
育
む
ま
ち
」
よ
り
》

●
質
疑　

小
児
神
経
専
門
医
に
よ
る
５
歳

児
健
診
を
実
施
し
よ
う
と
し
た
経
緯
と
具
体

的
な
実
施
方
法
は
。

●
市
長
　
現
在
、
多
く
の
市
町
村
で
は
、

福
祉
保
健
法
に
基
づ
き
、
小
児
科
医
に
よ
る

３
歳
６
か
月
児
健
診
以
降
、
就
学
時
健
診

ま
で
健
診
が
行
わ
れ
て
い
な
い
状
況
、
小
児

神
経
専
門
医
が
市
内
保
育
施
設
を
巡
回
型

に
よ
る
健
診
の
実
施
は
府
内
に
お
い
て
前
例

が
な
く
、
初
の
取
組
と
な
り
、
教
育
・
保
育

施
設
と
学
校
の
連
携
、
入
学
後
の
円
滑
な

支
援
や
悩
み
を
抱
え
る
保
護
者
の
不
安
軽
減

に
つ
な
が
り
、
未
来
に
羽
ば
た
く
子
ど
も

た
ち
を
育
む
も
の
と
認
識
を
し
て
い
る
。

●
要
望　
乳
幼
児
健
診
に
５
歳
児
を
加
え
、

府
内
の
初
の
取
組
と
し
て
、
小
児
神
経
専
門

医
に
よ
る
健
康
診
査
の
実
施
に
つ
い
て
の

要
望
は
、
子
ど
も
さ
ん
を
持
つ
保
護
者
の

悩
み
は
計
り
知
れ
な
い
ぐ
ら
い
多
様
化
し
て

い
る
。
今
回
の
取
組
は
、
子
ど
も
が
日
頃
か

ら
生
活
を
し
て
い
る
様
子
を
各
分
野
の
専
門

家
が
出
向
い
て
観
察
し
、
健
診
を
す
る
と
の

こ
と
、
大
変
す
ば
ら
し
い
事
業
だ
と
思
う
。

大
切
な
子
ど
も
さ
ん
へ
の
保
護
者
の
悩
み
を

払
拭
し
、
保
護
者
が
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
よ
う
に
、
専
門
家
や
各
部
署
と
の

連
携
を
密
に
し
て
、
就
学
前
だ
け
じ
ゃ
な
く
、

小
学
校
で
も
こ
の
事
業
の
結
果
が
生
か
さ

れ
る
よ
う
、
充
実
し
た
事
業
に
な
る
こ
と
を

強
く
要
望
す
る
。

《「
魅
力
発
見　
賑
わ
い
と
創
造
に

あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
よ
り
》

●
質
疑　
地
域
計
画
の
内
容
と
新
規
就
農
者

育
成
総
合
対
策
就
農
準
備
資
金
の
助
成
事
業

の
内
容
は
。　

●
市
長
　
地
域
ご
と
の
農
地
の
効
率
的
か
つ

総
合
的
な
利
用
に
関
す
る
目
標
を
共
有
す
る

こ
と
で
、農
地
活
用
の
可
能
性
を
広
げ
、遊
休

農
地
の
解
消
や
担
い
手
の
確
保
育
成
に
つ
な

げ
て
行
く
。
今
ま
で
は
、新
規
就
農
時
の
開
始

資
金
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
令
和

６
年
度
は
、
新
た
に
就
農
に
向
け
て
必
要
な

技
術
等
研
修
期
間
中
の
研
修
生
に
資
金
面
で

支
援
を
す
る
就
農
準
備
資
金
を
助
成
す
る
。

●
要
望　

一
人
で
も
多
く
の
若
者
に
新
規

就
農
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
き
、
当
市

の
農
業
発
展
の
救
世
主
と
な
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
広
く
こ
の
助
成
制
度
の
周
知
を

要
望
す
る
。

《「
歴
史
・
文
化
が
息
づ
き

心
身
と
も
に
躍
動
す
る
ま
ち
」
よ
り
》

●
質
疑　
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
条
例

制
定
に
至
っ
た
経
緯
と
市
長
の
思
い
は
。

●
市
長
　
近
年
、
様
々
な
犯
罪
が
後
を
絶
た

ず
犯
罪
等
に
よ
る
直
接
的
な
被
害
に
と
ど
ま

ら
ず
そ
の
後
も
副
次
的
な
被
害
に
苦
し
め

ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
、
住
民
に
最
も

身
近
な
存
在
で
あ
る
基
礎
自
治
体
と
し
て
も
、

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
犯
罪
被
害
者
等

の
視
点
に
立
っ
た
施
策
を
講
じ
て
い
く
。

犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
や
そ
の
ご
遺
族
等

に
対
し
、
し
っ
か
り
と
寄
り
添
っ
た
施
策
を

展
開
し
て
行
く
。

●
要
望　

市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
社
会
の
実
現
と
犯
罪
被
害
に

遭
わ
れ
た
方
や
そ
の
関
係
者
に
寄
り
添
っ
た

条
例
が
策
定
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

《「
市
民
と
と
も
に
築
く自立

し
た
ま
ち
」
よ
り
》

●
質
疑　

新
た
な
行
財
政
改
革
大
綱
の
柱

と
し
て
、
業
務
、
組
織
、
財
政
改
革
を
挙
げ

ら
れ
て
い
る
が
、今
回
の
主
な
取
組
は
何
か
。

●
市
長
　
主
な
取
組
と
し
て
業
務
の
Ｄ
Ｘ

化
を
推
し
進
め
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上
、

業
務
の
効
率
化
を
実
施
し
、
柔
軟
で
最
適

な
事
業
の
展
開
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
な
ど
に
取
り
組
む
予
定
、

人
口
減
少
、
少
子
・
高
齢
化
の
中
、
効
率
的

で
安
定
的
な
行
財
政
運
営
を
継
続
さ
せ
、

社
会
情
勢
や
変
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
て
い
く
た
め
の
行
財
政
改
革
を
進
め
て

行
く
。

●
要
望　
今
後
さ
ら
な
る
人
口
減
少
、少
子・

高
齢
化
の
進
行
が
予
想
さ
れ
る
。
当
然
、

当
市
の
税
収
も
減
少
す
る
。
こ
の
こ
と
が

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
る
こ
と

は
決
し
て
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
効
率
的
な
、
効
果
的
な
活
用
、
ま
た

民
間
活
力
も
見
据
え
た
新
た
な
財
源
確
保

等
、
こ
れ
か
ら
の
羽
曳
野
市
の
未
来
創
生
に

向
け
た
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。



市議会だより市議会だより

−市議会だより　令和6年（2024年）5月−

沼
元
彩
佳
（
大
阪
維
新
の
会
）

《「
は
じ
め
に
」
よ
り
》

●
質
疑　

庁
舎
は
昭
和
45
年
1
月
に
完
成

し
て
か
ら
50
年
が
過
ぎ
、
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
。
平
成
29
年
か
ら
時
限
措
置
さ
れ
た
市

町
村
役
場
機
能
緊
急
保
全
事
業
債
が
あ
っ
た

が
、
前
市
政
に
て
事
業
着
手
に
至
ら
ず
先

送
り
さ
れ
て
き
た
。
新
庁
舎
の
整
備
を
前
へ

進
め
る
と
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
問
う
。

●
市
長
　
平
成
25
年
に
実
施
の
耐
震
診
断
で
、

震
度
6
強
で
倒
壊
又
は
崩
壊
す
る
危
険
性
が

あ
る
が
対
策
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
市
民

の
命
、
財
産
、
ま
た
職
員
の
命
を
守
る
た
め

に
急
務
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

●
要
望　

厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
る
が
、

コ
ス
ト
の
縮
減
を
行
い
な
が
ら
、市
民
の
安
全

安
心
を
確
保
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
高
め
ら

れ
る
よ
う
事
業
推
進
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

《「
子
ど
も
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る

次
世
代
育
成
」
よ
り
》

●
質
疑　
こ
れ
ま
で
外
国
語
学
習
の
推
進
や

チ
ー
ム
担
任
制
の
導
入
等
、
教
育
発
展
に
資

す
る
様
々
な
提
案
や
提
言
を
し
て
き
た
。令
和

6
年
度
の
新
た
な
教
育
施
策
に
つ
い
て
問
う
。

●
市
長
　
教
育
委
員
会
で
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

ス
ク
ー
ル
の
導
入
、
小
学
校
教
科
担
任
制
の

推
進
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
令
和
6
年

度
の
教
育
予
算
も
手
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、

子
ど
も
達
の
生
き
る
力
を
最
大
限
に
伸
ば
す

べ
く
、
教
育
委
員
会
を
し
っ
か
り
と
支
援

し
て
い
く
。

●
要
望　
子
ど
も
達
の
た
め
に
創
意
工
夫
を

重
ね
、よ
り
良
い
教
育
環
境
の
構
築
に
努
め
る

こ
と
を
要
望
す
る
。

《「
未
来
に
つ
な
ぐ
選
ば
れ
る

羽
曳
野
の
未
来
創
生
」
よ
り
》

●
質
疑　
施
政
方
針
に
あ
る
『
ま
ち
の
豊
か

さ
』
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
、市
長
の
考
え

に
つ
い
て
問
う
。

●
市
長
　
ま
ち
の
豊
か
さ
は
、
地
域
や
住
民

の
魅
力
や
活
力
の
現
れ
で
あ
り
、
地
域
全
体

が
元
気
に
な
る
た
め
に
は
広
域
的
な
協
力
が

必
要
で
あ
る
。
大
阪
商
工
会
議
所
の
提
言
で

あ
る
グ
レ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ミ
を
参
考
に
、
地
域

の
魅
力
創
出
や
活
性
化
に
繋
が
る
取
組
み
を

進
め
る
た
め
、
多
様
な
人
材
に
よ
る
ア
イ

デ
ア
や
知
見
を
生
か
し
て
調
査
研
究
に
取

組
ん
で
い
く
。

●
要
望　

当
市
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大

限
生
か
し
、
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

が
で
き
る
官
民
連
携
と
戦
略
的
な
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
、
ま
た
国
籍
問
わ

ず
、
当
市
に
住
む
全
て
の
人
々
の
持
つ
魅
力

や
活
力
を
支
援
で
き
る
環
境
整
備
を
要
望

す
る
。

《「
快
適
で
う
る
お
い
の
あ
る

住
み
よ
い
ま
ち
」
よ
り
》

●
質
疑　
次
期
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

は
、令
和
8
年
度
が
始
期
、令
和
18
年
後
以
降

の
長
期
的
な
視
点
で
ま
ち
の
あ
る
べ
き
姿
や

そ
の
実
現
に
向
け
方
向
性
を
示
す
も
の
。

急
激
な
人
口
減
少
に
対
す
る
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
問
う
。

●
市
長
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

改
定
は
、
人
口
や
世
帯
の
動
向
と
将
来
予
測

に
基
づ
き
、
社
会
情
勢
を
考
慮
し
て
将
来
の

ま
ち
の
方
向
性
を
定
め
る
も
の
。
今
後
の
急
激

な
人
口
減
少
に
備
え
て
、
都
市
機
能
の
集
約

や
維
持
管
理
コ
ス
ト
削
減
な
ど
を
検
討
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
下
げ
ず
に
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
計
画
を
進
め
る
。

●
要
望　

都
市
機
能
を
集
約
す
る
な
ど
、

行
政
コ
ス
ト
の
縮
減
と
効
率
性
の
向
上
を

上
手
く
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
計
画
し
、

市
民
に
と
っ
て
有
益
に
な
る
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
を
要
望
す
る
。

《「
地
域
が
つ
な
が
り

安
全
で
心
安
ら
ぐ
ま
ち
」
よ
り
》

●
質
疑　

防
災
に
お
い
て
市
町
村
の
役
割

は
非
常
に
大
き
く
、
市
民
の
命
と
暮
ら
し
、

財
産
を
守
る
た
め
に
も
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
た
市
長
の
考
え
、
ま
た
行
政

と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
問
う
。

●
市
長
　
危
機
管
理
を
重
要
視
し
、
部
署
を

独
立
さ
せ
る
な
ど
の
組
織
改
編
を
実
施
。

防
災
活
動
と
し
て
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
や

避
難
所
機
能
の
強
化
を
推
進
し
、令
和
６
年
度

は
大
型
防
災
倉
庫
の
実
施
設
計
を
進
め
る
。

ま
た
災
害
時
の
連
携
強
化
を
図
り
、
職
員
の

災
害
へ
の
対
応
能
力
の
向
上
に
も
取
組
ん

で
い
る
。
自
助
、共
助
、公
助
を
基
本
と
し
、

引
続
き
防
災
啓
発
や
訓
練
へ
の
サ
ポ
ー
ト
等

を
進
め
て
い
く
。

●
要
望　
予
測
不
能
な
災
害
に
対
し
、
市
民

の
安
心
安
全
に
努
め
、地
域
で
の
自
助
、共
助
、

行
政
の
公
助
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
発
揮

で
き
る
よ
う
組
織
の
醸
成
に
努
め
る
こ
と

を
要
望
す
る
。

《「
未
来
に
羽
ば
た
く

子
ど
も
・
若
者
を
育
む
ま
ち
」
よ
り
》

●
質
疑　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
中
学
校

全
員
喫
食
開
始
に
向
け
た
市
長
の
考
え
に

つ
い
て
問
う
。

●
市
長
　
中
学
校
給
食
を
全
員
喫
食
に
す
る

こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
に
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
良
い

食
習
慣
を
身
に
付
け
る
た
め
に
も
重
要
で

あ
り
、令
和
7
年
9
月
よ
り
全
員
喫
食
開
始
を

目
指
し
取
組
を
進
め
る
。
全
て
の
子
ど
も
達

が
夢
や
希
望
を
持
ち
、必
要
な
支
援
を
受
け
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
。

●
要
望　

事
業
の
選
択
と
集
中
の
中
で
、

中
学
校
給
食
の
全
員
喫
食
化
を
英
断
さ
れ
た

こ
と
を
私
た
ち
会
派
は
強
く
支
持
し
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
食
せ
る
環
境
構
築

に
努
め
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

《「
魅
力
発
見　
賑
わ
い
と
創
造
に

あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
よ
り
》

●
質
疑　

当
市
の
賑
わ
い
創
出
に
繋
が
る

観
光
施
策
、
貴
重
な
歴
史
と
文
化
の
在
り
方

と
今
後
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
問
う
。

●
市
長
　
競
い
合
う
都
市
間
競
争
か
ら
、
共

に
創
る
都
市
間
共
創
の
観
光
施
策
へ
モ
デ
ル

チ
ェ
ン
ジ
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
大
阪
は
び

き
の
観
光
局
と
協
働
し
な
が
ら
、
南
河
内

地
域
、大
阪
全
体
を
牽
引
す
る
気
概
を
持
ち
、

観
光
施
策
に
取
組
ん
で
い
く
。
本
市
は
重
要

な
文
化
遺
産
が
随
所
に
存
在
し
、
暮
ら
し
に

溶
け
込
ん
で
い
る
日
常
を
本
市
の
個
性
と

し
て
確
立
す
る
た
め
に
も
、
文
化
遺
産
の

保
全
と
活
用
を
考
え
て
い
く
。
ま
た
市
民

と
行
政
が
一
体
と
な
り
取
組
む
こ
と
で
、

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
も
繋
が
る

と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　

グ
レ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ミ
構
想
の
南

大
阪
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

化
す
る
こ
と
は
重
要
と
考
え
る
。
今
後
も
、

大
阪
は
び
き
の
観
光
局
と
の
観
光
施
策
の

推
進
と
、
歴
史
・
文
化
の
価
値
を
後
世
に

継
承
し
、
そ
の
魅
力
を
市
内
外
へ
と
発
信
し
、

歴
史
・
文
化
の
醸
成
を
深
め
る
こ
と
を
要
望

す
る
。

《
羽
曳
野
の
未
来
創
生
に
向
け
て
》

●
質
疑　

今
年
7
月
に
市
長
選
挙
が
あ
る

が
、
市
長
の
決
意
を
問
う
。

●
市
長
　
市
政
運
営
に
お
い
て
、
市
民
の

幸
福
度
を
高
め
て
い
く
こ
と
、
そ
の
た
め

に
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
を
大
切
に
し
、

誇
れ
る
ま
ち
羽
曳
野
、
日
々
の
生
活
か
ら

豊
か
さ
が
実
感
で
き
る
ま
ち
と
し
て
、
引

続
き
『
羽
曳
野
の
未
来
創
生
に
向
け
て
』
か
じ

を
取
る
た
め
、
7
月
の
市
長
選
挙
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
。

●
意
見　
３
年
半
の
市
政
運
営
を
通
し
て
、

羽
曳
野
市
を
強
く
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
い

と
い
う
市
長
の
気
持
ち
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
大
阪
維
新
の
会
は
、
子
育
て

世
代
に
元
気
が
な
け
れ
ば
未
来
社
会
を
維
持

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
将
来
世
代
に
ツ
ケ
を
残
さ
な
い
政
治

や
行
政
の
在
り
方
を
強
く
訴
え
て
き
た
。

今
後
も
、
大
阪
維
新
の
会
羽
曳
野
市
議
団

は
、
山
入
端
市
長
の
考
え
方
や
理
念
の
下
、

羽
曳
野
市
の
発
展
の
た
め
、
ま
た
次
世
代
の

た
め
に
も
、
議
員
と
し
て
研
鑽
に
励
む
こ
と

に
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
。
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外
園
康
裕
（
公
明
党
）

《
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
平
成
30
年
12
月
議
会
で
通
報
ア
プ

リ
導
入
の
考
え
を
お
尋
ね
し
た
。
本
シ
ス

テ
ム
の
運
用
方
法
、
道
路
以
外
に
も
運
用

範
囲
を
広
げ
る
の
か
を
聞
く
。

●
市
長
　
現
場
の
状
況
写
真
・
位
置
情
報
・

詳
細
内
容
等
を
投
稿
し
て
い
た
だ
く
こ
と
、

速
や
か
な
対
応
を
行
う
こ
と
が
目
的
。
各
課

で
対
応
可
能
な
業
務
も
視
野
に
入
れ
る
。

●
要
望　

時
間
が
か
か
る
場
合
や
対
応
が

で
き
な
い
場
合
は
通
報
者
に
連
絡
を
入
れ
る

べ
く
、
検
討
を
お
願
い
す
る
。

《
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

島
泉
ま
ち
か
ど
あ
そ
び
広
場
の

利
用
状
況
、
今
後
の
具
体
的
な
設
置
場
所
の

候
補
地
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
を
聞
く
。

●
市
長
　
日
曜
、
祝
日
、
平
日
の
下
校
時
間

後
は
恒
常
的
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

用
地
を
新
た
に
確
保
す
る
こ
と
は
容
易
で

な
い
。
市
有
地
を
有
効
に
活
用
す
る
な
ど

候
補
地
の
選
定
を
行
っ
て
い
る
。

●
要
望　
児
童
公
園
で
少
し
広
目
の
と
こ
ろ

も
こ
の
候
補
地
に
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

《
中
学
生
対
象
の
体
験
型
防
災
訓
練
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
令
和
3
年
12
月
議
会
で
、
中
学
生

を
対
象
と
し
た「
ジ
ュ
ニ
ア
防
災
リ
ー
ダ
ー
」

育
成
講
座
の
実
施
を
要
望
し
た
。
本
訓
練

内
容
や
今
後
の
取
組
を
聞
く
。

●
市
長
　

2
年
前
よ
り
消
防
署
員
の
協
力
も

得
な
が
ら
人
命
救
助
等
の
訓
練
を
行
っ
て

い
る
。
実
施
校
を
増
や
し
、
さ
ら
に
内
容
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

●
要
望　

中
学
生
た
ち
に
広
く
訓
練
の
場

を
設
け
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
防
災
力
と

し
て
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
く
れ
る
こ
と

を
念
願
す
る
。

《
災
害
時
応
援
協
定
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

当
市
の
協
定
の
現
状
、
今
後
の

姿
勢
に
つ
い
て
聞
く
。

●
市
長
　
官
公
庁
と
15
種
類
の
協
定
、
民
間

事
業
者
等
と
は
食
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
提
供
、

輸
送
、
災
害
復
旧
を
は
じ
め
多
分
野
に
お
い

て
74
社
と
締
結
。
今
後
、
締
結
し
て
い
る

民
間
事
業
者
等
と
平
時
か
ら
連
携
を
密
に
し
、

防
災
体
制
の
強
化
に
努
め
て
い
く
。

●
要
望
　
行
政
、民
間
に
か
か
わ
ら
ず
、信
頼

関
係
を
よ
り
強
固
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

《
個
別
避
難
計
画
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

2
0
2
1
年
5
月
の
改
正
災
害

対
策
基
本
法
で
個
別
避
難
計
画
の
作
成
が

自
治
体
の
努
力
義
務
と
な
っ
た
。
当
市
で
は

ど
う
い
っ
た
内
容
と
な
る
の
か
を
聞
く
。

●
市
長
　
避
難
行
動
要
支
援
者
台
帳
登
録

の
方
を
中
心
に
取
組
を
進
め
て
い
る
。

●
要
望　
台
帳
に
は
4,
0
0
0
名
近
く
登
録

さ
れ
て
お
り
、
計
画
策
定
作
業
は
大
変
と

推
察
で
き
る
が
、
町
会
や
民
生
委
員
さ
ん
の

お
声
も
よ
く
聞
き
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

《
重
層
的
支
援
整
備
・

移
行
準
備
事
業
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
重
層
的
支
援
事
業
の
内
容
、
移
行

準
備
事
業
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
を

聞
く
。

●
市
長
　
相
談
支
援
、
参
加
支
援
、
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
支
援
の
3
つ
の
支
援
を

一
体
的
に
進
め
、
発
見
・
つ
な
ぎ
・
社
会

参
加
に
向
け
た
寄
り
添
い
ま
で
を
包
括
的

に
支
援
す
る
体
制
整
備
を
目
指
す
。
庁
内

実
務
者
及
び
市
社
協
も
参
加
す
る
実
務
者

調
整
会
議
を
開
催
し
、
連
携
体
制
の
強
化
を

図
っ
て
い
る
。

●
要
望　

全
庁
挙
げ
て
の
取
組
と
な
る
。

必
ず
意
味
の
あ
る
事
業
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
民
間
の
力
も
視
野
に
入
れ
て
い
た

だ
き
た
い
。

《
家
計
改
善
事
業
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

内
容
、
対
象
と
な
る
方
、
事
業

規
模
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
聞
く
。

●
市
長
　
家
計
に
課
題
を
抱
え
る
方
か
ら

の
相
談
に
応
じ
、
指
導
等
を
行
う
こ
と
で

相
談
者
自
身
が
家
計
を
管
理
す
る
力
を
高
め
、

早
期
に
生
活
が
再
生
さ
れ
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
事
業
。
生
活
保
護
受
給
者
、社
会
福
祉

協
議
会
・
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
の
窓
口
に

来
ら
れ
た
方
の
う
ち
、
家
計
の
改
善
が
必
要

と
思
わ
れ
る
方
を
対
象
に
、
令
和
6
年
度

よ
り
実
施
す
る
。

●
要
望　
相
談
に
来
て
説
明
を
受
け
て
も
、

本
人
が
や
っ
て
み
よ
う
と
感
じ
ら
れ
な
い

な
ら
前
に
は
進
ま
な
い
。
本
人
の
や
る
気
を

引
き
出
す
よ
う
な
関
わ
り
方
が
重
要
。
窓
口

で
直
接
市
民
と
接
す
る
職
員
の
方
の
窓
口
力

と
で
も
言
う
べ
き
総
合
力
の
向
上
を
望
む
。

《
対
話
支
援
機
器
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
観
点
か
ら
も

重
要
な
取
組
。
ど
う
い
う
機
器
か
、
予
算
は

ど
う
す
る
か
、
活
用
の
予
定
な
ど
を
聞
く
。

●
市
長
　
話
す
側
か
ら
聞
こ
え
の
改
善
に

歩
み
寄
る
と
い
う
発
想
か
ら
生
ま
れ
た
機
器

で
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
交
付
金
を
活
用
し
て

3
台
購
入
す
る
予
定
。
地
域
包
括
支
援
課

窓
口
に
常
設
し
、
介
護
予
防
教
室
や
認
知
症

予
防
の
講
演
な
ど
で
利
用
を
予
定
し
て
い
る
。

●
要
望　

市
民
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
な
ら

機
器
を
増
や
す
こ
と
も
視
野
に
入
れ
る

べ
き
。
聞
こ
え
に
悩
む
方
以
外
に
つ
い
て
も

S
D
G
s
の
理
念
に
則
り
、
日
頃
の
作
業

環
境
を
見
直
す
こ
と
も
お
願
い
す
る
。

《
居
宅
訪
問
（
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
）
型
支
援

に
つ
い
て
》

●
質
疑　

ど
う
い
う
支
援
か
、
誰
が
訪
問

す
る
の
か
、
訪
問
の
頻
度
は
、
必
要
な
予
算

は
、
な
ど
を
聞
く
。

●
市
長
　
助
産
師
な
ど
の
専
門
職
が
家
庭

を
訪
問
し
、
状
況
に
応
じ
た
具
体
的
な
育
児

指
導
を
行
う
。
妊
婦
1
人
当
た
り
3
回
を

上
限
に
、
自
己
負
担
な
く
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
も
の
で
、
助
産
師
へ
の
委
託
料
を
計
上
。

●
要
望　

一
人
一
人
の
状
況
を
見
な
が
ら

進
め
る
こ
と
を
お
願
い
す
る
。

《
子
育
て
世
帯
訪
問
支
援
事
業
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

事
業
の
内
容
、
誰
が
訪
問
す
る

の
か
、
必
要
な
予
算
な
ど
を
聞
く
。

●
市
長
　
支
援
を
要
す
る
児
童
と
そ
の
保
護

者
、
特
定
妊
婦
、
さ
ら
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

に
、
家
事
、
子
ど
も
の
送
迎
、
養
育
に
関
す
る

援
助
や
情
報
提
供
な
ど
を
行
う
。
N
P
O

法
人
へ
の
委
託
料
を
計
上
し
て
い
る
。

●
要
望　
虐
待
リ
ス
ク
等
の
高
ま
り
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
の
事
業
で
も
あ
り
、心
を
込
め
た

事
業
展
開
を
お
願
い
す
る
。

《
学
校
規
模
の
適
正
化
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
学
校
の
統
廃
合
と
も
受
け
取
れ
る

が
、
一
概
に
そ
れ
あ
り
き
で
議
論
を
す
る

の
は
早
計
。
議
論
を
進
め
て
い
く
そ
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
聞
く
。

●
市
長
　
教
育
委
員
会
が
教
育
改
革
審
議
会

に
諮
問
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
も
含
め
て
、

学
識
経
験
者
、
保
護
者
等
の
意
見
も
伺
い
な

が
ら
議
論
を
さ
れ
て
い
る
。
お
よ
そ
2
年
を

か
け
て
審
議
さ
れ
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

●
要
望　

例
え
ば
子
育
て
世
代
を
当
市
に

呼
び
込
む
よ
う
な
取
組
を
行
う
な
ど
、も
っ
と

議
論
が
な
さ
れ
る
べ
き
。
議
論
を
深
め
て
い

た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。
よ
り
よ
い

羽
曳
野
市
に
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
市
議
会

公
明
党
の
議
員
団
3
名
も
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

《
そ
の
他
の
質
疑
》

●
旧
浅
野
家
住
宅
に
つ
い
て

●
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
に
つ
い
て

●
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
・
届
出
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
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